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      「あ！　じゃあ、冷やし中華はじめました、くらいののりでどうかしら？」

　七なな瀬せ甘あまるりはそう提案した。「あ！」のあたりに、こいつは名案だぜ、という気持ちが透けて見えた。そしてそれはちっとも名案ではないとおれは思った。

「どうと言われても困るけど」と、返事をする。

「なんだか煮え切らない態度ね。レンジでチンするわよ」

「そこはかとなく猟奇的」

　七瀬は眉まゆを寄せ、唇をむにゃと曲げた。

「なによ、こっちはこんなに頭さげてお願いしてるっていうのに」

「おれの記憶が確かなら、七瀬は一度も頭をさげていない」

「きみの記憶は不確かよ。フロッピーディスクくらいの容量しかないくせに」

「ずいぶん失礼なことを言うね」

「分数の割り算とかできなさそうな顔してるし」

「今、おれのグラスハートにひびが入った。もう立ち直れない」

　それにこれは「お願い」などではなく「脅迫」である。「お願い」には相手を敬う気持ちがあってしかるべきだ。もっと遠慮がちにするべきものだ。だから、これは「お願い」ではないのだ。

　ここは第二視聴覚室で、おれは現在イスに縛りつけられている。大切なことだからくりかえすけど、おれはイスに縛りつけられている。緊縛なう。

　七なな瀬せはおれの目の前で腕を組み、脚は肩幅と同じくらいに開いて仁王立っていた。

　七瀬のうしろには十三日の金曜日的なホッケーマスクをかぶった嬉うれし野の南な雲ぐもさんがもじもじしながら控えている。

　緊縛され、目の前にジェイソン。ちょっとしたホラーな状況だ。

「いいから入部届に名前を書きこみなさいよ」

　七瀬はにゅっと入部届の紙をつきだして、おれの顔にわしゅわしゅとこすりつける。がさがさしてわりと痛い。

「……いや、だから、なんでおれなんだ？」

「ああ、もう、うるさいわね。唇にとろろ芋ぬって痒かゆくさせるわよ」

「地味にイヤだな、それ」

　想像するだけで痒い。おそるべき拷問方法だと思われた。

「っていうか、腕、縛られてるから名前とか書けないし。このロープほどいてくれよ」

「それは断る！」

「なんでだよ！」

「逃げるつもりでしょ」

「当たり前だっつうの」

「なにが不満なのよ？」

「ほとんどすべてが！」

「ちっ」

　聞いた？　今、舌打ちしたよ、この人。

「入部を促すウィルスが発明されていれば、今すぐ噛かみついて感染させてやったのに」

「おれをゾンビにでもする気なのか」

　なんて怖いことを平然と言うのだ、こいつは。ああ、もう、なんでこんなことになったのだろう。不幸のドミノ倒しは、どこからはじまったのだ？



　　　　　◆◇◆◇◆



　あれは二カ月ほど前のことだった。

　いや実はまだ冬だろ、と疑いたくなるような寒い日だった。

　とても春休みとは思えなかった。

　青空が広がっており、太陽は照っていたのだけれど、なんかこうがんばりが足りていなかった。「もうちょっと本気出せよな春」と一声かけてやりたかった。

　おれは校長室のソファに座っていた。隣には両親の姿もあった。

　べつにおれがなにか悪いことをして両親が呼びだされたとかではなく、単に二年生に進級する四月から、今の高校に編入することになっていたので、その説明を受けにきただけだ。あとなんか書類を提出したりもした。

　担任になると紹介されたのは小こ波なみ先生という女の人で、担当科目は英語だと説明があった。学校の制服を着ていたら生徒に間違われるんじゃないかなというくらい若くてかわいらしい先生だった。ピンで前髪を留とめていた。からをむいた茹ゆで卵たまごみたいにつるつるのおでこの持ち主で、油性のマジックペンで第三の目を描きくわえてみたいというハレンチ極まりない衝動がこみあげてきた。あぶないところだった。

「小波美み奈な子こです、よろしくね」

　にこりと先生が微笑ほほえむと、白い小粒の歯が覗のぞいた。

「ども、葉は山やま一いつ樹きです。よろしくお願いします」

　先生が差しだした手を握った。先生の手は小さくて、ちょっと冷たかった。やはり今日は寒いのだなあ、とあらためて思った。寒いとトイレにいきたくなる。

「あの、すいません、ちょっとトイレにいきたいんですけど」

　断って校長室をでた。ほんとはただ、いつまでも校長室にいたくなかっただけだ。かしこまったことや場所というのは苦手だ。

　スリッパで廊下を歩くとぺったんぺったんと音がした。茶色いスリッパには金色の文字で「県立ヨコスカ高校」と書いてあった。

　窓の外に桜の木が見えた。八分咲きくらいだろうか。風が吹くと花びらが落ちた。

　校舎はＡ棟からＤ棟まであって、それぞれは渡り廊下で結ばれていた。校長室があったのはＡ棟の一階だ。Ｄ棟の奥にテニスコートと体育館があり、スロープをあがると校庭にでる。っていうのは、ぜんぶ、学校案内に書いてあった。

　春休みなのに、ちらほら生徒の姿を見かけた。部活の練習らしい。校舎の周りをジャージ姿の一団が走っていった。

　新しい生活に期待があるわけではなかった。てきとうにやりすごせればいい。

　ぺったんぺったんと廊下を歩いていると、ふと、なにか耳慣れない音が聞こえた。それは一度鳴って、すぐに途切れた。なんだろ、と思って、ちょうど差しかかった階段の上へと視線をやった。窓の外には青空が広がっていた。するとまた、じわん、という音がした。音は階上から聞こえてくるらしかった。

「どっから鳴ってんのかな」

　なんとなく気になって、おれは階段をのぼった。

　二階……三階……と、のぼるうちに音が大きくなってきた。でも、その音はまだ上のほうから聞こえてきた。

　そのままのぼりつづけると、あ、ここでいきどまりね、という場所に辿たどりついた。なにやら粗大ゴミみたいなものが積まれていた。段ボール箱や、脚の壊れた机、扇風機、それから楽器ケースみたいなものやマイクスタンド、古そうなラジカセとか。屋上へつづく重そうな鉄の扉がそれらの隙すき間まから見えた。

　すりガラスの窓からそっと日差しが差しこんでいて、ほこりがふわふわと舞っているのがわかった。

　その天然のスポットライトのまんなかに、女の子が立っていた。

　ブレザーの制服の下にパーカーを着ていた。背筋をぴんとさせていて、短いスカートからすらりと長い脚が伸びていた。おれのほうへは背中を向けていた。長い黒髪はさらさらで、光を浴びて天使の輪ができていた。

　ギターを肩からつりさげていた。ギター本体は腰よりちょっと低い位置にあった。彼女はギターに向かって右手をふりおろした。

　ぶわーん。

　女の子のそばにおいてあったスピーカーから音が溢あふれた。それはびりびりとおれのからだにまで響いた。さっき鳴っていたのはこのギターの音だったのか、と思った。

　おれは階段の途中で足をとめて、その女の子の背中を見つめていた。

　いっぽうの彼女はこっちの存在には気づいてないみたいだった。

　なんとなく声をかけるタイミングを失ってしまった。

　彼女は両手をわしゃわしゃとすりあわせ、そこに「はー」と息を吹きかけた。

「あー、あー。あー、あー。ワレワレハ宇宙人ダ」

　急に言った。え、なんで、とおれは思った。

　彼女は長い髪をうしろに払ってから、すっとギターに指をはわせた。小さく呼吸を整えるのが見ていてわかった。彼女はギターを奏ではじめた。

　肩がわずかに上下した。

　膝ひざを屈伸させて、その場でぴょんと飛んだ。長い髪と短いスカートがばさっとはねた。そのせいで真っ白な布がちらりと見えた。

　着地と同時にギターの曲調が変わった。

　彼女はうたいはじめる。

　瞬間、鳥肌が立った。

　ぎゅっと心臓をわしづかみにされたみたいな気分だった。

　爽そう快かいなメロディが鼓膜を打つ。

　彼女の歌声はちょっと鼻にかかっていて、甘やかだった。それは聴いたことのない英語の歌で、彼女はときどき叫ぶような声でうたった。

　イントロと同じフレーズを再度、奏でて、彼女はうたい終えた。

　三分くらいだったと思う。その間、おれはその場につっ立って、彼女の演奏と歌に釘づけにされていたわけだ。

　歌が終わり、彼女はほこりが舞うだけのなにもない天井を見あげた。

　その背中におれは思わず拍手を送っていた。

　するとそこで、彼女は拍手の音に驚いたみたいに、ばっと、こちらをふりかえった。やっぱり、おれには気づいていなかったらしい。

　そして彼女の顔を見て、おれは「ぎょっ」となった。

　拍手を打つ手もとまった。

「えっ……？」

　こちらをふりかえった彼女は泣いていたのだ。ぼろぼろとこぼれる涙が、大きな目の輪郭をにじませていた。彼女は威嚇するような目でおれを見た。唇は引き結ばれ、頬ほおは薄桃色に染まっていた。

　とっさに気のきいたひと言も言えなかった。ただ、棒立ちになって固まっているだけだった。まさか、泣きながらうたっていたとは思わなかったし。

　女の子もなにも言わなかった。彼女は制服の袖そでで顔をわしわしと乱暴に拭ぬぐった。ずびずびと鼻もすすった。

「あ、えっと……」

　このままではさすがに気まずいから、なにか言おうと思った。



    

  
    
      



    

  
    
      　突然、彼女はギターから伸びていた黒いケーブルをむしるように引き抜いた。わんっとスピーカーが悲鳴をあげ、おれは耳を塞ふさいだ。彼女は顔を伏せギターも肩にかけたまま、おれを見ないように走りだそうとして、でも足もとにほうったケーブルにつまずいた。

「ひゃっ」

「あっ！」

　あぶないと思い、おれは反射的に飛びだしていた。倒れこむ彼女を支えるように腕を伸ばした。が、微妙に間にあわなかった。スリッパのせいである。ぺこっと情けない音をさせて脱げた。おかげで逆に、彼女に突き飛ばされるような形になってしまった。彼女の右手がおれの顔面にめりこんだ。

「がぼっ！」

　体勢を崩し、おれたちはそのまま床にすっ転んだ。彼女が上で、おれが下だ。背中をしこたま打った。

　悲劇はそのとき起こった。

　彼女はギターを抱えたまま転んだわけで、おかげで押し倒されたおれのみぞおちにぐさりとギターの本体が食いこんだのだ。

「うがっ！」

　おれのからだは、くの字に折れ曲がった。

　瞬間、おれと彼女の顔は急接近した。甘い香りが鼻をくすぐった。その一瞬だけ、まるでスロー再生のように感じた。ほんの少しつんとつきでた、彼女の柔らかそうな唇がはっきりと目に飛びこんできた。しかし避ける術はなかった。まるでそれが運命でもあったかのように、磁石のＮ極とＳ極がくっつきあうかのように、そのとき、おれと彼女の唇はゆっくりと触れあった。なんてラブコメまんがみたいなことは起こらなかった。

　おれたちは額を、がんっ、と思い切り打ちつけあった。目の前で火花が弾はじけた。その衝撃たるや凄すさまじく、なんとおれと彼女の魂が入れ替わり「おれがあいつであいつがおれで」というハプニングをひき起こしたりも、もちろんしなかった。

　ただ声にならない痛みに、お互い「つふっ……」とうめいた。涙で視界がにじんだ。

「なにすんのよ！」

　少しして彼女が怒鳴った。もっともな怒りであると思われた。

「ほんと悪い。助けようと思ったんだけど」

「余計なお世話よ！」

　まったくそのとおりです、すいません。

　彼女は「うう」と、赤くなった額を手の平で押さえながら、それでも、すっくと立ちあがった。おれはまだ床に腰をつけていたので、ちょうど目の高さに彼女の白いむきだしの膝ひざ小こ僧ぞうがあって、ちょっとドキッとした。ひらひらとスカートが揺れた。

　見たらいけない気がして視線をもっと上にあげれば、彼女の瞳ひとみがまだ潤んだままであることに気づいた。そしてまた、少しドキッとした。

「あ、あのさ、余計なお世話ついでに訊きくけど、さっき、もしかして泣いてたり――」

　彼女はぎろりとおれを睨にらんだ。

「なんでもないス」

　彼女はもうなにも言わず、ずびと鼻をすすると、そこから駆けだした。彼女は一度もふりかえらず、きゅっ、きゅっと上履きの音をさせて、スカートはばさばさはためかせながら、階段を三段くらい飛ばしてジャンプした。

　すぐに姿は見えなくなった。ほこりっぽいその場所におれだけが残された。

「……白のレース」



　と、まあ、これが二カ月くらい前の、やたらに寒い三月の出来事だ。

　悪いけど、おれは運命なんてちっとも信じてはいない。

　望んでいたのは平凡な高校生活、それだけだ。

　でもこの日、おれは七なな瀬せ甘あまるりと出会った。



    

  
    
      

１章　「ちゃんとトラウマにしてあげるから」



　ゴールデンウィークも終わって、すっかりすごしやすい陽気がつづいていた。

　編入当初、「おい新入り、ちょっと顔貸せや」と眉まゆ毛げのない人々に呼びだされても大丈夫なように、学ランの下に『週刊少年ジャンプ』を防弾ベストのごとく仕込んで登校していたのだけれど、おれが入ることになった二年六組は、これはドッキリかなにかなのだろうかと逆に警戒してしまうくらいに和気あいあいとしていて、でも、それはドッキリでもなんでもなくて、おれは拍子抜けするくらいすんなりとクラスに受け入れられてしまった。

「ねえ、葉は山やまくんって、なんで『ジャンプ』、おなかのとこに入れてるの？」

　隣の席の吉よし川かわリナさんにいきなり問われ「自衛のために」と答えると「葉山くんっておもしろいね」と笑われた。ウケを狙ねらっていたわけではないのだけれど。

　吉川さんは生徒会書記をしているらしく、「わからないことがあったらなんでも訊いてね」と言ってくれた。めちゃくちゃいい人だ。メガネも知的な感じがしていい。

「読む？」

「ううん、読まないけど」

「だよね」

　まあ、そんなぬるっとした感じで、おれは新しい生活にも慣れていった。



　月曜日。今日は教室の掃除当番だった。

　机をさげ、ほうきで床をはき、ゴミを集める。

　掃除はつつがなく終了した。で、誰だれがゴミ箱に溜たまったゴミを集積場まで持ってくか、ジャンケンで決めますか、みたいな流れになった。

「あ、おれ帰宅部のエースだし、ゴミ捨ていっとくよ」

　そう申しでた。

　お、さすが帰宅部のエース、とみんなの評価もあがったようだった。

　ゴミ箱からゴミ袋に中身を移し、それを抱えて、おれはゴミの集積場へ向かった。たったそれだけの間にトラブルが生じるはずもない。事実なかった。ゴミ袋を担当の先生に渡して、中身の分別をチェックされ「はい、いいよ」と解放されたおれは、のど渇いたし、自販機にでも寄るかなと思った。自販機はＤ棟一階の食堂前に設置されている。

　Ｂ棟とＣ棟の一階をつなぐ渡り廊下のほうへ歩いていくと、見知った顔を見かけた。

　小走りでそいつのとこまで駆けよって、えいっと後頭部にチョップを落としてやる。

「よっ、久しぶり。元気か、由ゆ亜あ？」

　てこてこ歩いていた鳳ほう仙せん花か由亜は、頭を押さえて立ちどまり、むっとした顔で、おれのほうをふりかえった。由緒正しい家猫なのに、家に帰らず野良化してしまった、みたいな目をしている。明るい色をした極細の髪の毛は片側の高いとこだけくくられていた。前髪は短くて、赤ん坊みたいなおでこが覗のぞいている。

　由亜は同年代の女子よりも少し小柄で、ドクロのパッチがついたカーディガンを羽織っている。ニーソックスは右側だけが、てろーん、とたるんで、足首のあたりでちっちゃくなっていた。片手にはクラス日誌が握られている。

「死んでください」

　ふて腐れたような顔でおれを見つめながら、開口一番そう言った。

「相変わらず過激なことを言う」

「うるさいです。耳障りです。葉は山やま先輩は死んで蘇よみがえってもう一度死ねばいいと思います」

　由亜の暴言はいつもどおりだ。今さら気にしない。気にしないが、両方のほっぺたをぐにゃんと力いっぱいひっぱって、カレーパンマンみたいな顔にしてやる。

「ふぎゃ！」

「先輩を敬う気持ちというのを教えてやろう」

「はにゃしてくらはいっ！」

　由亜は手をばたばたさせ、それから「がうっ！」とおれの手に食いつこうとする。

「うおっ!?」

　食い千切られる前に慌てて手をひっこめた。

「あぶねえ」

「ちっ、惜しかったです」

「なんて凶暴なやつだ」

「葉は山やま先輩を敬うくらいでしたらヤエヤママダラゴキブリを飼うほうがマシです」

　それ、日本最大のゴキブリだよな。おれはゴキブリ以下なのか……。

　鳳ほう仙せん花か由ゆ亜あはおれの母の兄の娘、つまりおれのいとこだ。学年は一つ下になる。むかしは、おれのことを「いつきお兄ちゃん」などと呼んでいて、よく遊んだものだったけれど、おれが同じ学校にかようことになってからあいさつにいくと「葉山先輩」に変わっていた。まあ、べつになんでもいいけど。

「日誌持ってどこいくんだ？」

「なんでそんなこと葉山先輩に報告しなきゃいけないんですか？」

「しなきゃいけないってことはないけど」

「社会科室に担任がいるので提出しにいくのです。それは由亜が日直だからです。これで満足ですか、ゴキブリ野郎」

「……おまえなあ」

「なんですか？　不満なんですか？　由亜は葉山先輩のゴキブリ並みの生命力に敬意を表したのに」

「悪意しか感じなかった」

「それは葉山先輩の魂のステージが低いからです」

「おまえ、その毒舌、友達なくすぞ」

「平気です。葉山先輩にしか言いません」

「……安心して涙がでそうだ」

「それはなによりです」

　はあ、とおれはため息をついた。

　すぐ横を二人組の男子がとおりすぎていく。ちらちらと由亜を見ているのがわかった。由亜のほうは気にしている様子もない。見られ慣れているのだろう。

「ところで由亜、もう誰だれかに告られたりした？　ラブレターもらったりさ」

　興味本位で訊きいてみる。むかしから由亜はテレビにでてるアイドルなんかよりもよほど「アイドル」みたいな顔立ちをしていたので、男子からよく告白されていたものだ。高校というのは今までは接点のなかった複数の中学から生徒が集まるわけだし「高校入ったら彼女つくるんだ！」と息巻いている連中が由亜に一ひと目め惚ぼれをしたっておかしくはない。何人くらいをエクスカリバーで一刀両断にしたのか興味があった。

「ラブレター？　ああ、資源ゴミのことですね」

「ひどいことを言う」

「すべて丁重にお断りしました」

「ふーん。クラスに気になるやつとかいないのか？　部活とかでもさ。吹奏楽部に入ったんだろ？」

　音楽室のほうから吹奏楽部の音あわせが聞こえてくる。

　鳳ほう仙せん花かの家は音楽一家で、由ゆ亜あも小さいころからピアノやヴァイオリン、クラシックギターなどを習っていた。ピアノのコンクールでは賞をとったこともあった。

　中学に入ってからは、確か、吹奏楽部に入部してトロンボーンを吹いていたはずだ。

「クラスの男子はアホばかりです。あと、吹奏楽部には入りませんでした」

「え、そうなの？」

　それは知らなかった。てっきり由亜は吹奏楽部に入部したものと思いこんでいたので、少し驚いた。

「じゃあ、なんだ、合唱部とか？」

「いいえ」

「じゃあ、何部？」

「今は帰宅部です」

「まじで？」

「まじです」

　由亜はこくんと頷うなずく。話しながら由亜は右のニーソックスを上にひっぱった。ほんの少しの間、そこでとどまり、でも、しゅるしゅるとずり落ちていく。

「もったいないなあ。なんでまた？」

「べつになんでもいいじゃないですか、どうしてそんなこと葉は山やま先輩に報告しなくちゃいけないんですか。葉山先輩は由亜のストーカーですか？　電車の中で痴漢と間違われればいいのに」

「おまえはおれの人生の破滅を願っているのか」

「葉山先輩こそ、どこかに入部したんですか？」

　同じ学校にかようことになったとはいえ学年が違えば案外、校内では会わないものだ。一クラス四〇人で、各学年に八クラスもある。学校には約九六〇人も生徒がいるわけだ、そりゃ会わない。

　なので、お互いがどんな生活を送っているのか情報交換も満足にしていなかった。

「いや、おれも帰宅部」

「陸上部は入らないんですか？」

　おれは中学時代は陸上部に所属していた。前の高校でも少しの間だけ陸上部に在籍していた。残念ながら、いい思い出は数えるほどしかない。

「途中編入だから気まずいし、やめといた。集団行動、苦手だし」

「ふーん」

　由ゆ亜あは目を細めた。なにか言いたげに、ふにゃ、と唇を曲げる。

「まあ、葉は山やま先輩は、あ、いえ、ストーカーの葉山先輩は、家で気持ちの悪いポエムでも書いているのがお似合いですしね」

「今、なんで言い直した？　そして、おれはそんなキャラじゃない」

　すん、と由亜は鼻を鳴らし、猫の口みたいな微笑ほほえみを浮かべる。

「それじゃ由亜は急いでますので、これで」

「ああ、ひきとめて悪かったな。おじさんとおばさんによろしく」

　由亜は、へこっと頭をさげた。柔らかそうな髪の毛が空気を含んでふわっと揺れる。それから、てけてけと小走りで去っていった。

　さて、おれも自販機にいくかな、と思った。



　自販機は食堂の外にある。天気もいいし、列ができてるかもしれないと思ったけれど、ちょうど誰だれもいなかった。

　小銭を投入し、スポーツドリンクを選んでボタンを押した。がこん、という音がした。よっと腰をかがめて、缶をとりだす。というところで頭の上になにかが落ちてきた。

「ん？」

　なんだろう、と思って頭に落ちてきたそいつを手にとった。

　そいつは薄い布でできており、くしゃっとしていた。

　広げてみた。

　その瞬間、おれは凍りついた。

「な、なぜこんなものが……」

　おれはその薄い布のやつを掴つかみながら信じられない思いでいた。薄い布のやつというのは、女性の下腹部につける例のあれである。「パ」ではじまり「ツ」で終わる三文字のあれのことである。

　んなアホな、と思って空を見あげた。いや、べつにそこにパンツはいてない女子が立ってると思ったわけではない。そのへんを勘違いされては困る。

　その自販機はどういう効果を狙ねらっているためなのかは知らないけれど、ビニール製の小屋みたいなもので囲われており、屋根の部分がつきでてひさしのようになっていた。日よけのためなのだとしたらほぼ無意味でがんがん日差しを浴びている。

　そのひさしのところに――誰か乗っていた。

　けど、それが誰なのかを確認するひまはなかった。

「南な雲ぐもちゃん、今よ」

　そいつはそう言った。次の瞬間、背中にふやんっとした柔らかいものの感触が。

「うな？」

　上を向いていたので首は無防備だった。そこへなにかが巻きついていた。

「……ご、ごめんなさい」

　耳元で囁ささやくような声がした。

「は？」

　目の前がまっくらになった。



　　　　　◆◇◆◇◆



　目を覚ますとおれはイスに縛りつけられていた。腕はうしろへ回され、手首に手錠かなにかがはめられている。足首も同様に自由が奪われていた。

「なんだよ、これ」

　そこは見知らぬ部屋だった。薄暗くて、不衛生な感じがする。地下倉庫かなにかだろうか。なにに使うものなのかわからない不気味な機材や、マネキン人形が置いてある。左斜め前方にはテレビが設置されていた。

　からだを揺すってなんとか逃れようと試みる。しかし、イスは地面に固定されているらしく、がしゃがしゃ音がするだけで、ちっとも動けなかった。

「誰だれか！」と、おれは叫ぶ。「助けてくれ！」

　その瞬間、左斜め前方のテレビ画面が唐突に点灯した。

「なんだよ、これ……」

　画面には気味の悪い人形が映しだされていた。それには見覚えがあった。ちょっと前に流は行やったスプラッタ映画にでてくる人形と同じものだった。その人形がゆっくりと低い声で言った。

「はろー・いつき・はやま。あい・うおんと・とぅ・ぷれい・あ・げーむ」

「うわああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「うるさいわね！」

　ずびし。

「いて」

　額にでこぴんを食らった。と思う。おかげで目が覚めた。

「な、なんだ、夢だったのか。びびった。あやうく足の裏を羽根でこちょこちょされるところだった……って、あれ？」

　でこぴん（目が覚めたばかりで確証はないのだけど）を食らった額を撫なでようとしたところ、どういうわけか腕が持ちあがらなかった。悪夢から目覚めたはずなのに、おれの手はなおも自由ではなかった。なにやら縛られている。立ちあがろうとすれば、足も縛られていた。

「むだよ。ちょうど縛り終えたところだから」

　はっと顔をあげる。でこぴんが勘違いでなければ、それをはなった者がいるということになるわけだ。果たしてそこには――。

「七なな瀬せ甘あまるり……」

　同じクラスの七瀬甘るりの姿があった。

　長いさらさらの黒髪、意志の強そうな眉まゆ、ふくっとした形のいい唇、丸みをおびた柔らかそうな頬ほおと、それとは対照的につんととがったあご。パーカーを着ている。

　そして――《屋上前の彼女》である。

　実のところ、おれは七瀬と《屋上前の彼女》の符合にはすぐに気づいていた。

　登校初日、小こ波なみ先生に「突然だけど転校生です」と、紹介されたときのことだ。教卓の横に立って、「葉は山やま一いつ樹きです」とあいさつをしたところ、

「あーっ、あのときの！」

　突然、そういう声があがった。なんだよ、と思ってそちらを見やれば、そこに七瀬甘るりがいたわけだ。

「あっ、白いレースの！」

　おれは思わずそう口を滑らせてしまった。慌てて口を塞ふさいだが、ときすでに遅し。覆水盆にかえらず。

「――くっ、ぬ、変態！」

　べちこん、と、七瀬は机を叩たたいた。ざわざわと教室の中がざわついた。

「ちょ、待ってくれ。あれはおれのせいじゃないだろ」

「うるさい、この有害図書野郎！」

「な、こんな屈辱ははじめてだ！」

「あれー、七瀬さんと葉山くんはもう仲良しさんなの？」

　小波先生が首を傾かしげた。

「「違います！」」

　おれたちは声をシンクロさせて言った。

　などというやりとりは一切なく、小波先生に「突然だけど転校生です」と紹介され、「葉山一樹です。ヨコハマからきました。よろしくお願いします」だけで終わった。

　ただ、前に立つとクラスの全員が見渡せるわけで、そのときに「あれ、もしかしてあのときの女の子じゃ？」とは思った。でもそれだけで確認することもないまま、今日までこれといった言葉はかわさないできた。

　弱っているところを他人に見られるというのは、けっこうしんどいものだ。どういう理由かは知らないけど、あの日、七なな瀬せは泣いていた。それをおれは見てしまったわけで。

　おれだったら泣いてるところを見られるのはイヤだし、できればなかったことにしてほしいと思う。なので、そこのところは避けてきたのだ。べつに、おれがヘタレで、七瀬に声をかけられなかったとかではない。うん。

　それに、七瀬のほうではおれのことを覚えていないかもしれないと、なんとなく思っていた。

「これはいったい……ここはどこだ……？」

　おれはあたりをきょろきょろと見回した。一応、校内のようだけれど、通常教室とはつくりが少し異なっている。長机が積まれているのが見えた。天井にはプロジェクター機器が設置されている。

「ここは第二視聴覚室よ」

　七瀬はそう言った。

「第二視聴覚室？　なんでそんなとこに？　っていうか、おれ、なんで縛られてるの？」

「それはあたしと南な雲ぐもちゃんがきみをイスに縛ったからよ」

　とんでもないことをさらりとおっしゃる。

「アイ・ベッグ・ユア・パードゥン？」もう一度お願いします。

「だから、あたしと南雲ちゃんがきみをイスに縛ったからよ。なんで英語なのよ？」

「ナグモちゃんとは？」

「ほら、こっちこっち」

　ちょいちょい、と七瀬が手招きをする。おれの背後で人が動く気配があった。

　首をひねってその人物を確認する。

「ジェ、ジェイソン！」

　思わず声が大きくなった。すると、おれの声に驚いたみたいに、ジェイソンはびくんっとなった。心なしかうなだれるような格好で、そろそろ歩き、七瀬の隣に並んで立つ。

　普通の女子の制服姿で、白いベストを着ている。校則が緩いために、女子はリボンやタイでアレンジしていることも珍しくなく、ジェイソンは大きめなリボンをしていた。セミロングの髪の毛は明るめのブラウンで、くりくりふわふわとしていた。それを緩く左右に結わえている。ただ、顔につけているホッケーマスクだけが異様だった。小さい子みたいにスカートを握りしめてもじもじしてる。

「だ、誰だれ？」

「だから南雲ちゃんだってば」

　ジェイソンは小さく頭をさげた。毛先がちょんとはねる。

「……う、嬉うれし野の南雲です。二年一組です。えっと、よろしく」

　消え入りそうな声でジェイソンあらため嬉野さんは自己紹介した。

「はあ、これはどうもご丁寧に。えっと、葉は山やま一いつ樹きです。六組です」

　と、おれも頭をさげる。なんだろう、これは？

「あの、なぜ、マスクを？」

　さげた頭を戻しつつ訊たずねる。

「……あ、あんまり、み、見ないで」

　か細い声で嬉うれし野のさんは言うが、そんなマスクをかぶっていたら、逆に注目を浴びるんじゃないか、とおれは思った。

「はあ……まあいいや。あのさ、訊ききたいんだけど」

　おれは七なな瀬せのほうに視線を移した。

「なによ？」

「うまい言葉が見つからないんだけど、その、もしかして、おれ、二人に拉ら致ちとかされちゃったりなんかしたり？」

「南な雲ぐもちゃんのチョークスリーパーは国宝級だったわ」

　ホッケーマスクのせいで表情は見えないわけだけれど、嬉野さんは七瀬に褒められ、照れたような仕草をした。まったく謎なぞである。おれを気絶させたのは嬉野さんらしい。そういえば、気を失う寸前に聞こえた「……ご、ごめんなさい」って声は嬉野さんと似ていた気もする。

　まあ、それは重要ではない。重要なのは――。

「いったい、どんな目的で？　悪いけど、身代金目的の誘拐なら見当違いだぞ。うちは悲しいほどに金持ちじゃない」

「失礼ね、そんなんじゃないわ」

　七瀬はすべすべの眉み間けんにしわを寄せた。

「じゃあ、なにさ？」

　すると、七瀬はぶわっと右手をふりかぶり、しゅぴっと人差し指をおれにつきつけた。ちょうどおれの鼻に当たって、豚の鼻みたいにする。

「きみは選ばれたのだよ」

　ピンポンダッシュする勢いでふにふにしてくる。

「いったいなにに？」

　おれの問いかけに、七瀬は人差し指をさらにぐいぐいさせる。

「南雲ちゃん、ドラムロール、ぷりーず」

　そう言うと、嬉野さんが口で「どこどこどこどこどこどこ……じゃん」と言った。

「われらが《キャラメルアンデッド》の新メンバーに！」

　七瀬は自信満々に言い切った。あやしげな訪問販売みたいな文句じゃないか。

「《キャラメルアンデッド》って、なにそれ？　スターバックスの新メニュー？」

「ノープロブレム！」

「え、なにが？」

　会話が成立していない。だが、七なな瀬せは気にするふうでもなく、にぃ、と笑った。

「ちゃんとトラウマにしてあげるから」

　いやいやいや。

　次の瞬間、七瀬は、がばっとおれに覆おおいかぶさってきた。おれは腕も脚も縛られていて身動きがとれなかった。

　顔が異様に近い。ふくっとした唇に思わず目がいってしまう。七瀬の長い髪がおれの首筋に触れてくすぐったかった。

「な、なんだよ、顔ちか、って、うわっ！」

　七瀬はイスごとおれを一八〇度回転させたのだ。イスの脚が床とこすれて、ぎゅい、と耳障りな音を立てた。

「なにするんだ、いきなり」

　至近距離にまだ七瀬の顔があった。いい香りがする。

「言ったでしょ、トラウマにしてあげるって」

「すでに軽く心の傷になりかけてるんだけど」

　聞いているのかいないのか、七瀬はさらりと身を翻す。



    

  
    
      



    

  
    
      　すると、今まで七なな瀬せの背に隠れて見えていなかったドラムセットの存在に気づいた。年代ものというか、ずいぶん、古いドラムセットだ。ガムテープなどであちこち補強されている。そこへ、嬉うれし野のさんが腰かけた。両手にはドラムスティックを携えている。

　なにがはじまろうとしているのか、おれにはわからなかった。

　七瀬はスタンドに立てかけてあったギターを手にとると、肩からさげた。さっと、こちらに向き直り、長い髪をうしろに払いながら、マイクの前に立つ。唇には笑みが浮かんでいた。

「なんなんだよ？」

　七瀬は一度うしろをふりかえり、嬉野さんと頷うなずきあった。嬉野さんはドラムスティックを掲げて、「かん・かん・かん・かん」と四つカウントをとった。

　七瀬がギターを奏でながらうたいはじめる。それは嵐あらしの前の静けさとでも言うような、そんなうたいだしだった。嬉野さんもコーラスパートをかぶせる。二人の声がきれいなハーモニーを生みだす。

　小さく刻まれるシンバルの音。

　そして――。

　機関銃の一斉射撃のようなドラムの音がおれのからだを貫いた。

　女の子が叩たたいているとはとても思えなかった。

　それを合図に七瀬が飛んだ。

　パーカーのフード、スカート、長い髪、みんなはねる。

　マイクで増幅される甘い声。

　窓を割るようなギターの音。

　あの日の再現だ。

　でも、七瀬は今は泣いていない。今の七瀬は勇ましい。

　たった二人きりなのに、生みだされる音楽は重厚だった。

　言葉どおりに音が楽しい。

　ギターの音が伸びて、そして二人の演奏は終わった。

　次には静寂が訪れる。

「どうだった？」

　マイクを使って七瀬は言った。声が室内を満たす。

「……うまいもんだなと思ったよ」

「なによ、それだけ？」

　いくらか不満げに七瀬は唇を曲げる。

「なんかほら、ギターの、コードっていうの？　押さえる手が『まことちゃん』のグワシみたいだなって思った。指つりそう」

「もっと、こうあるでしょ？　メロディがいいとか、ドラムの音が強烈とか、言葉にならないけどドキドキしたとか」

「あ、言葉にならないけどドキドキしたよ」

「ふざけんなっ！」

「いや、ほんと、うまいと思ったよ。プロみたいだった。ただ、おれ、あんまり音楽詳しくなくて。今のなんて曲？」

「Green Dayグリーン・デイの『Basket Caseバスケツト・ケース』！」

　グリーン・デイ？　緑の日？　謎なぞだと思った。

「いいものを聴かせてもらった。感動したよ。じゃあ、そろそろ帰ろうかな。うん、練習の邪魔しちゃ悪いし」

「えいっ」

　七なな瀬せは足でイスを蹴けった。おれは縛りつけられていて身動きもとれず、従って一緒に床に倒された。

「いって、なにするんだよーっ」

「ここから簡単に逃げられると思ってるの？」

　それ、悪役のセリフじゃないか。

「いったい、なにがしたいんだ？」

「きみ、どっかの部活に所属してる？」

「してないけど」

「ナイス」

　七瀬は指をぱちんっと鳴らした。

「なにが？」

「今、この歴史ある軽音楽部に最大の危機が迫っているのです。廃部という危機が！」

「それは残念だ」

「もっと残念そうに言いなさいよ」

「《キャラメルアンデッド》っていうのが軽音楽部の名前なの？」

「部内のバンド名よ。今月中に最低部員数四人を確保して、かつ実質的な活動をしていなければ、軽音楽部は廃部になっちゃうのよ！」

「今、何人いるわけ？」

「二人」

　七瀬と嬉うれし野のさんの二人らしい。

「ふーん、じゃあ、あと二人、見つかるといいね」

「一人は見つけた」

「おれのことじゃないよね？」

　むふふ、と笑い、七なな瀬せはその場でスカートを折ってしゃがんだ。膝ひざ小こ僧ぞうとふくらはぎとふとももが近い。七瀬は手にケータイを持っている。ディスプレイ側をおれに向けてつきだした。

「これ、なーんだ？」

「いや、近すぎてなにも見えないけど」

「これ、ばらまかれたら、大変なことになるんじゃないかしら？」

　おれはなんとか頭を引いて、七瀬のケータイの画面を見た。

「なっ!?」

　そこには恐ろしいものが映っていた。薄い布のやつを手にしたおれの写真だった。

「よく撮れてるでしょ？　まるで誰だれかさんが女子の下着に対して特殊な思い入れのある人に見えるわね。見ようによっては下着泥棒をしているようにも見えるわ。ああ、この写真が一斉送信されてしまったら、この写真の誰かさんはどうなってしまうのかしら？」

「おい、それ、シャレにならないだろ」

　七瀬は満面の笑みを浮かべている。そこだけ切りとれば、マリアさまのような微笑ほほえみである。やっていることはえげつないけど。

「大丈夫よ、きみがこれに名前を記入してさえくれれば、この写真が世にでまわることはないわ。たぶん」

　七瀬は部活の入部届の紙をとりだして言った。

「なんで、たぶんなんだよ」

「つい魔が差して、ってことがないともかぎらないし」

「……なあ、ここまでおれはかなり冷静な対応を心掛けてきたつもりだけれども、そろそろ本気で怒ってもいいだろうか？」

「逆ギレとかありえない」

「逆じゃねえ！」

　強く言うと、嬉うれし野のさんが、びくんっ、と反応してしまう。あわあわと手を彷徨さまよわせ、怯おびえたようにカーテンに隠れてしまった。

「ちょっと、南な雲ぐもちゃんを怖がらせないでちょうだい」

「くっ……なんかおれが悪いみたいになってる」

　しかし罪悪感はちょっとあった。嬉野さんがカーテンの隙すき間まからこちらを覗のぞいている。

「これは脅迫だぞ」

「法の網をかいくぐっているから平気よ」

「ぜったい、かいくぐれていないしね！」

　七瀬は余裕の笑みを崩さない。

「ほら、どうするのよ？」

「う……そもそも、どうしておれなんだ？　おれ、楽器とか弾ひけないよ？」

「それはきみが罠わなにかかったからよ」

「罠？」

「自動販売機に一人でやってくるお間抜けさんをあたしたちは待っていたの」

「飛んで火にいる夏のおれ」

　今はまだ夏って感じでもないけど。

「そういうことね。でも、きみはそうなる運命にあったのかもしれないわ」

「といいますと？」

「きみ、いまどき珍しくアナログ時計してるじゃない？」

「珍しくもないと思うけど。普通だよ」

「でも、みんなケータイ持ってるから、わざわざ時計しないって子は多いはずよ」

「まあ、言われてみれば。で、それがなに？」

「今日のおうし座のラッキーアイテムは、そのものずばり、アナログ時計なのよ！」

　七なな瀬せは自分の左腕に巻いている時計をガッツポーズするみたいな仕草をしておれに見せつけた。

「悪いけど、星座占いとか信じてないんだ」

　血液型占いも動物占いもそうだ。

「きみはなに座？」

「やぎ座」

「あー、やっぱり」

「なぜ？」

「ビリだったから」

　釈然としない。

「べつに楽器ができないとかはどうでもいいわ。あとから覚えればいいもの。きみ、ボーカルになりなさいよ。ほら、いきなりバンドの中心よ？　破格の待遇と言っても過言ではないわ」

　七瀬はいきなりそんなことを言った。おれは焦った。

「そ、それは無理だ」

　バンドのボーカルなんてぜったいに無理だ。とんでもない。

「どうしてよ？　写真ばらまかれてもいいわけ？」

「うっ……」

　ここは恥を忍んで言ってしまうか？　うん、そうだな。真実を告げて、きちんとさせておいたほうがよさそうだ。そう判断して、深呼吸をする。それから言った。

「おれ、音痴なんだ」

　おれの告白でその場が凍りついたように静まった。七なな瀬せはまだ笑顔のままで首をゆっくりと傾かしげる。長い髪がさら～り、と肩からこぼれ落ちた。

「今、なんて？」

「だからさ、おれ、音痴なんだよ。バンドのボーカルとか無理だって。楽器も弾ひけない、歌もうたえない。な？　おれを勧誘する意味なんてないって。今月中にあと二人見つけないといけないなら、ほかの生徒にかけあったほうが効率いいって」

　七瀬が笑みを崩す。両手を使って「Ｔ」をつくった。

「ちょっとタイム。作戦会議開く」

　七瀬は立ちあがり、嬉うれし野のさんはカーテンの隙すき間まからでてきた。二人で顔を寄せあい、作戦会議とやらをはじめた。捕まえた相手が音痴かもしれないとは考えなかったのか？

「作戦もなにもおれを解放してくれればいいだけだと思うんだけど」

「黙ってて！　口を挟んだら、洗濯バサミで口を挟んでやるから！」

　二人がなにを話しているのかおれのところからではよくわからない。ただ、七瀬も嬉野さんもスカートが短く、そしておれは寝転がっているので、さっきからすごくきわどい。二人とも、もっと気をつかってくれ。

　少しして七瀬と嬉野さんは左右から掴つかんで、おれのイスをもとに戻してくれた。

「助かった……」

　と思ったのも束つかの間まのことだった。

「きみ、ちょっとうたってみなさいよ」

「は？　そんなのイヤだよ」

「きみに口答えする権利なんてないわ」

「おれに対するなんの権限があるんだ」

「いいからうたいなさい」

　七瀬はにゅっと手を伸ばし、おれの頬ほおをぎゅっと押おし潰つぶした。

「アッチョンブリケ」などと言う。

「ほれはふはへはひこれじやうたえない」

　びっと七瀬が手をはなす。

「うたって」

　そう告げた七瀬の目は、存外、真面目まじめで、おれはどうにも居心地が悪かった。嬉野さんのほうを見やる。が、ホッケーマスクに隠れてどんな表情をしているのかもわからない。

「無理」

「写真」

「う……ど、どうしても？」

　七瀬はこくんと頷うなずいた。耳にかかっていた髪が緩やかにこぼれる。

「おまえ、それ、脅迫だぞ」

「バレなきゃ犯罪じゃないわ」

　完全に犯罪者の思考だ。

「なんの歌をうたえば……？」

「なんでもいいわ。好きな歌は？」

　とっさにそんなことを言われても思い浮かばない。そもそも、そんなに音楽を聴くほうではないのだ。しばし考える。

「えっと、じゃあ、『夜空ノムコウ』とか」

　最新の曲ではないけれど、なんとなく思い浮かんだ。むかし、音楽の時間にうたった記憶がある。

「それでいいわ。好きなタイミングでうたって。ただし、わざとへたにうたったりしたらきみのこと因数分解するから」

　んんっ、と咳せき払ばらいをする。顔が熱くなる。むかしから音楽の授業は嫌いだったし、中学校のときにあった合唱祭のときは朝、学校に爆破予告でもして中止にしてやろうかと思ったくらいだった。音痴の人間を笑う、おそるべきイベントだ、合唱祭なんて。

「えっと、じゃあ、僭せん越えつながら……」

　うつむき、かすれる声を絞りながら、おれはうたった。

　静かな部屋の中で、おれの間抜けな歌声が響く。わざとへたにうたう必要などない。精一杯真面目まじめにうたって、音痴なのだ。

　どうせなら途中で「もういい」と中断してほしかった。

　でも、七なな瀬せも嬉うれし野のさんも、なにも言わなかった。

　仕方なく、自分から途中でやめた。

「ほら、わかっただろ？」

「どうして途中でやめたの？」

　七瀬は「１÷３×３」の答えが「１」なのか「0,9999…」なのかを見極めるような顔でおれを見つめる。どことなく怒っているようにも見える。

「いや、笑っちゃうくらいへただったろ？」

「真剣にうたってる人の歌を笑ったりしないわよ」

　七瀬はそう言った。

「ま、でもわかったわ」

　おれは、ほっと息をつく。

「わかってくれたならいいよ。へたなりにうたったかいがあるってもんだ」

　もうこれで四年間分くらいうたった。次は四年後でいい。

「問題なしね」

「問題なしだ……………………ん、今なんて？」

「問題ないわ。ちょっとエミネムに似てたし。うん、悪くない声ね」

　うんうん、と、嬉うれし野のさんも頷うなずいている。かぽかぽとマスクが動く。

「ちょ、待てよ。いくら入部希望者がいないからって」

「だいじょーぶっ！」

　おれの言葉を遮って七なな瀬せは言った。

「その音痴、あたしが治療してあげる！」

「は？」

　これはなんの冗談だ、と、おれは思った。それと、おれの買ったスポーツドリンクは、どうしてしまったのだろうか、と。



    

  
    
      

２章　「ここは女子トイレです」



　おれがかよっていた中学校では年に一回、合唱祭なる催し物が開かれていた。これはクラスの中でつつましく生活していた音痴を炙あぶりだし、その者を大勢の前で笑いものにするという、魔女裁判にも似た非人道的なイベントであった。

　当然、おれには苦痛以外のなにものでもなかった。音楽の授業のみならず、朝や帰りのホームルームでも練習が義務づけられ、ららら、るるる、とうたうのである。

　目立たぬように口パクでごまかしていると「葉は山やまくんちゃんとうたってください！」などと余計なことを言う輩やからがでてくる。仕方がなくボリュームをあげたらあげたで「真面目まじめにうたってください！」と叱しかられる。失礼極まりない。こちらは大おお真面目まじめなのだ。

　そんなおれがバンドのボーカル？

　寝言は寝て言え。



　午前中の授業が終了して、昼休みがはじまる。

「一いつ樹き、昼めし、学食？」

　クラスメイトの高たか梨なし洋よう平へいが言った。細面で、脱色した髪をワックスで散らしている。軟式テニス部所属。この二カ月弱の間に、おれにも一応友達はできているわけだ。洋よう平へいとはまんがの趣味があい、すぐに仲良くなった。軟式テニス部に入部しないかと誘われもしたけれど、それは断った。

「その予定」

「んじゃ、一緒にいこうぜ」

「おけ」

　と、返事したタイミングで、おれのケータイが震えた。誰だれからだろと思って、ポケットからとりだして確認する。

『第二視聴覚室に集合！』

　本文にそうあり、ご丁寧にも画像が添付されていた。おれは思わず固まる。

「なに、どした？」

　洋平が訝いぶかしげに訊たずねる。

「呪のろいのメールが届いた。おれの命ももう長くない」

「はあ？」

　添付されていたのは、薄い布のやつを持ったおれの写真である。昨日、無理やりメアド交換されたが、いきなりこんな脅しに使われるとは思っていなかった。おれは恨めしげに七なな瀬せを見た。席を立った七瀬がふふんと笑っている。



「ひとまず仮入部ってことにしましょう」

　七瀬はあのあとそう言った。あのあと、というのはつまり、おれがもごもごうたったあと、ということである。

「仮入部？」

「なんの心の準備もないきみに、いきなりボーカルやれってのは荷が重すぎたと思うわ」

「はあ……」

「だからこうしましょう」

　七瀬はぱちんと手をあわせた。

「あたしたちがきみの音痴、ぎったんぎったんに直してあげる」

「ぎったんぎったん？」

「でろでろのずるずるのぐちゃぐちゃ」

　それ、おれ、死んじゃったりしない？

「で、直ったら、晴れてうちのボーカルになってもらうから」

「ちょっと待て。おれはべつに音痴を直してほしいわけじゃ」

「ごちゃごちゃうるさいわね。武士に二言はない、でしょ？」

「おれは武士じゃない。そしておれから頼んだわけでもない」

「あっそ。じゃ、写真、公表されても構わないと。残念だわ」

「く……もっと残念そうに言えよ」

　などというやりとりの末に、おれは軽音楽部に仮入部することとなった。ボーカル見習いである。気が重い。



　で、まったく不本意ながら第二視聴覚室にいる。洋よう平へいには「すまん」と断りを入れた。

　おれと七なな瀬せが到着したときにはすでに嬉うれし野のさんもきていた。今日もホッケーマスクをかぶっている。それ以外の部分、つまりはリボンや白いベストが普通すぎて、余計にホッケーマスクという部位が気になる。

　七瀬と嬉野さんは机をくっつけて弁当箱を広げた。二人とも、ザ・女の子という感じのきれいなお弁当である。しかもやけに小さい。京きよう極ごく夏なつ彦ひこの文庫版『魍もう魎りようの匣はこ』くらいのサイズだ。そんなんで生きていけるのか、とおれは疑問に思った。

「ほら、きみも座んなさいよ」

「あのさ、おれ、昼休みにも練習するなんて思ってなくて弁当持ってきてないんだけど」

「準備悪いわね」

　七瀬は顔を歪ゆがめた。

「ほら、少しわけてあげるわ」

　そう言って七瀬はカバンの中をごそごそやって、なにやら箱をとりだした。

「なにそれ？」

「きのこの山」

　お菓子じゃん。

「手、だして」

　七瀬は箱の中からぴっと一つつまみあげ、おれの手の上にぽとっと落とす。また箱の中に戻り、中身をかきわけ、ぴっとつまみ、ぽとっと落とす。

　おれは手の平にのせられていくそれらをまじまじと見つめた。

「これはなんだ？」

「だから、きのこの山だって。見ればわかるでしょ」

「きのこの山というのは、チョコレートがきのこの傘を模していなかっただろうか？」

　それは記憶と一致しない形状をしている。おれの手にのっているものにはなぜか傘の部分が存在しない。カシューナッツみたいな形をしている。

「チョコの部分はあたしが食べたから。それは柄だね」

「柄」

「ビスケットでできてるわ」

「あ、そう」

「遠慮しなくていいわよ」

　ぽりぽりとビスケットをかじりながら「ありがとう」と言った。これ、ひょっとすると間接キスなんじゃないかと一瞬だけ思ったけれど、なんかちょっと違うなと思い直した。おれの思っている間接キス的なドキドキがない。むしろがっかりイベントだった。

「……あ、あの、よければ、これも」

　嬉うれし野のさんが、すすす、と袋を差しだした。学校から歩いて一分くらいのところにある、ヨコ高生御ご用よう達たしのパン屋「黒ばらパン」の菓子パンであった。一番人気の「エンゼル」だ。細長くて、黄色くて、中にクリームが入っている。

「え、いいの？」

　こくんと嬉野さんは頷うなずいた。くりくり、ふわふわの髪がぴょんとはねる。

「代金払うよ。いくらだっけ？」

「……い、いいよ、べつに」

　顔の前で、というかマスクの前で、ぶんぶんと手をふる。

「いや、でも悪いし」

「……これは、その、袖そでの下だから！」

「袖の下」

　まさかの。

「……ほ、ほかにもお菓子あるし。じゃがりことか」

　言いながら嬉野さんはうつむく。ホッケーマスクに影が落ちた。なんだかよくわからない子だな。

　おれは渡された「エンゼル」を見つめる。袖の下、すなわちワイロ。ここで意味するところのワイロとはなんだろうか。食べたら問答無用で部活に入れ、とかそんなところだろうか。なんか急に食べちゃいけないものに見えてきた。

「ま、まあ、ありがたくいただきます」

　どうでもいいけど、女子はお菓子があるから弁当箱は『魍もう魎りようの匣はこ』サイズで大丈夫なのだな、と思った。

　あと、これもどうでもいいことかもしれないけど、個人的には気になっていたことがある。嬉野さんもさすがに食事どきにはホッケーマスクをとるのだろうと思っていた。ところがどっこい（これ死語かな）、嬉野さんはマスクの下のところをちょいとずらすだけで、マスクはとらずに器用にプチトマトを口の中にほうっていた。徹底している。マスクの隙すき間まからストローをくわえて、ちゅるちゅる、とジュースをすする。

　ふと、おれの視線に気づき、

「……は、はわ、み、見ないでくらはひっ」

　そう言った。最後のほうは舌を噛かんだらしくて、「くふ」とうなりながらマスクをぎゅっと押さえていた。肩がぷるぷる震えていた。

　なんだかすごく悪いことをしてしまった気になった。



「さて、お昼の時間は短いし、お遊びはここまでよ」

　ふにふにと卵焼きを咀そ嚼しやくしながら七なな瀬せは言う。

　べつに遊んでないし、とおれは思ったけど、言わないでおいた。

　七瀬はフォークをくわえたまま、やおら立ちあがり、部屋のすみっこにある機械をいじりはじめる。それを見て嬉うれし野のさんも立ちあがり、黒板の上あたりにまるめられているスクリーンをひっかけ棒を使って、ちょっと背伸びもして、しゅるしゅると伸ばした。手伝おうかなとも思ったけど、することもなかった。七瀬はリモコンを手にして戻ってきた。

「なにするの？」

　おれは嬉野さんからもらった「エンゼル」を頬ほお張ばりながら訊たずねる。

「これからＤＶＤを見ます」

「ＤＶＤ？　なんの？」

「あたしが最も敬愛するバンドのライブ映像」

「昨日の緑の日のやつ？」

「グリーン・デイも最高だけど、これから見せるバンドはもっと古いもので、グリーン・デイも影響を受けた元祖パンクバンドよ。グリーン・デイのご先祖さまってとこね」

「ふーん。よくわからないけど、なんてバンド？」

「ラモーンズ」

「聞いたことない」

　七瀬はむっとした顔になる。おれの受け答えが気に入らなかったようだ。でも、知らないものは知らないのだ。仕方がないではないか。

「ラモーンズに影響を受けていないロックバンドなんていないってくらい偉大なロックバンドよ」

「へえ」

　それはさぞやすごいバンドなんだろうな、とおれは思った。ビートルズとかストーンズみたいなものだろう、と。どっちも名前しか知らないんだけど。何年経たっても色あせることのない音楽と、洗練されたルックスを想像する。ふむ、カッコよさそうだ。

「ぽちっとな」

　七瀬はリモコンの再生ボタンを押した。

　そしておれは自分の目を疑うこととなった。

「……え？」

　ごしごし目をこすってからスクリーンを見直す。

　しかし、なにが変わるでもなかった。

　そこにはなんとも冴さえない四人組の男が映っていた。黒い革ジャンに安っぽいぴたぴたのブルージーンズ、汚いスニーカーをはいている。きのこの山のチョコのところみたいなもさっとした頭をしていた。彼らはこぶしをつきあげ「へいっ・ほー・れっつごー」と、とくに意味をなさない雄お叫たけびをあげる。

　このＤＶＤはなにかの間違いなのではないかと七なな瀬せのほうを見たのだけれど、

「「へいっ・ほー・れっつごー」」

　すぐ隣で七瀬と嬉うれし野のさんもこぶしをふりあげ、声をあわせていたので、びびった。

「……な、なあ、これカッコいいのか？」

　おそるおそる訊たずねてみる。

「めちゃくちゃ！」

　七瀬は言い切った。頬ほおをほんのりと染めている。

「まじで？」

　嬉野さんに目をやれば、彼女もこくんと頷うなずいた。

「……かわいい」

　最近の女子高生の感覚ってわからない……。

　素人のおれから見てもお世辞にもうまくない歌と演奏だ。ちっともカッコよくない。っていうかむしろカッコ悪いだろ。かわいくもない。おれの感覚は正常なはずだ。

　曲はあっという間に終わった。ぴっ、と七瀬は停止ボタンを押す。得るところはなにもないように思われた。

「これを見て、おれはどうすれば？」

　七瀬はおれに向き直る。ぐいと顔を寄せてきて、視力検査の「Ｃ」を見るような目でおれを見た。

「どう思った？」

「どうと言われましても」

「歌うまかったと思う？」

「……いいや、ぜんぜん」

　ずいぶんひいきのバンドのようだし、もしかしたら七瀬は怒りだすかなとも思ったけれど、正直に答えておいた。実際、ちっともうまくなかった。

「そう、へたなのよ！」

　七瀬は握りこぶしをつくる。よかった、そこは共通認識らしい。

「でも、このへたさは耳障りではなかったでしょ？」

「ま、まあ、そうかもしれない」

　言われてみればそんな気もしてくるから不思議だ。

「どちらかというと愛いとおしいでしょ？」

「そ、そう感じないこともない」

　七なな瀬せはぱっとひまわりみたいな笑顔になる。

「つまりそういうことよ」

「どういうことだろう？」

「音程どおりにうたえることが必ずしも正解とはかぎらないってこと」

「はあ……」

　わかったような、わからなかったような感じ。

「じゃ、昼休みも短いし、さくさくはじめますか」

　いつの間にか弁当を食べ終わった七瀬は立ちあがる。なにをするのかと思ったら、部屋の片隅からぼろっちいキーボードを持ってきた。

　この第二視聴覚室には常時、ドラムセットが設置されている。部屋のすみには長机とともに、使えるのか使えないのかわからないような楽器が無秩序に置かれていた。

　嬉うれし野のさんもかしゅっと弁当箱のふたをしめ、立ちあがる。七瀬はさっきまで弁当箱を広げていた机の上にキーボードをのせた。ふうっと息をふきかけるとほこりが舞った。「ふえっ、くちゅん、くちゅん、あーういーっ」と、七瀬はおっさんみたいなくしゃみをした。

　嬉野さんが延長コードをひっぱってきて電源を確保する。七瀬はずびずびと鼻をかみ、キーボードの前に座る。パーカーの袖そでをまくりあげ、わきわきと指を動かし、それから、驚くほど器用に『スター・ウォーズ』のテーマソングを弾ひいた。

「うん、平気そうね」

　頷うなずいて、おれを見る。

「さてと。ほんじゃ、軽くうたってもらおうかしら」

「え、うたうの？　いきなり？」

「うたわずに、どう音痴を直すつもりなのよ？」

「あ、いや、もっとこう基礎訓練的な？　発声練習とか？」

「そういうのやりたいわけ？」

「……そうじゃないけど」

　というか、そもそもおれはうたいたくないのだけど。

「じゃ、いいじゃん。昨日とは違う歌がいいな」

「……あ、甘あまるりちゃん」

　と、嬉野さんが胸の前で小さく手をあげた。

「……こ、これなんてどうかな？」

　この教室のどこかに埋もれていたらしい楽譜をとりだす。日に当たっていたのだろうか下半分が茶色く変色している。七瀬がそれを覗のぞきこんだので、おれも真ま似ねした。

「『カントリー・ロード』ね。うーん」

　言っておれを見あげてくる。

「知ってる？」

「『耳をすませば』のやつ？」

「そう」

「むかし、あの映画を家族で見ていて、口から火をふきそうなほど恥ずかしくなったことがある」

「ハバネロでも食べたみたいな言い草ね」

「あの衝撃のラストは、それに匹敵する」

「青春の甘しょっぱい思い出ってやつね」

　なんかしょう油味っぽい思い出だな。

　嬉うれし野のさんが「……ど、どうぞ」と言って歌詞入りの楽譜を手渡してくれた。受けとるとき、ちょびっと指が触れあった。

　すると、その瞬間、静電気でびりっとなったかのように嬉野さんは「うひゃあ」と言って、大げさに手をひっこめた。でも、すぐに頭をさげる。

「……ご、ごめんなさい」

「あ、いや、べつに……」

　むしろ、こっちが悪いことをしてしまった気になるんだけど。

「あたしが合図するから、そしたらうたって。あ、伴奏じゃなくてこっち弾ひくから」

　七なな瀬せは『カントリー・ロード』をいとも簡単に弾いた。歌のパートと同じメロディだ。

「これと同じ音程でうたってみてよ」

「音程どおりにうたえることが正解じゃないんじゃないのか？」

「ふん、パンクなこと言うじゃない」

　七瀬は豊かな髪をぱさっと払う。窓から差しこむ五月の日差しに照らされて、七瀬の黒髪が、今だけこげ茶色に見える。

「基準は必要なの。ほら、立って」

「え、もう？」

　おれは慌てて立ちあがり、咳せきばらいをした。深呼吸もした。二人がおれを見ている。たった二人とはいえ、人前でうたうのは恥ずかしい。顔がまた熱くなってくる。

「いち、にっ、さん、はい」

　七瀬に促され、歌詞を見ながら、おれはうたいはじめる。

　途中で何度か声が震えた。のどだって自分のからだの一部なのに、思いどおりにならなくて、もどかしい。慣れてないから何度かつまずいた。

　でも今日は最後までうたった。昨日、途中でうたうのをやめたとき、七瀬が怒っているように見えたからだ。

　七なな瀬せはおれがつっかえても、そこで中断せずに、キーボードの演奏を少し遅くしておれにあわせた。途中から嬉うれし野のさんはタンバリンを叩たたいていた。

　歌、終了。

「月つき島しま雫しずくちゃんみたいに顔を赤くしてたところが、まあ好感度高かったわよ」

「……う、く、屈辱」

「なによ、褒めてるのに」

「褒められてる気がしない」

「ふん、でも、今のでわかったわ」

「……なにが？」

　恥ずかしさをごまかすために頭をがりがりかきながら訊たずねた。

　すると七瀬はさらりとこう答えた。

「たぶん、きみ、そんなに音痴じゃないわよ？」

　おれは頭をかく手をとめて七瀬の顔をじっと見つめかえす。七瀬はよく見ると長いな、というまつ毛をしぱしぱさせた。

「なによ、その目？　目薬の中身をタバスコに入れかえるわよ」

　凶悪なトラップだな、それ。いや、それはどうでもよくて。

「慰めのつもりなのか、それともただおれを軽音楽部にひきとめたいがためのうそなのかは知らないけど、おれは音痴を自覚してるし、周りの連中もおれが音痴だと思ってる。『そんなに音痴じゃない』なんてことはない」

　七瀬はふんと小鼻を鳴らして腕組みをした。

「あたしが黒と言ったら、虹にじ色いろも黒なのよ」

「まあ、絵具なら混ぜれば黒だよな」

「きみ、ちょっと服脱いでみて」

「…………脈絡なく、なに言ってるんだ？」

　おれは身をひいた。

「脈絡ならあるわよ。きみのからだを見せてほしいの」

「年とし頃ごろの娘さんがそんなこと言うなよ」

「はあ？　きみこそなに言ってるわけ？　きみの脳みそ賞味期限切れてるんじゃない？」

「バタリアンか！」

　脳みそを食べる古いゾンビ映画のタイトルをおれは叫んでいた。

「ふん、《キャラメルアンデッド》よ」

「わけがわからない」

「いいから脱ぎなって。なんならひんむくわよ」

　ひんむかれてはたまらないので自分からワイシャツを脱いだ。女子二人にじっと見られながらワイシャツを脱ぐというのは、言葉にしにくい恐怖と羞しゆう恥ちがある。

「上だけでいい？」

「下も脱ぎだしたら、大きな声で『痴漢です』と叫ぶわ」

　あぶないところだった。

「いったい、なんなんだよ？」

「普通に立ってて。息はしててもいいけどしゃべらないで」

　七なな瀬せは実験用のネズミでも見るように目を細めて、おれのからだを凝視する。嬉うれし野のさんは……よくわからん。

「あ、あの……恥ずかしいんですけど」

「次に勝手にしゃべったら容赦なく撃つから」

　え、銃を隠し持ってるわけ？

　七瀬はおれの目の前に立つ。ドキリとした。髪からいい香りがする。七瀬はにゅいと手を伸ばし、おれの腹部をさわさわと撫なでた。

　なでなで、なでなで。

　くすぐったくて思わず腹筋に、ぐっ、と力が入ってしまう。

「あ、硬い」

　吐息まじりにそんなことを言わんでくれ。

「ぴくぴくしてる。われめがすごい」

「ちょ、ちょちょちょ、たんま」

　からだをよじって逃げる。

「なによ？」

　七瀬は不満そうに眉まゆを寄せた。

「なによ、じゃないし。左右いこと言うな」

「さゆうい？」

「『左右』という漢字の中には『エロ』という二文字が含まれている。年とし頃ごろの娘さんに使うときは配慮して、左右いと言うよう心がけている」

「きみってバカなの？」

　排水溝にこびりついたぬめぬめでも見るような目で見られた。

「と、とにかく、触り方がなんかいかがわしかったし、軽く貞操の危機を感じた」

「腹式呼吸かどうかをチェックしてたの」

「ふくしきこきゅう？」

「呼吸法には腹式呼吸と、胸式呼吸の二つがあるわけ」

　二つ、とおれの目を潰つぶすみたいにピースサインをつきだしてくる。

「なんか聞いたことある」

「胸式呼吸の場合、おなかに手を置いても反応がないんだけど、腹式呼吸は筋肉を使って横隔膜を動かして呼吸してるから、おなかに手を置くと押しかえされるってわけ。覚えてほしいのは腹式呼吸のほうね。ちょっと息吸って」

　言われたとおりに息を吸いこむ。

「吐いて」

　ふひゅう、と息を吐きだす。

「うん、できてるできてる。悪くないわよ。一般的に、男子は腹式呼吸が多くて、女子は胸式呼吸になりがちなのよね。あと胸式呼吸は緊張時にも陥りやすいから気をつけて。実際、きみ、うたってるときガチムチだし」

　ガチムチは微妙に違う。

「人前でうたうのって恥ずかしいじゃん」

「恥ずかしい顔してるくせになにを今さら」

「深く傷ついた。もう生きていけない」

「ちなみに腹式呼吸のほうが痩やせます」

「ふーん」

「っていうか、きみ、おなかに肉ついてないのね。なんかむかつくわ」

　七なな瀬せはぎゅっと皮をひっぱってくる。

「や、やめれ」

　男子はこれくらいが普通だよ。

　ふと見ると、嬉うれし野のさんはベストの上から、どこか切なげにおなかをさわさわと撫なでていた。実はちょっと前からそうじゃないかなと密ひそかに思っていたのだけど、嬉野さんは胸が大きい。白いベストで隠れているけれど、かなりグラマーだ。などと考えてしまっていることを悟られないよう平静を装う。

「お菓子、控えればいいんじゃないかな？」

　二人ともカバンの中にたくさんお菓子入れてるみたいだったし、お菓子を減らせばすぐに減量できると思った。まあそもそも、減量が必要なほどとも思えないけども。

「は？　あたしに婦餓死ふがししろと？」

「ふ菓子？」

「女子からお菓子をとったら死んでしまうのよ！」

「ふ菓子？」

「いい度胸じゃない。その乳首、アポロチョコみたいにむしりとってやるわ」

　恐ろしさのあまり、おれは腕をクロスさせて胸を隠した。というところで、昼休みが終わるチャイムが鳴った。ギリ助かった。



　　　　　◆◇◆◇◆



　本日火曜日、最後の授業は小こ波なみ先生の英語だった。授業の終了からそのままホームルームに突入し、そのホームルームも無事終了。

「気をつけて帰ってくださいねー」

　小波先生のおでこは相変わらず、つるつるのぴかぴかである。

　さて。

　七なな瀬せのほうをふりかえってみる。が、七瀬は自分の席にはついていなかった。どこいったのだろう、と見回すと、いつの間にか小波先生と話をしていた。これはラッキーだなと思った。捕まる前に帰ってしまおう。そうしよう。

　おれはカバンを抱え、机の陰に隠れながらうしろの扉からそっと教室をでた。

　階段をおり、昇降口に向かう。途中で――バチン。

　おれは意識を失った。



「……んん」

　覚かく醒せい。

「……くそ、なんだよ」

　心なしか頭痛がする。手足にしびれのようなものもあった。

　なんかちょっと前にもこんなことあった気がする。

「……って、あれ？」

「ようやくお目覚めですね」

　目の前には由ゆ亜あが立っていた。いつものように極細の髪を片側だけ高いところでくくっている。ドクロのカーディガンと、たれさがったニーソックス姿だ。腰に手を当ててあごを心なしか持ちあげている。

　で、いっぽうのおれはイスに座っていた。というか、どこだ、ここ？　なにやら個室のようだが……。

「ここは女子トイレです」

「ああ、そう…………おい、今、なんて言った？」

「ここは女子トイレです」

　すうっと血の気がひく。おれが座っているのはただのイスではなく、洋式トイレの便座ということか。

　瞬間、数人の女子がトイレの中に入ってくる気配があった。

「お、おれ、なんでこんなとこに？」

　声をひそめて由ゆ亜あに訊たずねる。

「それは由亜が葉は山やま先輩を、あ、いえ、女子トイレに興味津々の変態な葉山先輩をスタンガンで気絶させて運んできたからです」

「だからなんで言い直すんだよ。って、おまえ！」

　おれは怒鳴りそうになってとっさに口を押さえる。個室の外の女子が「あれ、今男子の声した？」とか言ったからだ。

　ここ、あぶなすぎる。おれの人生が秒刻みで終わってる感じがする。

　幸いにも彼女たちはおしゃべりに戻り、おれたちの声は紛れた。

「あんまり大きな声で話すとバレちゃいますよ。由亜はべつにどっちでもいいですけど。ちなみに由亜が葉山先輩を運び入れるところは誰だれにも見られてないですから、言いわけは通用しませんよ」

「まじで勘弁してください。お願いします」

　拝むように両手をあわせて懇願する。

「ふふ、男の人に跪ひざまずかれるのはなんだか気持ちがいいですね」

「おまえ、どれだけ歪ゆがんだ心の持ち主なんだよ」

「先輩のマニアックな性癖ほどではありません」

「おれを変態みたいに言うな。おれは一般人だ」



    

  
    
      



    

  
    
      「またご冗談を。葉は山やま先輩は一般人以下ですよ」

「おまえなあ……」

　昨日の放課後あたりからこっち、どうにも理不尽なことが立てつづけに起こっている気がしてならない。

「なんで、スタンガンなんて持ち歩いてるんだよ」

「なに言ってるんですか、手鏡とリップクリームとスタンガンは女子高生の必ひつ須すアイテムじゃないですか」

「一つだけあきらかにおかしいだろ」

「ネット通販で買ってから、使いたいな、試したいな、と思っていたのですが、なかなか利用する機会がなく、待っていてもはじまらない、運命は自分で切りひらくものなのだと思って、葉山先輩でバチンってしてみました」

「いい話っぽく言うな」

「なかなかの威力でした、改造スタンガン」

　違法なものなのかよ。そりゃ、気絶するよ。

「死んだらどうする」

「そのときは、まあ、そのときで」

「ひどいあんまりだ」

　小声のやりとりをしている間に、どうやら女子たちは外へでていった。なんとか生き延びた。ほっと息をつき、呼吸を整える。

「女子トイレの香りを満喫しようとか、本気で変態ですね。見損ないました」

「……もうなんとでも言ってくれ」

「ふふ、男の人を言い負かすのってなんか気持ちいいですね」

　おまえはどこでそんな間違ったほうへ進んでしまったんだい？　お兄ちゃん悲しいよ。

「で、おまえ、なんでおれをこんなとこに運びこんだんだよ？」

　単にスタンガンの威力を確かめたかっただけならば、べつに女子トイレに運びこむ必要はないはずだ。

「なんでだと思います？」

「それはおれが訊きいてるんだけど……」

　と、次の瞬間、由ゆ亜あがおれの膝ひざに両方の手をのっけた。そのまま、ぐいーっと、由亜はおれに顔を寄せてくる。ＣＧかなにかで描いたみたいな大きな目に見つめられた。ほんのりとヴァニラっぽい甘い香りがする。

「な、なんだよ……」

「訊きたいことがあるんです」

「なにを？」

「葉は山やま先輩、《キャラメルアンデッド》という言葉に覚えはありませんか？」

「軽音楽部？」

「入ったんですか？」

　顔近い。

「え、あ、いや……」

　正式に入部したわけではない。仮入部だ。しかも不本意ながらだ。脅迫されて仕方がなくなんだ。

「な、なんで、そんなことおまえが気にするんだよ？」

「答えてください。じゃないと『助けて』と叫びます」

「目がまじっぽい。仮入部だよ」

「仮入部？」

「まあ、ちょっとわけありで」

「七なな瀬せ甘あまるりですね？」

「なんだ、知りあい？」

　訊たずねると由ゆ亜あは唇をへの字に曲げた。

「あんな女狐ビツチと知りあいなわけないじゃないですか！」

「顔怖いんだけど……」

　由亜はにゅっと手を伸ばし、おれの下唇をぎゅっとひっぱった。

「痛い」

「葉山先輩が『痛い』と言うと、肌に潤いが戻る気がします」

「仮に思っていたとしてもそんなこと口にだすんじゃないよ」

　そもそも、由亜の肌は赤ん坊みたいにつるつるのつやつやじゃないか。

　凶悪な宇宙人みたいな目をして由亜はおれを睨にらむ。

「いいですか、葉山先輩。軽音楽部に入ってはいけません」

　いきなりなにを言いだすのだろう、と思った。

「それはどういった理由で？」

「七瀬甘るりがいるからです」

　七瀬と由亜の間にはなにかトラブルでもあったのだろうか？

　おれと由亜は、学年は違うけれど、この学校へかようようになったのは今年の四月からだ。現在は五月の後半。日数にしてみれば五十日ほどしかかよっていないことになる。二カ月弱。これは短いようでいて、それなりに長い。その間になにかしらのトラブルがあってもおかしくはない。だとしても、おれを巻きこまないでほしいものだが。

「これは葉山先輩のためでもあるのです。七瀬甘るりとはかかわらないほうが身のためですよ」

　それ、もう手遅れなんだけどな。

「同じクラスだし、かかわりあいになるなと言われても不可能だろ」

　由ゆ亜あは不満たっぷりに唇をへちょっと歪ゆがめる。

「警告はしました」

　そこで由亜はおれの下唇から手をはなした。おれのワイシャツに手をこすりつける。一度たれさがったニーソックスをぐいっと上まで持ちあげる。けれど、すぐにてろーんとずりさがった。由亜はへこっと頭をさげ、個室からでていく。

「なんだったんだ……」

　安あん堵どしたのも束つかの間ま、由亜と入れ違いでまた誰だれか入ってきた。そうだ、ここは女子トイレだった。誰ともすれ違わずに女子トイレを脱出するのに十分ほど要した。
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　自生最大の危機を脱し、昇降口へ向かう廊下の角を折れたところで、

「あ、見つけたっ！」

　見つかった。

「さっそくかかわりあいになってしまった」

　パーカー姿の七なな瀬せが立っていた。獲物でも狩るみたいに目を鋭くさせる。

「はあ、なに言ってるのよ？」

「いいえ、べつに」

「靴、置きっぱなしだったから、まだ校内にいると思ったのよ」

「なるほど」

「待ってる間にきみのスニーカー、左右の靴ひもをつないで固結びにさせてもらったわ」

「なんてことしてくれるんだ」

　七瀬は靴箱の前で、おれが現れるのを待っていたらしい。

　嬉うれし野のさんの姿もある。なんかホッケーマスクも見慣れればかわいい気がしてくるから不思議だ、なんて思うことは砂糖小さじ一杯分ほどもなく、ホッケーマスクは不気味以外のなにものでもなかった。

「そんなことより、きみ、どこいってたのよ？　電話したのよ？」

「悪い。気づかなかった」

　実際、気づかなかった。それどころではなかったのだ。

「部活サボる気だったわけ？」

「いや、ちょっと宇宙人と戦っててさ。地球侵略を阻止してた」

　ふと、七瀬に由亜のことを訊きいてみようかと思った。二人はどうやら知りあいのようだし。でも、訊たずねる前に、

「そんな言いわけ通用するか。仮入部中はきっちり練習でてもらうからね」

「おれにも個人的な用事とかあるときにはあるんだけど」

「どうせ家で恋愛シミュレーションゲームとかやってるだけでしょ、この牧草系男子が」

「草食動物にさえ食われるポジションなのかおれは」

「ほら、いくわよ」と七なな瀬せはおれの手をひったくり犯でも捕まえるようにわしっと掴つかみ、問答無用でひっぱりだす。

「うわっ、ちょ、ちょっと」

　そのままずるずると第二視聴覚室まで連行された。



「さて、江え口ぐちくん」

　誰だれ、江口くん、と思って部屋の中を見回した。当然のことだけれど、軽音楽部の活動場所である第二視聴覚室には七瀬と嬉うれし野のさんとおれしかいない。

「どこ見てんのよ、きみのことに決まってるでしょ？」

「なぜ、江口？」

　おれには葉は山やま一いつ樹きという立派な名前がある。

「『江口』という名前の中には『エロ』という二文字が含まれているわ。だから、今後はきみのことを江口くんと呼びます」

「全国の江口さんに謝れ。普通に葉山って呼べばいいじゃないか」

「さて、江口くん」

　聞いちゃいない。

「今回のレッスンではきみに自分がうたっているところを客観的な視点で見つめ直してもらいます」

　なんだかそれらしいセリフだけれど、具体的になにをするのだろう？

「きみがうたってるところを撮影します」

「まじで？」

「まじです」

　七瀬は大きく縦にうなずいた。逆らう気力は、今のおれにはない。

「じゃ、あたしがキーボード弾ひくから、そこに立って。南な雲ぐもちゃん、カメラお願い」

　嬉野さんは三脚を組み立て、そこに小型のカメラを設置した。おれはそれを見てる。

「……甘あまるりちゃん、準備できたよ」

「おっけー」

　七瀬はおれのほうに楽譜を差しだした。

「うたうのは昼休みと同じで『カントリー・ロード』よ。準備いい？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　楽譜を受けとり、それから、すうはあ、と深呼吸する。

「腹式呼吸」

「ん、ああ」

　おなかに手を当て、ふくらみとへっこみを確認。

「いくわよ？　いち、にっ、さん、はい」

　七なな瀬せの合図でおれはうたいはじめる。この二人の前でうたうのはこれで三回目だ。ちょっとくらいは慣れるかなと思ったけど、やっぱりそうでもない。カメラも気になる。また顔が熱くなるのがわかった。楽譜を持つ手もじっとりと汗ばむ。

「はいおっけー。南な雲ぐもちゃん撮れた？」

「……う、うん。たぶん」

　七瀬は立ちあがり、嬉うれし野のさんと並んでおれがうたっている映像をチェックする。気になるような、永遠に封印しておいてほしいような気分だった。

「ふむふむ、なかなかいい感じに撮れてるわ」

「動物園で見世物にされてるパンダの気分だよ」

「じゃ、このまま鑑賞会といきましょう」

「鑑賞会？」

「スクリーンに映すから」

　ゾッとしない。

「そこまでしなくても。カメラで見るって」

「それじゃ問題がはっきりしないでしょ？」

「問題？」

「音痴の原因」

「そんなのわかるわけ？」

　もちろん、と七瀬は頷うなずく。

「それを自覚してもらうために撮影したんじゃない。それにたどたどしくうたうきみをスクリーンに映して、それを見て恥ずかしそうにもじもじする江え口ぐちくんを見てみたい」

「完全に嫌がらせだよね」

　七瀬と嬉野さんはカメラにコードをつなげて、それからプロジェクターを起動させた。

　映像がはじまる。

　イスに座って、自分のうたっているところを見る。が、すぐにいたたまれなくなった。

「し、死にたい……」

　ひどいものだった。直視できない。けれど、目をそらしても声は聞こえてくる。

「ちゃんと見なさいよ」

「これはいじめだ」

「いじめっていうのはこの映像を動画サイトにアップすることを言うのよ？」

「ほんとすいません、それは勘弁してください。ちゃんと見ます」

「よろしい」

　顔を赤くしてうたう五分ほど前の自分を、今のおれは頭を抱えながら見つめる。

「これ見て、どこが問題なのかわかる？」と、七なな瀬せ。

「おれが救いようのない壊滅的な音痴であることがわかる」

「そうじゃないってば」

　スクリーンの中のおれはうたい終わった。七瀬はリモコンを操作し、また頭からジャイアンリサイタルを流す。

「拷問のようだ」

「まずきみ、声量が少ないわね。苦手意識があるせいでぼそぼそうたうでしょ。楽しそうじゃないし」

　だって、楽しくないんだ。仕方がないじゃないか。

「楽しくないからリズム感もズレてる」

「楽しさとリズム感の間には因果関係があるの？」

「あるわよ。変に緊張してるからリズムを把握し切れてないのね。曲を聴きとれてない。きみの場合、ちょっと速いかな。先に先にいこうとしすぎ」

　言われてみればそんな気もする。

「昼休みにも言ったけど、きみ、そんなに音痴じゃないわよ」

「この映像を見て、どうやったらそんな解釈ができるんだよ」

「……わ、わたしも、えっと江え口ぐちくん、そんなに音痴じゃ、ないと思う」

　嬉うれし野のさんがうつむきがちに小さな声で主張した。どうでもいいけど、江口くんを定着させないでほしい。

「きみ、単純にうたい慣れてないだけなのよ」

　うたい慣れてないとかそういう問題じゃないと思うんだけど。

「なによ、その目。あたしの分析を疑うわけ？」

「そんなこと言われてもさ、おれは自分が音痴だっていう自覚がある」

　べつに謙けん遜そんしてそう言っているわけでもない。純然たる事実だ。

「それよ」

「どれ？」

「きみは自分が音痴だって自覚してるんでしょ？」

「はあ、まあ」

「顔がステゴサウルスみたいだと自覚してるんでしょ？」

「そんな自覚はない」

「つまり、きみは原曲を頭の中では理解できてるのよ。原曲と比較して、自分がそのとおりにうたえてないってきみはちゃんとわかってるわけ」

「ん、まあ、そういうことになるのかな」

「頭の中では理解できているのに、それをうたうことができない。これは単純に慣れの問題なの」

「そうなの？」

「本気の音痴は、自分が音程をはずしていることにも気づかないのよ？」

「ふーん」

　そういうものなのか、と思った。でもだからどうだと言うのだ。

「さてと」

　七なな瀬せは映像を切り、立ちあがる。

「きみの音痴を矯正するためにあたしと南な雲ぐもちゃんで、とっておきの歌を用意したわ」

「とっておきの歌？　またうたうの？」

「からだ全体を使ってリズム感を覚えられて、しかもめちゃくちゃ楽しい最強のロックナンバー」

「といいますと？」

「QUEENクイーンの『We Will Rock Youウイー・ウイル・ロツク・ユー』よ」

「ってどんな曲？」

　ガタン。

　七瀬と嬉うれし野のさんが同時にのけぞったせいで机とイスがぶつかりあった。七瀬は信じられないという目をしている。ホッケーマスクの向こうからかすかに見える嬉野さんの目もありえない、という目をしていた。

「どんな人生送ったら、あの名曲を避けてこれるのよ」

「普段、音楽って聴かないから」

「ま、まあいいわ。想定の範囲内よ」

　のけぞった拍子に乱れた髪を撫なでつけながら七瀬は言った。

「それに聴けばわかるわ。有名な曲だもの」

　おれの目の前に二人は並ぶ。心なしか腰を落としている。まるで獲物を狙ねらうライオンのように。七瀬はパーカーの袖そでをまくりあげる。

「最初は見ててよ」

　七瀬と嬉野さんは顔を見あわせる。

「「せえーの」」

　右の足踏み、左の足踏み、そして拍手。

　右脚、左脚、拍手。

　右脚、左脚、拍手。

　その動作にあわせて二人は、

「「ずん・ずん・ちゃ！　ずん・ずん・ちゃ！」」

　と声をだす。

　右ず脚ん、左ず脚ん、拍ち手や。

　右ず脚ん、左ず脚ん、拍ち手や。

　楽器は使わず、二人とも両足踏みと手拍子だけでリズムを刻む。

「一拍目と二拍目は足で踏み鳴らして、三拍目は手拍子、四拍目は休符。ほら、一緒に」

　七なな瀬せが言う。

「あ、ああ」

　見よう見まねで参加する。

　右脚、左脚、拍手。

　右脚、左脚、拍手。

　最初はちょっとズレた。でも、二人があわせてくれて、段々同じテンポになってくる。

「ちゃんと見て」

　七瀬も嬉うれし野のさんもスカートが短い。そのせいで足踏みのたびにスカートがひらひらした。すると絹ごし豆腐みたいな白い生ふとももがちらちらする。目のやり場に困るのだが。

「い、いつまでつづけるの？」

「こっから、こっから」

　右脚、左脚、拍手のリズムにあわせて、七瀬がうたいはじめる。

　マイクも使っていないのに、力強い歌声が第二視聴覚室の中に響く。一瞬、手と足がとまりそうになった。でも、七瀬の目配せでとまらずにつづけた。

　七瀬の言ったとおり、確かに聞き覚えのある歌だった。

　サビに差しかかり嬉野さんも声をあわせてうたう。

「うぃー・うぃる・うぃー・うぃる・ろっく・ゆー」

　右脚、左脚、拍手のリズムは変わらない。

　一〇〇メートル走を走るとき、選手はほぼ無呼吸状態になるのだけれど、それと似た感じで七瀬は息つぎをせずにうたった。ギターやキーボードを弾ひくとき、まるでそれが自分のからだの一部であるかのように七瀬はいとも容易たやすくそれらを扱った。そして、のどという楽器はギターやキーボード以上に、七瀬のものなのだとわかった。近くで聴くとその声の力強さに圧倒される。女子とは思えない声の持ち主だ。

　再びサビに差しかかる。

「うぃー・うぃる・うぃー・うぃる・ろっく・ゆー」

　不意に七なな瀬せが囁ささやいた。

「一緒に」

　最初は呟つぶやくようにおれもうたってみる。でも、七瀬に睨にらまれ声を張りあげる。

「うぃー・うぃる・うぃー・うぃる・ろっく・ゆー」

　それだけならば難しいということもない。音程とやらは気にならず、とにかく腹から声をだして叫んだ。

　うたい終えると七瀬と嬉うれし野のさんがおれに向かって拍手をしてくれた。

「どうだった？　楽しかったでしょ？」

「え」

　おれは戸惑う。

「……あ、ああ、まあ、ちょっとは」

　かろうじてそう答えた。でも、その答えはなんだか失敗だったような気もした。

　七瀬はにこにこと上機嫌な顔である。嬉野さんは、もちろんわからない。

「あ、そうだ」

　七瀬は言い、カバンの中からお菓子の箱をかきわけ、ＣＤ－｜Ｒをとりだした。

「はい、これ。忘れるとこだった」

　おれに差しだす。

「この中には軽音楽部に入るに当たって最低限知っておかなければならない新旧ロックの名曲がmp3音源で入ってるから」

「そりゃあどうも」

　七瀬からＣＤ－｜Ｒを受けとる。なんと二枚組である。何曲入っているのだろう。

「なんか軽音楽部っぽくなってきたわ」

　言いながら七瀬はカバンを手にして、ギターの入ったソフトケースを背負った。

「じゃ、悪いけど、あたし用事あるから先に帰るわね。まだ時間あるし、二人で練習してもいいし。カギだけ返却しといて」

　バイバイキーン、と寒いことを言って、七瀬は部室から去っていった。
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　日が傾き、足もとにできる影も細長い。空気はさらりとしている。おれは嬉野さんと二人で駅に向かう道を歩いていた。

　七瀬が先に帰ってしまったので、ならおれたちも帰ろうか、という流れになったのだ。

「えっと、嬉野さんって家までなにで帰るの？　自転車？」

「……え、駅まで歩き」

「じゃあ一緒だ」

　などというやりとりの結果、並んで歩いている現在。いや、並んでというよりは、嬉うれし野のさんはおれの一歩うしろあたりをしずしずとついてくる感じだ。会話もない。昨日も今日も、基本的に七なな瀬せがしゃべって、嬉野さんはほんのときたま口を開くだけだったので会話らしい会話をしていなかった。

　なんとも気まずい。おれはちらりとふりかえってみる。嬉野さんは由ゆ亜あや七瀬とくらべれば華きや奢しやというわけでもないのだけれど、それでも女の子らしい体形をしている。

　ふと、昨日の演奏を思いだした。ばこばこドラムを叩たたいていた嬉野さんは力強かった。筋肉質という感じでもないのに、このからだのどこにあんなふうにドラムを叩く力があるんだろう。などと考えていると、目があってしまったらしく、嬉野さんはびくんっとなって足をとめた。

「あ、いや、ごめん」

「……べ、べつに」

「その、普通に並んで歩かない？」

「……あ、うん」

　ちょこちょこと嬉野さんはおれの横まで前進した。

　学校をでてからも、嬉野さんはホッケーマスクをしたままだった。スーパーの袋を持った主婦がすれ違いざまに変な目で嬉野さんを見ていた。ホッケーマスクさえなければ、どっからどう見ても今どきの女子高生なのだけど、やはりそこだけ奇妙である。

「マスク、いつもつけてるんだね」

　何度か頭の中で練習し、言おうか、やめようか、やっぱ言ってみるか、いやいや、などを散々思考した結果、ためしに言ってみた。

「……うん」

　申しわけなさそうに嬉野さんはうつむく。悪いことを言ってしまっただろうか。

「夏になってもつけてるの？　ほら、もうそろそろ六月だし、六月と言えば梅雨だし」

　嬉野さんは頷うなずく。

「蒸れない？」

「……ちょ、ちょっとは。でも、夏は日焼けどめになるし」

　そういうものなのか。

「ごはんとか食べにくそうだったけど、不便はないの？」

「……た、たまに、お巡りさんに声、かけられる」

　完全に不審者だと思われてるじゃないか。

「訊きいていいのかちょっとわからないんだけど、どうして、それつけてるの？」

　返事はなかった。やはり訊いちゃいけなかったんだなと思った。

「悪い。べつに答えなくていいよ」

　誰だれにだって人には話したくないことの一つや二つはあるものだ。おれだって、どうして転校したのかを人に話したくはない。四月のころはよく洋よう平へいやクラスメイトに「どうして？」と訊きかれたものだけれど、おれはそのすべてに親の仕事の関係で、と答えた。もちろん真っ赤なうそだが。

　会話が途切れ、また静かに歩く。すぐ横を自転車通学の三人組が追い抜いていく。スーパーの駐車場の段差に座って、小学生がトレーディングカードで遊んでいた。

　不意に、ちょんと袖そでが掴つかまれた。

　見れば、嬉うれし野のさんがそっとおれの制服の袖をつまんでいた。ふわふわしたセミロングの髪は夕日を受けて温かそうな蜜みつ色に染まっている。

「……あ、あの」

「なに？」

　少し間を置いてから嬉野さんはつづけた。

「……わたし、その、男子、が、ちょっと苦手で」

「男子が苦手？」

　昨日、おれにチョークスリーパーかまして気絶させたんじゃなかったのか？

「……自分から見る分には、その、まあ、平気なんだけど、見られると恥ずかしくて」

「もしかして、それでホッケーマスクしてるの？」

　こくんと嬉野さんは頷うなずいた。昼間も思ったのだけど、マスクしてると逆に見られるんじゃないかな。マスクしてるほうが恥ずかしい気もするんだけど……。

「……しゃべったりとか、物理的接触とかも、少し苦手。覚悟して自分からじゃないと」

　物理的接触って。

「おれといるの苦痛だったりする？　だったら一人で帰るけど？」

「……だ、大丈夫。うん、たぶん耐えられる」

　耐えてるんだ……。

「……え、江え口ぐちくんは、け、けっこう平気な気がする」

「あの、おれ、江口じゃないんだけど……」

「……はう、あ、ごめんなさい。葉は山やまくん」

　しまった、すっかり委縮させてしまった。嬉野さんは塩をかけられたナメクジのようにふにゃふにゃと小さくなる。

「あ、いや、べつにいいよ」

　よくないけどな。

「あのさ、軽音楽部に入ってたら人前で演奏したり歌うたったりするわけだろ？　そしたら不特定多数の男子に見られることになると思うんだけど、それはどうなの？」

「……演奏中なら大丈夫」

「そういうもんなんだ？」

　こくんこくんと素早く嬉うれし野のさんは首を縦にふった。

「嬉野さんはどうして軽音楽部に入ったの？」

　立てつづけに訊きいてみた。

「……わたし、音楽好きだから」

　たぶん、今までで一番はっきりした声で嬉野さんは答えた。

　とてもシンプルで、でもだから、誠実な回答だとおれは思った。

「……辛つらいとき、音楽聴くとがんばれたりするし」

　その辛いことというのはかぶっているホッケーマスクと関係あるのかなと思ったけれど、さすがにそこまで踏みこむのはためらわれた。

「……わたし、《キャラメルアンデッド》の活動、好きなんだ。部活、潰つぶしたくないんだ」

　だから、と嬉野さんはつづける。

「……だから、葉は山やまくんが部員になってくれたら、嬉うれしいな」

　ホッケーマスクの下で嬉野さんが微笑ほほえんだ気がした。まあ、おれの目に見えてるのは、無機質なマスクだけだったけれど。



　　　　　◆◇◆◇◆



　家のドアをあけると真ま綾あや（姉）が、スーツ姿のまま、床の上に倒れて死んでいた。

「なにしてんの？」

「顔が濡ぬれて力がでなーい」

　化粧を落とそうとして途中で力尽きたらしい。

「ちゃんと顔洗わないと、しわしわになるぞ」

「おなかがへって力がでなーい」

「はいはい、なんかつくればいいんだろ」

　真綾を跨またいで、キッチンまでいき、冷蔵庫の中を漁あさる。明めん太たい子この賞味期限がぎりぎりなので明太子スパゲティにでもしようかな、とレシピを考える。

　おれは現在、社会人の姉が一人暮らしする部屋に居候させてもらっている。転校するにあたって近場に引っ越した形だ。前の学校のやつらとは会いたくもないしな。

　おれは大おお鍋なべを用意しながら、床でごろごろしている真綾に訊たずねてみる。

「そうだ、姉さん。ＣＤポータブルとか持ってない？」

　むくりと真綾は起きあがった。タイトスカートをはいているのにあぐらをかく。

「ん、ベッドのわきにあるけど」

「借りてもいい？」

「いいけど、珍しいね。あんたが音楽聴くなんて」

「まあ、ちょっと」



　夕飯を食べ、風ふ呂ろからあがると、七なな瀬せからメールが届いていた。「ＣＤちゃんと聴いておくように」と、絵文字まじりで書いてある。やばい、女子から絵文字入りのメールを受けとってしまった。書類送検されるかもしれない。七瀬も絵文字とか使うんだなと思った。

　というか、文末の『今日からきみもアンデッド！』ってなんなんだ。

「勝手に人を死なない人みたいな設定にしないでくれよ」

　ちょっと迷って、「ＣＤ、サンキュ」という短い返信を送っておく。送ってから、いや、感謝するのは変だなと思った。おれはむしろ迷惑してるはずなんだ。ま、いっか。

　それから布団に寝転がって、件くだんのＣＤを聴いてみることにした。ＣＤにはメモまでついていて、バンド名と曲名がずらりと並んでいた。それらは「疾走パンク編」とか「絶叫デスメタル編」とかに項目わけされている。最初に並んでいたのはグリーン・デイとかいうバンドで、たぶん、七瀬はこのバンドが一番好きなんだなと思った。

　流れだしたのは七瀬とはじめて会った日に、七瀬がうたっていたあの曲だった。

　タイトルは「Minorityマイノリテイ」。

　英語の歌だったので内容はさっぱりわからない。ケータイを使ってネットで歌詞を検索してみる。棚から英和辞典をひっぱりだして、ところどころを和訳してみた。



　　　ぼくは「少数の味方マイノリテイ」でいたいんだ

　　　お偉いさんに媚こびるだけの

　　　お行儀のいい大衆になんかなりたくないのさ

　　　群れから逃げだす羊みたいに

　　　行列からはずれて

　　　自分だけのリズムを刻んでやるんだ



　ふーん、と思った。

　真ま綾あやはビール片手にテレビを見ているはずで、おれには注意を払っていないだろう。ためしに囁ささやくみたいにして最初のワンフレーズだけうたってみた。

　声はかすれた。すぐに恥ずかしくなってやめた。バカバカしい。おれはやっぱりただの音痴だ。高校生活なんててきとうにやりすごせれば、それでいいんだ。



    

  
    
      

３章　「ひやん、あの、そこ、ふ、ふともも」



　朝。

　あくびをしながら起きあがる。スウェットを脱いで制服に着替えた。

　真ま綾あやと自分の分の朝ごはんを用意する。居候なのでこれくらいはする。と言っても、パンと目玉焼きとヨーグルトを並べるくらいだけれど。

「……んん、おは」

　むにゃむにゃしながら真綾が現れた。寝起きの真綾は実験に失敗した科学者のようにくしゃくしゃの頭をしている。

「すげえ頭だな。シャワー浴びてこいよ」

「ん」



　ぱぱっとシャワーを浴びて、ヘアアイロンでくるんと髪をカールさせた真綾と向いあわせに食卓につくと、ぴんぽーん、とチャイムが鳴った。

「なんだろ」

「新聞の勧誘じゃない？　一いつ樹きでてよ」

　真綾はブラウスの袖そでをまくって、食パンにべたべたとブルーベリージャムを塗る。

「こんな朝から？」

「ゴミだしの注意かも」

「注意されるような分別しないでくれ」

「愛って燃えるゴミだと思う？　粗大ゴミだと思う？」

「なんの話をしてるんだ」

　めんどいなと呟つぶやき、席を立つ。ドアについているレンズを覗のぞきこむと、そこには――。

「七なな瀬せ？」

　どういうわけか、七瀬甘あまるりが立っていた。慌てて解錠して扉を開く。

「なにしてるんだ？」

「おはよ。きみのこと迎えにきたの」

　パーカーの上に制服のブレザーを着ている七瀬は、敬礼するみたいなポーズを決めながら、ばちんとウィンクなどを送ってくる。背中にはギターのケースを背負っている。

「なぜ？」

「朝練に参加させるために」

「どうしておれの家を知ってるんだ？」

「美み奈な子こちゃんに訊きいたからに決まってるじゃない」

　決まっているらしかった。確かに小こ波なみ先生は担任だからおれの家の住所は知っているだろう。でもそれを簡単に教えてしまうのはどうなのだろう、と思わないでもない。

「ほら、いくわよ」

「なんでおれが朝練なんて」

「まだそんなこと言ってるわけ？」

　七なな瀬せはブレザーのポケットからケータイをとりだす。

「これをばらまかれても構わないってわけね？」

「く、そ。まったくいい性格してるよ、おまえ」

　などとやりとりをしていると、

「なにをばらまくって？」

　うしろから真ま綾あやがやってきて予告なしにおれに膝ひざかっくんをかました。力がぬけーる。

「なにすんだよー」

　抗議の声をあげつつふりかえる。真綾はおれの向こうに立っている七瀬に気づいて、目を見開いた。大げさにのけぞる。

「うお、びびった。なに、この美少女？　一いつ樹きの彼女？」

　真綾はおれの頭にびしびしとチョップをふりおろす。やめれ。

「違うし」

「よかった。あやうく一樹の飲みものに殺さつ鼠そ剤ざいをまぜこむところだった。あぶねえ、あぶねえ」

「弟を亡き者にする気か」

　七瀬はそこでぺこりと頭をさげる。長くてさらさらの髪が耳からこぼれた。

「おはようございます。一樹くんのお姉さまですね？　あたしは一樹くんと同じクラスの七瀬甘あまるりと言います。一樹くん、軽音楽部に入部したので朝練のお誘いにきたんです」

　顔をあげ、満面のスマイルを浮かべる七瀬。

「あら、しっかりした子。かわいいし、むかしのあたしそっくり」

　なにも言うまい。

「てか、あんた軽音なんて入ったの？」

　真綾は裁縫針の穴に糸をとおすときみたいな目でおれを見た。

「仮入部だよ、仮入部」

「どういう心境の変化？　あ、おまえ、美少女がいるからって入ったのか？　心根がいやしいな」

「姉さんこそな！　弟をどんな目で見てんだよ」

「犯罪には走るなよ？　盗撮とかおまえ、まじで引くし」

　おれのほうが脅迫されてるんだよ。犯罪者はおれじゃなくて、目の前にいる七瀬のほうなんだよ。

「はいはい」

　ため息をついて真ま綾あやを部屋の中に押し戻す。それから七なな瀬せのほうにふりかえった。

「悪いけど、まだ準備できてないんだ。ちょっと待っててくれ」

「中で待ってもらいなよ」

　真綾が余計なことを言う。女子を家にあげるとか、そんなの三年以下の懲役または二十万円の罰金が科されるかもしれんだろうに。

「それではお言葉に甘えまして、お邪魔します」

「ちょ、ちょちょちょ」



　七瀬がわが家（姉さんの部屋だけど）にいる。真綾のつける香水とは違う香りがする。「ヨーグルト食べる？」とこれまた余計なことを真綾が言い、座布団にぺたんと座った七瀬も「いただきます」と答えた。

「ヨーグルトにジャムを投入するのが葉は山やま家の掟おきてなんだけど甘あまるりちゃんはどうする？」

「あたしもそれで」

　あ、それ、おれのスプーン……。

　する必要もないのに、いきなりで動揺したおれはてんやわんや（これは死語か）だった。二回も歯磨きしてしまった。そんなふうにおれが大急ぎで準備している間、七瀬と真綾は意気投合したらしく、楽しそうに話をしていた。大変けっこうなことだが、真綾は仕事の時間はいいのだろうかと思った。

「弟が病気でダウンしていて看病してるって電話したら午後からの出勤でいいと言われた。弟さん思いのいいお姉さんだねって評価もあがった」

「おれの中で姉さんの株は今、暴落したがな」

　なんとか体裁を整え、おれと七瀬は並んで部屋をでた。風ふ呂ろ・トイレつきの２ＤＫのアパートはボロいし、セキュリティは甘いけど、家賃が安い。海外からの出稼ぎ労働者が多く暮らしている。たまに聞こえてくる声が英語じゃないこともしょっちゅうだ。

　アパートの三階が真綾の借りている部屋だ。階段を使って一階までおりた。出入り口の前に自転車が一台とめてあった。いわゆるママチャリというやつだ。前にカゴがついていて、荷物をのせられる。荷台はない。

「これ、あたしの」

「自転車できたの？」

「こっからなら学校まで三十分もかからないわよ？」

　まだ地理に慣れていないからよくわかっていなかったけれど、七瀬の言うとおりなら、おいおい自転車通学に変えてもいいなと思った。

　五月の朝は清すが々すがしい。スズメの鳴き声がする。空気も軽やかだった。寒くもなく暑くもない。木々の葉や道端の草花が風に揺れる。

　七なな瀬せは自転車のカギをはずして、サドルにまたがった。スカートの裾すそをきゅっとお尻しりの下に挟みこむ。短いスカートで自転車って大変だなと思った。

「さあ、乗りたまえよ」

「え、二人乗り？」

「もちあたぼーよ」

「おれがうしろ？」

「イエス。ほら、乗って」

　七瀬は親指で自分のうしろを指さした。

「あ、たんま。ギター背負ってよ。落としたら胸にマジックで北斗七星の傷を書きこんで今日一日上半身裸ですごしてもらうから」

「ぜったい落としません」

　ぜったい落とせない。

　七瀬からギターのケースを受けとり背負ってみる。ギターというのはけっこう重いのだなと思った。おれのカバンはママチャリのカゴにつっこませてもらう。教科書のほとんどは学校に置きっぱなしなのでそれほど重くもないカバンだ。

　それから七瀬のうしろに回り、さて、どこに手を置くかで迷った。

「なにしてるのよ？」

「あ、いや……手の置き場が……」

「肩にのせればいいじゃん」

　さして気にするふうでもなく、さらりと七瀬は言う。つきあってもいない女子に気き易やすく触れていいのだろうか、逮捕されないだろうかと不安に思ったが、案外、女子のほうは気にならないものなのかもしれない。

「そ、それでは失礼して」

　おっかなびっくり（これは死語か）、七瀬の肩に手を置いた。ほんのちょっとずらせば胸に触ってしまいそうで、なんとも恐ろしいポジションだ。

　それから後輪の軸の部分に足をかける。自転車の二人乗りというのは基本的に違反行為であるため、足をのせるような構造にはなっていない。それでもなんとか場所を確保して、ぐっと体重をかけた。

「甘あまるり、発進」

　と、宣言してのろのろと自転車が発車した。が、バランスが崩れ、すぐに停車。

「かわろうか？」

「あ、たし、を、甘くみないで」

　甘そうな名前してるくせに七なな瀬せはそう言って、再びペダルをぎこぎここいだ。

　右に揺れ、左に揺れ、だんだんまっすぐになってくる。前方から涼やかな風がやってきて、七瀬のさらさらの髪をなびかせた。立っているおれからは、七瀬の頭のてっぺんがよく見える。七瀬の黒髪は本当にきれいで、シャンプーのＣＭみたいだった。太陽の光を反射して天使の輪みたいなのができている。一度、走りだせれば車体は安定する。

「お姉さんかわいい人だね」

　突然、七瀬が言った。

「そうか？」

「お姉さんと二人暮らしなんだ？」

「まあね。変に気を回されたくないから先に言っておくけど、両親はヨコハマで暮らしてるよ。あと妹がいる。おれは三人兄弟のまんなかなんだ」

「脳内妹？」

「実在妹だ」

　わが家で一番しっかりしているのはあの妹かもしれない。おれも真ま綾あやもよく怒られた。由ゆ亜あとは仲がよくて姉妹みたいだ。由亜も言ってみればおれの妹みたいなものだし。

「姉さんのとこには、通学に時間かかるから居候させてもらってるだけ」

　ふーん、と七瀬は間延びした返事をする。



    

  
    
      



    

  
    
      「変わってるね」

「なにが？」

「普通は引っ越すから学校が変わるのに、きみは学校が変わるから引っ越したんだ？」

　なかなかするどいことを言う。

「はーん。下着ドロがバレて追いだされたってわけね」

「それはおまえの捏ねつ造ぞうだ。それより七なな瀬せ家は？　兄弟はいるわけ？」

　さらりと話題転換を試みる。そういえば七瀬のことをなにも知らないなとも思った。

「あたしは一人っ子。兄弟っていいね」

「いたらいたでウザいだけ、うおっ!?」

　がくんと自転車がはねた。段差を通過したらしい。犬をつれて散歩しているおじいさんがこちらを眩まぶしそうに見ていた。

「びびった」

「ねえ、ＣＤ聴いた？」

「ん、ああ、途中までだけど」

「気に入ったの、なんかあった？」

「あー……えっと、グリーン・デイはけっこう好きかも」

　ほんとは覚えてるバンドがそれだけだって話なんだけど。

「でしょ！　いいよね、グリーン・デイ」

　七瀬の声が明るくはねる。よほど好きらしい。

　ふと、七瀬とはじめて会った日のことを思いだした。屋上につづく扉の前で、ギターを弾ひきながら七瀬がうたっていたのはグリーン・デイの「マイノリティ」だった。

「もしかしたら覚えてないかもしれないけどさ、七瀬、屋上の手前にある物置き場みたいなとこで泣いてたことあるだろ？　三月の終わりくらいのとき」

　少し間があってから返事があった。

「あのときの石頭、きみでしょ？」

「なんだ。てっきり顔は覚えられてないと思ってたのに。ほら、七瀬、泣いてたし」

　泣いてたことを見られたのが恥ずかしかったのか、七瀬はそこでいきなり頭をうしろにそらせてきた。七瀬の頭がおれのみぞおちにクリーンヒットする。

「ぐがっ」

「顔は覚えてなかったわ。きみって、なんかきゅうりのぬか漬けみたいな地味な顔してるのよね。印象に残らないって言うか」

「おれも泣きそうになってきた」

　ふふん、と七瀬は鼻歌でもうたうように笑った。

「でも、あのとききみ、学校のスリッパはいてたでしょ？」

「ああ、そういえば」

　茶色いスリッパには金色の文字で校名が入っていたな、と思いだす。

「在校生ならスリッパなんかはかないわ」

「なるほど」

「で、後日きみが転入生だと判明した。ってことは、あの日、あたしを襲おうとした痴漢野郎はきみだったってことになる。あ、安心して。裁判沙ざ汰たにはしないであげるから」

「そいつはどうもありがとうよ」

　やられっぱなしというのもしゃくなので、軽くやりかえしてみる。

「なんで泣いてたんだよ？」

　下り坂に差しかかり、七なな瀬せとおれを乗せた自転車はしゅるーと坂をおりていく。空気は清潔で日差しは暖かい。ふぎゃあ、とどこかで赤子が泣いている。

「あれは…………部員とケンカしたから」

　七瀬はどこかふて腐れたように答えた。うしろからなので、どんな顔をしているのかは見えないけれど、心なしか頬ほおが膨らんでいる。

「嬉うれし野のさんと？」

　それはなんだか想像しにくかった。

「違くて。今はもう部活辞めちゃった人たち。怒ったら辞めてった」

「ああ、なるほど」

　考えてもみれば、軽音楽部がずっと二人だったはずがない。今まではきちんと人数も揃そろっていて、それなりに活動していたはずだ。それが今月中に部員が集まらなければ廃部になってしまうという事態に陥ったのは、四月の段階で何人かが辞めてしまったから、ということになる。現在、正部員は七瀬と嬉野さんの二人きり。部活に必要な人数が四人ということは最低でも二人の部員が辞めてしまったのだということを意味している。ふむふむ。

「みんな、やる気がなくて困るわ」

　むすっとした口調で七瀬は言った。

「ちゃんと練習しなくちゃうまくならないのに。うまくなるから楽しいのに」

　そこで、あることに気づいた。これはなかなか重要なことだ。

「あのさ、仮におれが軽音楽部に正式に入部するとしてだ、それでも部員は三人にしかならないよな。あと一人いないとどうせ廃部なんじゃないか？」

　それならおれが今、無理して朝練に参加する必要はないのではないか。

「それはなんとかするわよ」

「なんとかってなんだ？　また一人拉ら致ちしてくるつもりか？　言っちゃなんだがおれほど心の広い人間はそうはいないと思うぞ？」

「うるさいわね。なんとかするって言ってるでしょ。あたしに不可能はないのよ」

「どっからその自信がわきでてくるんだ。少しわけてほしいよ」

「爪つめの垢あかを煎せんじて飲みたいなんて、ふん、とんだ変態ね」

　確かにリアルに想像するとちょっと変態的な気もする。女子高に忍びこんでプールの水を採取していた、とかそういう犯罪的な香りがしないでもない。が、

「そういう意味じゃないと思うけど」

　そうこうしているうちに見知った道にでた。ちらほらと生徒の姿も見かけるようになった。途中でコンビニに寄った。七なな瀬せはお菓子を、おれは昼ごはんのおにぎりを購入した。

　校内の駐輪所に到着して、自転車からおりるとよく知る人物を見かけた。

　鳳ほう仙せん花か由ゆ亜あだ。ブレザーは着ていなくて、ちょっと袖そでの長いドクロのカーディガンだけ羽織っている。右脚のニーソックスは足もとで小さくまるまっていた。

「よっ」

　手をあげる。

　おれの声に気づいたらしく由亜はこちらを見た。おれを確認すると、「あ」という顔になった。そのまま目を細め、次いで見開き、顔をしわくちゃにして、くわっと口を開いたものの、なにも言わずにふにふにと唇を曲げる。

　なんなんだ？

　由亜は返事をするかわりにおれに向けて中指をつきたてた。

「えー？」

　そのまま、不機嫌そうな顔をしてスカートをぱたぱたさせながら走り去っていった。

「なに、どうかしたの？」

　自転車のカギをかけていた七瀬が、一人で手をあげているおれを見て眉まゆを寄せる。

「いや、べつに……」

　なんなんだ、あいつ。
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　あれは、おれがまだ小学校の低学年だったときの話だ。春休みだったような気がする。

　由亜が両親につれられてうちに遊びにきたことがあった。

　由亜はむかしから小柄で華きや奢しやだった。フリルのついた服をよく着ていた。童話の中のお姫さまみたいなやつだ。誕生日に買ってもらったという猫のキャラクターのポシェットをいつも肩から斜めにかけていて、その中に宝物を忍ばせていた。

　砂浜で拾った角のとれて丸くなったピンク色のガラス、機種変更して使えなくなった父親のケータイ、音符の形をしたシール、キャラクターの絆ばん創そう膏こう。

　その日、由亜はおれにポシェットの中に入れていた新しい宝物を見せてくれた。

　それはハンドタオルにくるまれた卵だった。

「なにそれ？」と、おれは訊たずねた。

「温めてるの」と、由ゆ亜あは答えた。

　テレビでひなが孵かえるところを見た由亜は冷蔵庫の中にあった卵を一つとりだして、大事に温めているらしかった。

「それ、たぶん生まれないよ」

　そう教えてやると、由亜はたいそう憤慨した。

「生まれるもん。いつきお兄ちゃんのバーカ、バーカ、酢す味み噌そ和あえ」

　後日、由亜から勝ち誇ったような声で電話があった。

「ひよこ生まれたよ。ほら、由亜が言ったとおりじゃん」

　そのひよこは、もちろん卵が孵ふ化かしてうまれてきたわけではなく、おじさんが知りあいからわけてもらったひなを由亜が寝てるうちに卵と入れかえただけの話だった。

　まあべつにいいけど、と思った。せいぜい周りに言いふらして恥をかけばいいさ、と。

　それから学校がはじまって、幼き日のおれは由亜のひなのことなんて頭からすっかりなくなっていた。それを再び思いだしたのは、ひどい雨の日のことだった。ずぶ濡ぬれになった由亜がたった一人でうちまでやってきたのだ。

「……おまえ、なにしてんだよ？」

　おれは驚いた。

　由亜の家はむかしから変わっていない。ということは一時間以上かけてヨコハマのおれの家までやってきたということになる。

　由亜はそれもやはりお気に入りであったはずの赤い傘を握りしめて立っていた。傘は強風にあおられたのか、骨が折れていた。ひらひらしたお姫さまみたいなスカートは泥で汚れていた。肩からはいつもの猫のポシェットをさげていて、由亜はその中からタオルでくるんだひなをとりだした。

「いつきお兄ちゃん……ひよ子、動かなくなっちゃった」

　由亜はひよこの名前を「ひよ子」と名づけたらしかった。若干のアクセントの違いでわかった。

　由亜の紅葉みたいにちっこい手の中で、ひなはぐったりしていた。毛はぼさぼさで艶つやがなくて、ぴくりとも動かなかった。

「どうしよ、ひよ子、動かないよ、ごはん食べてくれないの」

　由亜の大きなアーモンド形の瞳ひとみが輪郭をにじませていた。ほっぺたを大粒の涙が通過した。ひっく、ひっく、と由亜はしゃくりあげた。

「おまえ、とにかく中入れよ。びしょ濡れじゃん」

　でも、由亜は「ひよ子が動かない、どうしよ」とばかりくりかえすだけで、玄関より先に入ってこようとしなかった。滴る雨しずくが足もとに小さな水たまりをつくった。

「ひよ子はもう死んじゃったんだよ」

　そう言おうとして、でもためらった。伝えたら由ゆ亜あが悲しむと思った。それが真実で、もうそれ以上はどうしようもないのに。それなのに、おれは由亜にこう言っていた。

「わかった、おれに任せろ。由亜はうちで待ってろ」

「あ、いつきお兄ちゃ！」

　由亜からひよ子を受けとり、おれは傘もささずに家を飛びだした。ばしゃばしゃと水たまりの上を走って、おれは近所のペットショップに向かった。靴に水がしみて、靴下までぐっしょりと濡ぬれた。ペットショップはちょうど閉店するぎりぎりだった。

「あの！」

　と、お店のお姉さんに声をかけた。

　お店のお姉さんは前が長くてうしろが短いという髪型をしていた。膝ひざが破けたぴったりしたジーンズをはいていて、作業用のエプロンを着用していた。口に火のついていないタバコをくわえていた。

「なんだ？」

　ちょっと怖そうな人だったけど、とにかく、おれは手の中のひよ子を見せた。

「こいつ、もっかい元気になりませんか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　お姉さんはやたらに長いまつ毛をしぱしぱさせてから、眉まゆをたれさげた。

「そいつは天国にいっちまったんだよ」

　まだ死の概念を知らない子供に諭すような言葉だった。

「死んでしまったら、もう生きかえったりはしないんだ」

「……で、電気ショックとか」

　早口でおれは言った。

「テレビで見たんだ！　死んでも電気の力で生き返ったりするんでしょ？　できないの？」

　泣いていた由ゆ亜あのために、おれはなにかしてやりたかった。ひよ子を受けとるとき、少し触れてしまった由亜の手はとても冷たくなっていた。その冷たさを思いだしていた。

「ペットショップで電気ショックってのは無理だな。悪いけど」

「……どっかに獣医ありませんか？」

「獣医でもむださ。そいつはきれいな土の中に埋めてあげるといい」

「でも、おれ、由亜に、任せろって言っちゃったし……」

　由亜の泣き顔が頭の中に浮かび、胸が痛くなった。幼い由亜。まだひよこが死んでしまったこともちゃんと理解できない、小さな由亜。おれの妹みたいなものだから。由亜を悲しませたくなかった。

「ゆあ？」

「……おれのいとこ。そいつ、ひよ子が死んだってわかってないんだ。あいつバカなんだ」

　言いながら、今度はおれが泣きそうになった。子供はすぐに泣く。ほかにどうすればいいかわからないからだ。

「はっ、なるほどね。その子が悲しんでるわけだ」

　おれは頷うなずいた。濡ぬれているせいで寒くなってきた。傘を差してなかったどころか、上着も着ていなかった。

「そいつは困ったな」

　少ししてお姉さんはケージの中から一匹のひよこをとりだして、おれの手に握らせた。そいつは生きていて、由亜のひよ子とは違って温かかった。お姉さんはしゃがんで、おれの目線に自分の目をあわせた。

「あの、おれ、お金持ってなくて……」

　慌てていて財布を持ってくるのをすっかり忘れていた。

「いいよ」

　お姉さんは、がしがしとおれの頭を撫なでた。

「少年」

　それから、どこか鋭い目をおれに向けた。

「今日のこれは反則だ。命ってのはとりかえがきかないものなんだ。おまえは今日のことを忘れてはいけない。五年後くらいに思いだして、このことが本当に由ゆ亜あちゃんのためになったのか、自分がしたことがどういうことなのか考えたほうがいい」

　お姉さんはそれだけ言って立ちあがった。お姉さんの口調では今日のことを一度くらいは後悔したほうがいいと言っているようにも聞こえた。

「あの……ありがとうございます」

「いいさ」

　お姉さんは長い前髪をかきあげた。

「好きな女のために物理法則も捻ねじ曲まげてみせようという心意気を買ったんだよ」

　お姉さんはビニール傘も貸してくれた。



　おれの家で待っていた由亜は真ま綾あやの服を借りて着ていた。泣きやんではいたけれど、目がウサギみたいに真っ赤だった。

　でも、おれが連れ帰ったひよ子をさしだすと、鼻を大きくすすってそれから笑った。

「ど、どうやったの、いつきお兄ちゃん？」

「……そんなの秘密だよ。おれに任せろって言っただろ」

「ありがと、いつきお兄ちゃん。由亜、いつきお兄ちゃん、大好き！」

　由亜はおれに抱きつき、ぺろっと舐なめるみたいにおれの頬ほおにキスをした。

「な、なんだよ、やめろよな」

「だって、由亜、いつきお兄ちゃん大好きだから！」

　そんな由亜の笑顔を見ながら、すごく嬉うれしくて、自分のことが誇らしくて、少し照れくさくて、でも、なぜか胸が痛かった。とりかえしのつかないことをした気もした。

　次の日はよく晴れていて、おれは一人で本物のひよ子を庭に埋めてやった。二代目のひよ子よりも小さくて、みすぼらしくて、冷たい。由亜はもうこいつを見てもひよ子だって気づかない。割りばしでつくった十字架を立て、「ごめんな」と言った。

　このことは今でも由亜には内緒にしている。

　いつか話すことがあるかもしれないし、一生話さないかもしれない。それとも、由亜はもうあの日のことなんて覚えていないのだろうか。

　二代目ひよ子は大きくなって、にわとりになって、今はもう土の中だ。

　そういえば、後日、傘をかえしにペットショップにいくとあのお姉さんはいなかった。話を聞くとそんな人、はじめからいないと言われた。

　ちょっと不思議な話だ。



　――なんてことをおれは思いだしていた。

　さっきおれを見ていたあの不機嫌そうな顔は、あの日、死んでしまったひよ子を抱えて大粒の涙を目にためていた由ゆ亜あの表情にそっくりだった。
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　朝練とかいうやつはストレッチからはじまった。

　それからなんだかんだ言っても基礎は大事らしく、キーボードにあわせて「ア」の発音で「ドレミ」をうたわされた。地味な練習だった。

　教室に戻ると洋よう平へいに声をかけられた。

「一いつ樹き、おまえさ。七なな瀬せさんと一緒に登校した？」

　見られていたのか。

「記憶にございません」

「政治家か！　ってか、まさか、おまえらつきあってんの？」

　洋平の目が血走っている。鼻息も荒い。

「違う。わけあって軽音楽部に片足つっこんでるだけ」

「なんだそりゃ？」

「それより、なんだよ、おまえ七瀬のこともしかして好きなのか？」

「おれは美み奈な子こちゃんのおでこひと筋だっつうの」

「知らんがな。なんなんだよ？」

「七瀬さんって、ほら、かわいいだろ？　けっこう人気あるんだって」

「ふーん」

　確かに、七瀬はけっこうかわいい。表情も豊かで、気どったところもないから話していて楽しいというのはある。ちょっと、いや、かなりひどいことをおれに対して口にする、というのを除けばだけど。

「彼氏できたとか噂うわさが広まったら、おまえ、七瀬ファンになにされるかわからんぞ？」

「だから違うし」



　昼休みも朝練のつづきだった。

　こんなことで歌がうまくなるものなのだろうか。

「ところでなんでバンド名は《キャラメルアンデッド》なの？」

　昼休みの強制的矯正練習の合間におれは訊たずねた。

「それはあれよ。思いついた単語を紙に書きこんで、こう折りたたんで、わしわしまぜて中身がわからないようにするでしょ。それをてきとうに開いて組みあわせた名前」

「思い入れの欠片かけらもないな」

「もともと好きな単語を書きこんだんだからいいのよ」

「ちなみに、ほかにはどんな候補が？」

「チョコレート」と、七なな瀬せ。

「……『ガラスの仮面』」と、嬉うれし野のさん。

「キャンディー」

「……『うる星やつら』」

「アイスクリーム」

「……『夏目友人帳』」

「それから――」

　指折り数える七瀬を途中で「もういい」と遮る。

「お菓子とまんがばっかりじゃないか」

　もうちょっとで《チョコレートの仮面》とか《アイスクリーム友人帳》だったかもしれないわけだ。

「ほかにもあるわよ」

　ゾンビでしょ、と七瀬は言いだす。

「……どこでもドア」と、嬉野さん。

「キョンシー」

「……石ころぼうし」

「もういい、もういいから」

　手を大きくふって二人を遮る。

「砂糖菓子キヤラメルと不死者アンデツドという組みあわせは奇き蹟せき的に美しいよ」

「かわいいけど強そうでしょ？」

　七瀬は満足げに笑った。



　昼休みも終わり、午後の授業を真面目まじめに受けているうちに、ステータス異常が発生していた。知らないうちに机につっぷして眠っていたわけだ。

　それを――ずびし、と、おでこに衝撃を受けて現実世界に引き戻された。

「うっ……なんだ、夢だったのか。もう少しで脱獄できるところだったのに」

　額をさする。どうやらでこぴんされたみたいだ。

「なんの夢見てるのよ？」

　じっとりした目でおれを見下ろしていたのは、もちろん、七瀬甘あまるりその人である。

「……わかってる。わかってるよ。練習だろ？　いくよ、いきますとも」

　いちいち、あの写真で脅されてちゃたまらないし、自発的に立ちあがる。

「放課後はちょっとでかけるから」

「でかける？　どこへ？」

「あじさいの家に決まってるじゃない」



　軽音楽部の活動場所である第二視聴覚室には向かわずに、荷物を抱え、教員用の駐車場へいく。てんとう虫を思わせる車のそばに小こ波なみ先生が立っていた。

「遅いぞー、こっちこっち」

　小波先生が大声をあげて、ぶんぶんと手をふった。この人は本当に教師なのかと、疑わしいほどである。ぺかりと太陽をおでこで反射させている。

「なんで小波先生がいるの？」

「なんでって、美み奈な子こちゃんは軽音楽部の顧問だもの」

　七なな瀬せの回答におれはちょっと驚いた。小波先生は音楽教師でもなんでもないのに？

「先生、ギターとか弾ひけるんですか？」

　意外だった。ロックとかやってそうなタイプではない。それとも学生時代はバンドとか組んで、がんがん頭をふっていたのだろうか。

「ううん、弾けない」

　子供みたいに小波先生は首を横にふった。

「ですよね。安心しました」

「あ、でも、ロックのことは少しくらいは知ってるんだから」

「詳しいんですか？」

　そうか、べつに自分自身が楽器を演奏しなくても、ＣＤを聴いたり、ライブにいったりするのかもしれない。

　小波先生はぴんと人差し指を立てて言った。

「六月九日はロックの日！」

　あんまり詳しくもなさそうだ。

「あれ、美奈子ちゃん。南な雲ぐもちゃんは？」

　七瀬の言うとおり、嬉うれし野のさんの姿がなかった。と思ったけれど、うしろをふりかえったら小走りでこちらに駆けてくる嬉野さんがちょうど見えた。

「……お、遅れましたっ！」

　そう言いながら駆けてくる嬉野さんは体操服姿だった。上は長なが袖そでのジャージを着ていて、ぴったりとした短パンから健康的なふとももが伸びている。顔のホッケーマスクだけはそのままだったけど。

「……た、体育の、片づけに時間かかって、着替える時間もなくて」

　ぺこりと嬉野さんは頭をさげる。

「……ご、ごめんなさい」

「いいっていいって。さ、みんな乗った乗った」

　小こ波なみ先生に促され、車に乗りこむ。七なな瀬せは助手席で、おれと嬉うれし野のさんが後部座席になった。と、嬉野さんはおもむろに、カバンの中から着替えをとりだす。シャツとベストとスカートだ。

　どうするのかなと思っていると、嬉野さんはすぽんとジャージの中に頭と腕を隠してしまった。もそもそと動き、ジャージの中でぺろっと体操服を脱ぐ。

　おいおいおいおい！

　慌てて窓の外へ目をやる。七瀬も小波先生もなにも言わない。ぜんぜん違う話をしている。男子のすぐ隣で着替えないで！

　女子ってこんなもんなのか？　おれは、なにか女子に幻想を抱きすぎなのか？

　いや、おれは試されているのかもしれない。

　これは試練だ。

　もそもそ、もそもそ。しゅるしゅる。ぱさん。

　やばい、これ、やばい。衣きぬ擦ずれの音、やばすぎる。

　しかも時折どこか（たぶんホッケーマスクだ）にひっかかるのか、

「あ、んっ」

　とか悩ましげな声が聞こえてくる。新手の拷問みたいじゃないか。勘弁してくれ。

　などと、もやもやしていると、やっと音が途切れた。

　終わったかな、と思って、ちらりと横目を向ける。いや、あくまでも終わったのかどうかの確認のためである。

　終わってなかった。

　もそもそ動くジャージの下のところから、ちょびっとだけ嬉野さんのおなかが見えた。小さなおへそも覗のぞいた。女の子独特の柔らかそうな肌だった。

　嬉野さんは、じぃいい、とジャージの前を開いた。スカートをとりだし、両足をつっこんでひゅるっと持ちあげる。シャツの裾すそを中に入れて、ジッパーも閉じて、ホックをとめる。くるくると折りかえし、丈を短くすると位置を調節して完了らしい。ベストをしゅぽっとかぶった。

　男子に見られるの苦手って言ったくせに、これは平気なのか！

「あ、着替え終わった？　じゃ、車だすね」

　何事もなかったかのように小波先生は言う。

　心の平静を失ったおれは多少げっそりしながらも、一連の出来事なんてなんら気にしていませんよ、というふうを装って「先生、車の運転できたんですね」と言った。

「マリオカートで鍛えたから、先生のドライビングテクニックには一目置いていいわよ」

　おれは慌ててシートベルトを締めた。嬉野さんの着替えイベントとか、それでもう頭の中からふっ飛んだ。いきなり命の危機じゃないか。

「じょーだん、じょーだん。マイケル・ジョーダン」

　おもしろくもないジョークを飛ばす、英語教師。

「グランツーリスモで鍛えたから大丈夫」

　それもゲームだ。

　七なな瀬せも嬉うれし野のさんもきっちりとシートベルトを締める。斜めうしろから見た七瀬の横顔は緊張でこわばっているように見えた。

　だ、大丈夫なのか？



　結果から言うと大丈夫だった。

　十五分ほど車に乗っていたがそんなにあぶない場面はなかった。発進してしばらくしてから「なんか遅いなあ、あ、ハンドブレーキかかったまんまだった。あはは」とかくらいのものだ。どうりできゅるきゅる音がするはずだ。

　辿たどりついたのは「あじさいの家」と看板のでている、病院とマンションの中間みたいな建物だった。緩やかなスロープをあがると駐車場にでた。

「ここってなんなの？」

　車の窓から建物を見あげつつ誰だれにともなく訊たずねる。返事をしたのは七瀬だった。

「老人ホームよ」

「老人ホーム？」

　おれがくりかえすと、嬉野さんが補足してくれた。

「……つ、月に一回、ボランティアで交流会をしてるの」

「交流会って、なに、演奏とかやるの？」

　うん、と控え目に嬉野さんは頷うなずいた。

　老人ホームで音楽の交流会。演歌とかむかしの歌謡曲とかをやるんだろうか？

　車から降りて、おれたちは建物の入口へと向かった。

　おれは通学用のカバンだけだったけれど、七瀬はギターを、嬉野さんはドラムスティックの入っているケースを抱えていた。

　自動ドアを抜けると、右手が受付だった。スリッパにはきかえる。受付のすぐ隣が小さな待合室になっている。ベンチが設置され、テレビがあり、観葉植物が飾られていた。今は誰もいない。テレビも消えている。

　受付にはキレイな女の人がいた。明るい色に染めた髪をバレッタで束ねている。看護師さんのような格好をしている。こちらに気づいてぱっと笑みをつくった。

「甘あまるりちゃん、遅かったじゃない。みんなお待ちかねよ」

「ごめんごめん」

　七瀬は手をあわせて、ぺろっと舌をだした。

「もうみんな遊戯室？」

「うん、いってあげて」

　それから女の人は小こ波なみ先生に視線を移した。

「引率お疲れさまです、先生」

「いえいえ、わたしも楽しいですから」

「南な雲ぐもちゃんも元気だった？」

　こくんと控え目に嬉うれし野のさんは頭をさげる。

　女の人は小波先生に用紙を差しだし、サインを求めた。この施設に入るための手続きらしい。それから女の人はおれを見た。

「きみが葉は山やま一いつ樹きくんだね？」

　彼女はいたずらっ子みたいな顔をする。

「あ、はい。はじめまして」

　おれは慌てて頭をさげた。ん？　なんでおれのことを知っているのだろう？

　ふむふむ、などと言いながら、女の人はあごに手を添えて目を細める。

「なかなかの好青年だね。少し貴たか也やさんに似てるかも。佃つくだ煮ににしたらおいしそう」

「は、はあ……」

　この人はなんなのだろう。貴也さんって誰だれだ？

「舞まい子こさん、変なこと吹きこまないでよ」

　おほほ、とうそくさい声で「舞子さん」と呼ばれたその女の人は笑った。

「ほら、きみもなに見み惚とれてんのよ、いくわよ」

「お、おう」

　七なな瀬せは「この人、痴漢です」とでも言う具合に、乱暴におれの手首を握った。七瀬の手はあったかかった。女の子の手という感じで柔らかい。

　ぺったんぺったんとスリッパが音を立てた。

　到着した部屋の扉には「遊戯室」というプレートが張ってあった。中から不統一の音がもれている。七瀬が扉をノックノック。

「《キャラメルアンデッド》でーす」と言って扉を開けた。

　おれは遊戯室の中を見て驚いた。

　扉の向こうにはわらわらとじいさま、ばあさまが集まっていた。ざっと二十人くらいだろうか。こちらをふりむき「ようきなすった～」とか「待っとったよ～」とかしわくちゃの笑みで言う。かなりの高齢者揃ぞろいだ。車イスに乗っている人も何人かいる。

　おれはまずこの大量の老人たちを前に足がとまってしまった。見た目は、ごく普通の隠居生活を送るご老人といった感じなのだけれど、みんなギターやらベースやらキーボードを持っているのだ。ドラムセットも一台あり、タンバリンやトライアングルを持っている人が周りに集まっていた。

　そして彼らは、こちらへ妙な指サインを向けていた。人差し指と小指を立てて、中指・薬指・親指を折りたたむ、「キツネ」の顔の部分を潰つぶしたみたいな指の形だ。

　よく見ればじいさまやばあさまのほかに、職員らしき人々もいるのだけれど、その人たちも同じ指の形をこちらへ向けていた。

　というか、七なな瀬せも嬉うれし野のさんも両手で同じポーズをとっていた。小こ波なみ先生もだ。

「なあ、七瀬。これって流は行やってるの？」

　おれも同じポーズをしてみる。

「これはメロイックサインって言うのよ」

「メロイックサイン？」

「闇やみなるものを見つめるロックな心意気」

　さっぱりわからない。

「とりあえず、きみは見学。壁のそばで所在なげにぽつんと立ってなさい」

「はあ……」

　することもないので言われたとおり、壁のそばで所在なげにぽつんと立つ。すると、すすす、と小波先生が近寄ってきた。どこで調達したのかカスタネットを装備済みだ。

「葉は山やまくん、部活、楽しい？」

「まだ仮入部ですけど」

　そもそも自分の意志で仮入部したわけでもないし。

「おれ、初心者だし、楽器とか弾ひけないですし」

　歌だってうたえないのに、ほんと、どうしてこんなところにいるのだろう？　考えだすとちょっと憂ゆう鬱うつになってくる。貴重な時間を浪費しているような気がする。

　じいさま、ばあさまは小さなグループにわかれてなにやら楽器を鳴らしている。ちょこちょこと七瀬が移動しながら指示をだしていた。嬉野さんはなぜか和太鼓をばこばこ叩たたいていて、じいさまたちがわしゃわしゃ手をすりあわせながら「ありがたや、ありがたや」と言っていた。謎なぞすぎる。

「ここのおじいちゃん、おばあちゃんも一年前は楽器なんてぜんぜんだったのよ？」

　小波先生が言い、おれは、ふーんと思った。

「でも、こうやってバンドを結成して、練習して、すごくうまくなったんだから」

「そうなんですか」

　今、この遊戯室の中は不協和音で溢あふれているけれど。

「打ちこめるものがあるのっていいことよ。葉山くんもそういうの見つかるといいね」

　そういえば、小波先生はおれが前の学校でなにをして、なにをされたのか、ぜんぶ知ってるわけだ。あまりその話はしたくないのだけど。

「なんか先生みたいなこと言ってる」

「ひどーい。ひどーい。先生だもん」

　ぷくぷくと頬ほおを膨らませた様子はやはり高校の教師とは思えなかった。

　小こ波なみ先生とそんなやりとりをしていると、ふっ、と部屋の中が静まった。おれは部屋の中央へ目を向けた。いつの間にか嬉うれし野のさんはドラムセットの前に座っていた。

　と。

　ずんちゃん、ずんちゃん、ずんちゃん、ずんちゃん。

　嬉野さんが弾むようなリズムを刻みだす。ドラムを叩たたく嬉野さんは心なしか楽しそうだ。

　そこへギターの音がかぶさる。七なな瀬せ一人じゃなくて、ギタリストもベーシストも何人もいる。さっきまでのノイズがうそみたいだった。

　演歌？　むかしの歌謡曲？　とんでもない。

　それはぶ厚いロックンロールナンバーだった。

　七瀬がうたう。朗々とした歌声がマイクにのって部屋の中を満たす。嬉野さんのシンプルなドラムのリズムが心臓の鼓動と重なった。おれの隣で小波先生がぱかぱかカスタネットで手拍子をとっている。

　そして――大合唱。

　一晩中ロックがしたいんだ、毎日パーティーだぜ、というめちゃくちゃ単純な歌詞。

　それを七十、八十くらいのじいさま、ばあさまがうたっている。みんな笑顔だった。顔中しわくちゃにしながらうたっている。
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「最初にうたったのはKISSキツスの『Rock And Roll All Niteロツクンロール・オールナイト』よ」

　七瀬が演奏した曲のレクチャーをしてくれている。

　学校の第二視聴覚室に戻ってきて、カントリーマアムやら、ポッキーやら、コアラのマーチやらを並べた簡単な打上げがおこなわれることになった。

　あじさいの家をでるときは、総出で見送られた。演奏中は驚くほどしゃっきりしていた老人たちは、しかし、演奏を終了すると滑舌も悪くなり、手足もぷるぷる震えだして、別人のようだった。「打ちこめるもの」とやらの効果なのだろうか、と思わないでもない。

「軽音楽部ってのは洋楽ばっかやるもんなの？」

　おれは紙コップに注そそいだコーラをこくりと飲んだ。ぷつぷつと炭酸が弾はじける。

「それはあたしの趣味。南な雲ぐもちゃんはピロウズとか、日本のロックバンドも好きだけど」

　残念ながらおれは日本のバンドも知らないのだ。

　嬉野さんは小波先生と向かいあい、マスクの隙すき間まからポッキーを差しこみ、もぐもぐしている。

「小こ波なみ先生が言ってたけど、みんな楽器、初心者なんだって？」

　あの年代のじいさま、ばあさまがロックというのもすごい。年配の人は騒々しい音楽を好まないのかと思っていた。

「ほとんどね。若いころにちょろっと齧かじってたって人もいるけど」

「すごいな。普通にうまかったよ」

「だから、ちゃんと練習すればうまくなるんだって」

　七なな瀬せはぱくん、ぱりぽり、ごくんとコアラのマーチを飲みこんで、

「ねえ、ちょっとギター触ってみない？」

　と言った。

「え？　いや、でも」

「遠慮しなさんな」

　七瀬はケースからとりだした自分のギターをごりごりと押しつけてくる。シールドというのをぶすんとさして、アンプ（いろいろ音を調節するスピーカーみたいなやつ。これがないとエレキギターはちゃんとした音にならないのだそうだ）につなげた。

「えっと……どう持てばいいの？」

「持ちやすいように持てばいいんだけど、まあ最初だし、座ったまま右のふとももにボディをのっけるのがいいかな」

　七瀬は自分のふとももをぺちん、ぺちん、と叩たたいた。

　嬉うれし野のさんと小波先生もなにやらこちらに興味を示し、覗のぞきこんでくる。

「ギターを弾ひくには、コードっていうのを覚えなくちゃいけないんだろ？」

　それくらいの知識はおれにだってあった。

「べつにそんなに海え老びフライぶらなくてもいいわよ」

「海老フライぶる？」

　しゃちほこばる、のことか？　天守閣に飾られてるしゃちほこは、べつに海老フライではないと思うんだけど……。

「まず、基礎の基礎だけど、ドラミって増えてくのが『音階』ね」

「それは未来の猫型妹ロボットだ」

「ドレミの音の階段を『Ｃメジャースケール』と言います。『ハ長調音階』ってやつ」

　ふむふむ。すでによくわからない。

「ドレミファソラシドを日本語に対応させると『ハニホヘトイロハ』ってなるんだけど、英語圏では『ＣＤＥＦＧＡＢＣ』で表すの。はい、復唱」

「ＣＤＥＦＧＡＢＣ」

　少し考えてみて、おぼろげながら理解した。ＡＢＣではじまるアルファベットの順番がずれているわけだ。イロハと並べてみると、わかりやすいかもしれない。ＣではじまるからＣメジャースケールで、ハではじまるからハ長調音階か。暗号みたいだな。

「弦は六本で、ドレミファソラシドよりも少ないけど？」

　七なな瀬せは教師ぶっているのかなんなのか、人差し指を立てて解説口調で答える。

「各弦ごとに鳴ります。一弦はＥＦＧＡＢＣＤＥ、二弦はＢＣＤＥＦＧＡＢって具合にフレットの上からポジションが決まってるわけ」

「フレット？」

「ギターのネック、つまり」

　と、七瀬はギターの本体からつきでている細長い棒のところをすっと撫なでた。七瀬の耳からさらりと髪がこぼれて、いい香りがした。おれはちょっと身をひいた。自意識過剰なのかな。七瀬は男子とこんな近くになって気にならないのかな。

「ここに、くっついてる金属の棒のこと」

　ちなみに、と七瀬はギターの各部位の名前を教えてくれた。

「覚えること多いな」

　頭がごちゃごちゃしてきた。やはりおれには弾ひけないかもしれないと思った。

「だからそう社長頬ほお張ばらなくても大丈夫だって」

　高そうなスーツを着た男をもぐもぐ食べている秘書の映像が頭に浮かんだ。

「いちいちゾンビっぽい」

　しゃちほこばる。しゃっちょこばる、とも言う。「緊張する」の意。

　七瀬はぐるりとおれのうしろに回り、すっと左手を伸ばしてきた。

　瞬間。

　ぞわぞわっ。

　背筋に鳥肌が立った。『魔女の宅急便』で犬にべろんと舐なめられたジジみたいになる。

　うしろから抱きつくみたいにしてきたので七瀬の胸が当たっているのである。けっこう大きい。しかしまた江え口ぐちとか呼ばれるとしゃくなので、ぜんぜんなんともないですじょ、という顔をしておく。

「なに、ガンダムみたいな顔してるのよ？」

「どんな顔だ」

「ちょっと、ちゃんと見てなさいよ」

　妙に甘い声で七瀬は言う。耳に息がかかる。こいつ、おれが男子だという自覚がないんだろうか。っていうかおれ、異性として認識されていないのかもしれない……。

「コードについてちゃんといろいろ教えなきゃいけないんだけど、そういうのはいきなりだとつまんないから、まずこれ、Ｆ、押さえて」

　七瀬の言うとおりにＦとやらを押さえてみる。

「そのままね」

　七なな瀬せは少しはなれ、「ピック持ってみそ」とおにぎり型の小さなプラスチックの板をわたしてくる。右手の親指と人差し指でそのピックを持って、手の平全体はブリッジという部分に軽くのせ、手首のあたりを軸にして均等に弾ひきおろす。

　ばーん。

　自分でも驚くほどに伸びやかな音がでた。

「いい感じ、いい感じ。指が長いのね羨うらやましいわ。つづいてＧ」

　七瀬はまたおれの背中にくっついて、左手が押さえる場所を指示する。からだがぴったりと密着する。平静を装いつつ真ま似ねをして弦を押さえる。

「鳴らしてみて」

　右手をふりおろしてみるが、さっきより、音がひずんでしまった。下心のせいかもしれない。

「悪くはないわ」

　七瀬はフォローを入れてくれる。

「パワーコードは簡単だから押さえられるでしょ」

「ふーん」と頷うなずきつつ、なに一つわかってはいない、おれ。

「で、今度はＦＧＧＦＧって弾いてみてよ」

　ゆっくりとやってみる。だがうまく指が動かない。

「まずＦを押さえるでしょ、で、リラックス」

　力を抜く。

「指の形は変えずにスライドさせてＧを押さえる。力を抜いて、移動して、押さえる」

　力を抜いて、移動して、押さえる。

　力を抜いて、移動して、押さえる。

「いい感じ」

　七瀬は言って、おれからはなれる。ほっとしたような、若干もったいなかったような。

「このリズムでやってみてよ」

　七瀬はぱちぱち手を叩たたきながら口笛を吹いた。それにあわせてＦＧＧＦＧをやってみる。まったく驚いたことに、それはＣＭかなにかで聴いたことのある曲になった。たったこれだけなのに。

　七瀬を見やる。つづけろ、と目が言っている。

　ときどき音をはずしながらも、おれはＦＧＧＦＧをくりかえす。

　そして。

　七瀬は、おれのたどたどしいギターにあわせてうたいはじめた。

　再びそっとおれのうしろへ回り、おれの左手を誘導する。新しいコードを押さえると音が乱れた。でも、七なな瀬せはおれのギターにあわせて途切れずにうたう。

　ぼくの心はきみに奪われてしまったYou really got me、という単純なフレーズをくりかえす歌だった。

　歌が終わるとどこまでギターをつづけていいのかわからなくて、途中でぶつりと演奏をやめるしかなかった。弦を押さえていた左指のおなかにじーんとしびれるような感覚が残っている。嬉うれし野のさんと小こ波なみ先生が拍手してくれた。

「はじめてにしてはなかなかよかったわよ」

　七瀬はにっこりと笑った。おれはなんだか照れくさくて頭をかいた。

「今の、むかしＣＭかなんかで聴いたことある気がする」

「The Kinksキンクスの『You Really Got Meユー・リアリー・ガツト・ミー』。ビートルズ、ローリング・ストーンズ、ザ・フー、それからキンクスでイギリスの四大バンドって言われてるの。はじめて弾ひいた曲なんだから覚えておきなよ」

「……ああ、うん」

　おれはもう一度左の指を見つめる。指が熱い。

「どんな感じ？」

　七瀬がおれに訊たずねた。

「え？」

「楽しかったでしょ？」

「ん」

　あやうく楽しかったと答えそうになった。でも、そう答えたら軽音楽部に入らなければいけなくなりそうな気がして口にだすのはためらわれた。

「あれだ、ぱっと時計見たら自分の誕生日と同じ数字が並んでた、みたいな感じ」

　七瀬は梅干しでも食べたみたいな顔をした。
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　が、おれの言葉で七瀬はなにかに気づいたらしい。不意に腕時計に目をやった。

「あ、やば。南な雲ぐもちゃん、まじごめ、あたし帰らないと」

　七瀬はばたばたとギターケースとカバンを抱える。

　嬉野さんはこくんと頷うなずいた。

「……平気だよ。片づけとく」

「さんきゅ。あ、美み奈な子こちゃん、あたし先帰るから」

「気をつけてねー」と、小波先生は手をふった。「さて、先生もぼちぼち職員室戻るかな」

「きみ」

　七瀬はおれを指さす。

「ＣＤちゃんとぜんぶ聴いておくように」

「へいへい」

「拙者、これにて失礼いたす」

　七なな瀬せはばふばふとスカートを上下させながら駆けていった。

「それじゃ先生も戻るから。あとよろしくね」

　小こ波なみ先生もでていく。

　教室にはおれと嬉うれし野のさんだけが残された。嬉野さんは早速、片づけをはじめている。紙コップを重ねて、お菓子を包んでいたプラゴミを集める。おれもなにかせにゃと思い、掃除用具入れからほうきとちりとりを持ってくる。床にお菓子のかすが落ちているのでそれをせっせと集めた。

「七瀬は、なにか用事でもあるのかな？」

　ちりとりに集めたゴミを教室のうしろのゴミ箱まで持っていきながら、なんとなく疑問に思って、おれは呟つぶやいた。思いかえせば、七瀬は昨日も一人先に帰っていったな。

「……えっと、甘あまるりちゃんは」

　嬉野さんは、なにか言おうとしたのだけれど、でも途中で――、

「あっ」と、声を裏がえした。

「え、なに？」

　とっさにふりかえろうとしたおれは、しかし。

　バチン。

　またも意識を失った。



「……は……まくん……はや、まくん……大丈夫？」

「んん……」

　なにか柔らかい感触がある。低反発枕まくらにしては弾力がある。ふにふに、ふにふに。

「……は、葉は山やまくん？　ひやん、あの、そこ、ふ、ふともも」

　覚かく醒せいした。まぶたを開けた瞬間そこにジェイソンがいた。

「うあああああああああああああああああああああああああっ!?」

　飛び起きようとして、

「きゃああああああああああああああああああああああああっ!?」

　首になにかが巻きついた。なにかっていうか嬉野さんの足であった。おれの声に驚いたらしい。柔らかくてすべすべのふとももがぎゅっと締まり、おれの頸けい動どう脈みやくを圧迫する。

「ぬあっ」

　天然なのか、狙ねらっているのか知らないが、完全に「首４の字固めフイギユア・フオー・ネツクロツク」になっている。頭の中が沸騰したみたいに熱くなる。やばい、これ、このままだと失神しかねない。すまん、嬉うれし野のさん、と心の中でわびて、えいっとからだをひっくりかえす。

「ひゃう」

　嬉野さんもおれも床に四よつん這ばいみたいな体勢になる。首４の字固めは、うつ伏せになることで逃げることができる。ということをおれは真ま綾あやのプロレス技実験台になっている間に気がついた。ちなみに、かのアントニオ猪木も往年の悪役レスラーであるタイガー・ジェット・シンにこの技をかけられ、失神したことがある。

「嬉野さん」

「…………は、はい」

「これ、かなりギリギリだと思う。おれ、目閉じてるから先に立ってくれないかな？」

　今現在、おれの顔の左右には嬉野さんの生ふとももがある。しかもスカートがおれの頭の上にふぁさりとのっている状態だ。相当ギリギリである。

「……う、うん」

　もそもそ動いて嬉野さんは立ちあがった。おれもゆっくりからだを起こす。ひどい目に遭った。でも、どうしてこんなことに？　と、思ったところでそいつの姿に気づく。

「……ゆ、由ゆ亜あ」

　鳳ほう仙せん花か由亜がちょこんとイスに座っておれのほうを見ていた。手にはカントリーマアムがあって、それをもしゃもしゃ食べている。

「な、なにしてんの？」

「葉は山やま先輩の無様な姿を見ていました」

　ひょこひょこ、と結んでいる由亜の髪が動いた。

「おまえどこから見てた？」

「葉山先輩が、あ、いえ、南な雲ぐも先輩のふとももに膝ひざ枕まくらさせていたと思ったら急にいやらしい手つきでふとももを揉もみしだきはじめた変態の葉山先輩が奇声をあげて起きあがり、その後、嬉野先輩を押し倒して、スカートの中に頭をつっこんでたくらいしか見てません」

「ほぼぜんぶを見ていたと」

　かなり歪ゆがんだ解釈がくわえられているけれど。

「って言うか、おまえ、またスタンガン使っただろ？」

「言いがかりはやめてください、この黄色ブドウ球菌風情が」

「なにを言ってるのかさっぱりわからない。それより、なんなんだよ、いちいちスタンガンで気絶させやがって」

　由亜はむっとした表情を浮かべる。

「自業自得です」

「なんでだよ！」

「由亜は警告したはずです。軽音楽部には入るなって」

　そう言えば、そんなこと言われていた。なんかすっかり忘れていた。

　そこへ、嬉うれし野のさんがおずおずと前にでてきた。

「……ゆ、由ゆ亜あちゃん」

　そう呼びかける。おれは嬉野さんのほうに視線をやった。生あい憎にく、ホッケーマスクのせいで表情は見えなかったけれど。いや、そもそも嬉野さんの素顔を見たことがない。ジェイソンは確か、顔が変形していて子供時代にいじめられていたんだっけ、とどうでもいいことを思いだした。

「なんですか、南な雲ぐも先輩。相変わらず、安っぽいお面なんてかぶってるんですね」

　由亜の口ぶりから察するに、二人は知りあいのようだった。

「二人は顔見知り？」

　嬉野さんはこくんと頷うなずいた。

「……ゆ、由亜ちゃんは、その、軽音楽部の部員だから」

「え、そうなの？」

　おれは由亜のほうに視線を戻した。由亜は心なしか頬ほおを膨らませている。

「違います。ちらりと仮入部期間に顔をだしただけです」

「ちょ、待てよ。おまえ、バンドなんてやってたのか？」

　鳳ほう仙せん花かの家は音楽一家だけれど、ロックバンドなんてものとは程遠い。もっと正統派というかクラシックな分野で活躍しているはずだ。実際、由亜も中学のころは吹奏楽をやっていたではないか。それがなんでまた軽音楽なんて？

　というおれの疑問に答えるべく、由亜は親切なのか、ただ言いたいだけなのか、回想モードに突入した。

「あれは中二の夏休みのことでした」

　窓際のほうに歩いていって、包装を破ったロールケーキを一本まるごと捧ささげ持もち、端っこからふがふがと食らいつく。

　由亜がロールケーキを食べながら語ったことを要約すると、つまりはこういうことだった。家族旅行でカナダにいった際に、父親の仕事の関係者から音楽フェスのチケットをもらったらしい。そこで体験した音楽は、由亜がこれまで触れたことのない種類の音楽だった。鼓膜を破壊するかのような爆音で鳴らされる生のライブを経験した由亜は、

「すっかりロック少女になってしまったのです」

　だそうだ。

「知らなかった」

「なんでも知らせると思ったら大間違いです。うぬぼれんなです、このグルタミン酸が」

　グルタミン酸はべつに悪口ではないと思う。

「よくわからないけど、要するにおまえはロックが大好きなわけだ。素晴らしい。おまえにぴったりの部活があるぞ？　軽音楽部だ」

　おれは自分の足もとを指さして見せた。ここは軽音楽部の活動場所である第二視聴覚室だ。

「軽音楽部ってのはロックとかやるんだ。ぴったりだろ。そしておれは辞める。いや、名前くらいは貸してやってもいい。それで四人だ。廃部じゃなくなる。万事解決だ」

「無理です」

　由ゆ亜あは即答する。

「なんでさ？」

「はあ？　葉は山やま先輩の耳はシリカゲルでできてるんですか？」

「おれの耳は乾燥剤じゃない」

「由亜は、この軽音楽部ではやっていけそうもありません」

「だから、なんでだよ？」

　と、そこまで言って、そういや由亜は昨日「七なな瀬せ甘あまるりがいるから軽音楽部には入るな」とおれに忠告だか警告だかをしにきたことを思いだした。

「おまえ、七瀬となんかあったのか？」

　問いかけると、由亜は鷹たかの団の隊長を睨にらむ黒い剣士みたいな目でおれを見た。

「あの女狐ビツチとは音楽の方向性の違いにより、袂たもとを分かちました」

「なんだ、その、バンドの解散理由みたいなのは」

　いや、まあ実際、バンドの解散理由なのか。

「由亜が好きなのはベースの重低音がきいたずしりと重いハードロックなのです」

「ふむ」

「それをあの女狐ビツチ、ベースのチューニングをきっちりしろとか言いやがるんです。わざとダウンチューニングしてべろんべろんの低音にしてるのに！」

　ばしばしと由亜はその場で地団太を踏んだ。

「なに言ってるのかよくわからんけど、おまえがベーシストなのは理解した」

「でてるとこでてて、ひっこむとこひっこんでんのも許せません！」

　なんの話だ？

「そもそもパンクとか軽すぎですよ。シド・ヴィシャスなんてベース弾ひけてないし！」

「おまえはベース弾けるんだろ？　即戦力じゃないか。おまえと七瀬と嬉うれし野のさんの三人で仲良くやればいいのに」

「なに聞いてたんですか、あんぽんたん！」

「おまえのこだわりとかよくわかんないんだよ」

「呪のろわれてしまえ！　まんがを買ったら、それはぜったい落丁本である呪いにかかれ！」

「意味わからん」

「ふん、まあべつにいいです。どうせあと一週間もしないうちに軽音楽部は廃部です。葉は山やま先輩一人では結局人数足りないですし」

「だからおれは名前だけ貸してやるって。おまえが入れ。なんなんだよ。むかしは『いつきお兄ちゃん大好き』って言ってたのに」

「う、うるしゃいっ！」

　由ゆ亜あはぼひゅんっと湯気を立てて顔を真っ赤にした。

「そんな黒歴史、忘れろです！　食らえっ！」

　由亜はその場でバネをためて、思い切り飛びあがった。

「ぐあっ」

　由亜の頭がおれのあごをばっちり捉とらえていた。目の前で星がまたたき、おれはバランスを崩してうしろにすっ転んだ。

「くそ、なにしやがる」

「……だ、大丈夫、は、葉山くん？」

　嬉うれし野のさんが心配してくれる。

「くうう……」

　床に尻しりをつけたまま由亜を見あげると、由亜のほうも自分の頭のてっぺんを押さえて涙目になっていた。こいつも痛かったらしい。

「おまえ、なにやってんだよ」

「悪は最後には滅びるのです！」

　由亜はそう捨てゼリフを残して教室からでていった。

「おまえのほうが、よほど悪役じゃないか」

　なんでおればっかりこんな目に？



    

  
    
      

４章　「な、なんでやねん」



　白々とした蛍光灯のあかり。ひびわれた校舎の壁。消しそびれた黒板の文字。二分遅れて進む時計。たくさんの顔と目。笑い声が聞こえる。遠くで、近くで反響する――。

　久しぶりに最悪な夢を見た。はらわたが煮えくりかえるような思いで目が覚め、枕まくらを殴りつけた。ずぼん、とこぶしが沈む。頭をがりがりとかき、ため息をついた。スウェットを脱いで制服に着替える。洗面所で顔を洗って、ついでに頭も水道水でじゃばじゃば濡ぬらして、それでようやく平常心をとり戻せた。

「なにしてんの？」

　寝起きのいつもどおりの爆発頭をした真ま綾あやが鏡越しにおれを見ている。

「なんでもないよ」

　滴る水滴を拭ぬぐいながらそう答えて、朝ごはんの用意をするために台所へ向かった。



　真綾と向いあわせになってピーナッツバターを塗ったパンを頬ほお張ばる。真綾はちらちらと時計を確認していた。

「なに、今日、家でるの早いの？」

　おれがそう訊たずねると、真綾は首を横にふった。緩くカールした髪がはねる。

「うんにゃ、甘あまるりちゃんがそろそろきてもいいんじゃないかと思って」

　そういえば、昨日も朝食の時間に襲撃に遭ったのだっけ。

「べつに約束してるわけじゃないし、くるとは限らないけど」

　昨日の放課後は、ずいぶん慌てて帰っていった。七なな瀬せはなにか用事があるらしいけど、由ゆ亜あのせいでそのことを嬉うれし野のさんに聞きそびれてしまった。

　家をでる時間になっても七瀬はやってこなかった。なので、一人で電車に揺られて学校へいった。教室に辿たどりつくと、七瀬は自分の席でくてっと、つっぷしていた。耳にしているイヤフォンから、しゃかしゃか、と音が漏れている。どうやら七瀬自身も朝練には参加してないみたいだ。そうなると嬉野さん一人だったのだろうか。

「大丈夫か？　ゲームのやりすぎで寝不足か？」

　自分の席にカバンを置いてから七瀬のそばにいって声をかけてみる。

　むくり、と七瀬はからだを起こした。大儀そうにイヤフォンをはずす。

「……ん、おはよ」

　七瀬の目はなんとなく淀よどんでいる。しょぼしょぼしていて、口も隠さずに大きなあくびをした。むにゃむにゃ、と閉じられる。手の平で前髪をぺたぺたと撫なでつけた。

「ほんとに大丈夫か？」

　七なな瀬せはごしごしと目をこすった。

「ちょっと寝たりないだけ。気にしないで」

　七瀬は女子なのだし、男子にはない大変なこともあるだろう。あまり触れないでおく。

　あのさ、とおれは話題を変えた。前のイスを借りて、七瀬のほうを向く形で腰かける。

「七瀬、鳳ほう仙せん花か由ゆ亜あと知りあいだろ？」

　訊たずねると七瀬は露骨に嫌そうな顔をした。軽くモザイクをかけといてほしい顔だった。

「なんできみが、あの子のこと知ってるのよ？」

「いとこなんだ」

「いとこ？」

「そう。あいつさ、軽音楽部の部員なんだろ？」

「違う」

「でも仮入部にはきた。なあ、おれを正部員にするんじゃなくて、あいつを呼び戻せよ」

「やだ」

　七瀬はむすっとしたままそっぽを向く。

「なんでだよ？」

「もちろん、あの子がもう一度やりたいって言うんなら入部を許可するけど、そうじゃないならやだ」

「だからなんでだよ？　いい案だと思うんだけどなあ」

「あの子とは根本的に趣味があわないから」

　由亜もそんなようなことを言っていたか。

「でも、あいつ、おれよりはずっと頼りになるだろ？　楽器も弾ひけるし。音楽の趣味なんてすりあわせればいいじゃないか。おれ、名前だけなら貸してもいいし」

「あの子、あたしのレス子、バカにしたの」

　雑ぞう巾きんを固く絞るような顔をする七瀬。

「ワッツ・レス子？」

「ギターの名前。レス・ポールだからレス子」

　七瀬のネーミングセンスは微妙だなと思った。レス・ポールというのがギターの名前らしい。七瀬はケースのファスナーをじぃいい、とあけて中のギターをとりだす。朝日を受けてボディーが光った。

「これ、お父さんからもらったものだから大切なの」

「親子でギター弾いてるのか」

　こくんと七瀬は頷うなずいた。

「それをあの子、『そのボロギター買いかえたほうがよくないですか？　見苦しいですよ』なんて言ったのよ！」

　言われてみれば表面には細かな傷がある。シールをはがしたようなあとも残っていた。

「由ゆ亜あはそういうこと言いそうだ。おれも何度真実の槍やりで串くし刺ざしにされたことか」

「許せないわ！」

　声高に七なな瀬せは言う。

「べつに、そのくらい大したことじゃないじゃないか」

「レス子はお父さんの形見だもの、あたしにとっては大切なことなの」

　おれはその場で固まった。七瀬の目をじっと見つめる。七瀬もおれのほうを見て「なによ？」と眉まゆを寄せた。

「……今、さらりと重大発言を？」

「お父さん、車に轢ひかれそうになった子供を助けて転んだときに打ちどころが悪くて死んじゃったの。浦うら飯めし幽ゆう助すけみたいな死にかたよね。あたしがまだ小学五年生のときだったわ」

　おれはなんと言っていいのかとっさに思いつかず、口をつぐんでいるしかなかった。教室の中はおれの沈黙など構わずに賑にぎわいを増していく。

「なに、しなびたヘチマみたいな顔してるのよ？」

「そんな顔はしてないけど……なんか、悪い。そんな話させて」

「べつに。もうずっとむかしの話だもの。お父さんも今ごろは霊界探偵で忙しくしているに違いないわ」

　見たところ、七瀬に無理をしている様子はない。父親の死を引きずっているというわけでもないようだ。

「ほら、ここ見て」

　七瀬はギターをおれに差しだす。そこにはひときわ大きな傷があった。

「これが、お父さんが子供を助けたときにできた傷。お父さん、飛びだしたときもギター背負ってたのよね」

　七瀬は指でその傷を優しくなぞった。

「これは消しちゃいけない傷なの」

　どこか愛いとおしそうな調子だった。大切な父親の形見を見苦しいなどと言われれば、それはケンカにだってなるのかもしれない。

「七瀬の音楽好きは父親経由なわけだな」

「そ。お父さんはギターがすごくうまくて、歌はちょっとあぶなっかしくて、でも、すごくカッコよかった。あたし、ファザコンなのかも」

「なんだっけ、パンクロック？　今一つわからないんだけど、由亜が好きなのはハードロックってやつで、七瀬が好きなのはパンクロックなんだよな？　どう違うわけ？」

「音の違いで言えば、パンクは速い、短い、お手軽。ハードロックは重い、厚い、技巧的ってところね」

「よくわからん」

「ほんとは明確な定義があるわけじゃないわ。パンクには『こういうもの』という定義なんてないの。あえて言うなら、みんなが嫌がったり、『それは違う』ってことを進んでやるのがパンク。みんなが右を向くなら左を目指し、叱しかられたら中指を立てて唾つばを吐く」

「反抗期の中学生みたいだな」

「ロックは子供のものなのさ」

　うそぶいて七なな瀬せはギターをちょろちょろとつま弾びいた。アンプを通さないままの生の音でも、昨日おれがちまちま鳴らした音よりも格段に美しい。

「お、すごいね。プロみたい」

　生徒会書記の吉よし川かわさんがやってきて、ぱちぱちと拍手をする。

「ほんとうまいな。まじでプロデビューとかできるんじゃないか？」

　おれも思ったままを口にした。

　七瀬は照れくさそうに笑っていた。

　そのとき、かさかさと風で本のページがめくれるような音がして、おれはとくに深い意味もなくそちらに視線を移した。

　窓際の席に六組と他クラスの混合グループがあった。そいつらはこちらを見ながら笑っていた。本のページがめくれるような音は、そいつらの笑い声だった。

「ほかの人とはちょっと違うんですアピールとかイタイって」

　そいつらの一人がそう言ったのが聞こえた。

「洋楽詳しいからみんなより一段上みたいな態度もどうかと思うよな。勘違い女」

　せせら笑うように言う。その声を聞いて吉川さんは笑顔をひっこめた。

「なんだ、あれ」

　おれは窓際の連中を見る。連中はあきらかに七瀬のことを話題にしていた。

「日下部くさかべくんたちね」

　吉川さんが嫌悪感を隠さずに言い、メガネを押しあげた。

「ほっといたほうがいいよ。あんまり評判良くない人たちだから」

　と、そのとき。

「なにか文句あるの？　だったらはっきり言いなさいよ！」

　七瀬が荒々しく席を立った。教室は一瞬、水を打ったように静まりかえる。おれも吉川さんも驚いて、七瀬のほうをふりかえった。七瀬は鋭い目をしていた。

「ほら、なんとか言いなさいよっ！　勝負してやるわっ！」

　おれはすぐに窓際のほうへ視線を戻す。そいつらはまだにやにや笑っていたけれど、とくになにかを言いかえすでもなく、ぞろぞろと教室をでていった。それと同時に教室の中もとりあえずは平静をとり戻す。七瀬は不服そうな顔をしていたけれど、とすん、と自分の席に座り直した。

「ふん、根性なしの水虫どもめが」

「今のなんだよ？」

　やけに感じの悪い連中だった。聞こえよがしの嫌いや味みなどを言いやがって。

「元軽音部」

「げ、あいつらも？」

「だらだらできると思って入部したいい加減なやつらよ。やる気ないし、練習しないし。注意したらこなくなるし」

「ふーん」

　もう一度、あいつらがでていった教室の扉のほうを見て、それから七なな瀬せに向き直る。

　七瀬は「腹の虫が治まらぬ」と言いながら、のど飴あめをとりだし、ばりばりと噛かみ砕くだく。

　おれは、七瀬が「マイノリティ」をうたっていた姿を思いだした。



　　　　　◆◇◆◇◆



「ごめ、ねむ」と七瀬が言ったので、今日はナナセ記念日。昼休みは練習はなかった。ので、洋よう平へいと学食へいく。人気メニューはすぐになくなってしまうから、急がなければならない。おれたちは廊下を走った。だが、渡り廊下を通過したところで、

「きゃあっ!?」

「うわっ!?」

　おれは角を曲がってきた女子を勢い余って押し倒してしまった。

「おいおい、大丈夫かよ？」

　洋平の声が上からふってくる。

「いてて、なぜ、転入初日にパンをくわえてとかではなくこんな中途半端なところで」

　などとぼやきつつ、おれはからだを起こす。

「あの、ごめん。大丈夫？」

　だが、それがいけなかった。

「ちょっと待って」

　その女子が声をあげる。それもそのはずだ。倒れた拍子に、おれの制服の第二ボタンが彼女の着ているセーターの編目にからまってしまったらしい。おれが立ちあがろうとすると、彼女のセーターがほつれてしまう。

「動かないで」

　彼女は冷静な口調で言った。そうは言われても、おれ、廊下のまんなかで女子を押し倒しているんだけど。これはまずいだろ。ああ、注そそがれる視線が痛い。とはいえ、おれはやはり動けない。四よつん這ばいになって彼女の上にまたがっているしかない。おれのもものあたりに、彼女の細っこい腰がある。

「ご、ごめん」

「はずすから、じっとしていて」

　おれの下になっている彼女は細い指を伸ばして、ひっかかっているボタンをはずしにかかった。

　そこではじめて、おれはめちゃくちゃ至近距離にある彼女の顔を見てしまった。

　きりっとした眉まゆ、切れ長の瞳ひとみ、薄い唇、シャープな顔立ちだ。濡ぬれたような黒髪が床に散っている。甘い花のような香りがした。セーターと一緒にワイシャツもひっぱられていて、かすかに鎖骨と胸元が覗のぞいている。

　慌てて目をそらした。そうしてみても、おれと彼女のからだは密着したままだ。

「そんなにひっぱられると、とれないんだけど」

「ごめん」

　おれは腕をまげて彼女との距離を縮める。吐息が首筋に当たった。心臓に悪い。

「はい、とれた」

「……ありがとう」

　おれはほっとして、それでやっと起きあがる。



    

  
    
      



    

  
    
      　手を貸そうとしたけど、それには構わず彼女も自力で起きあがった。ぱんぱんとほこりを払う仕草をする。

「ほんと、ごめん。セーター伸びちゃわなかった？」

「べつに。この場で三回まわってワンダーフォーゲルと言えば許してあげる」

「え？」

「ジョークよ」

　あまりに淡々と言うので一瞬、冗談だとわからなかった。とりあえず、「はは」と笑っておいた。彼女は値踏みでもするみたいな目でおれを見る。

「校内では走らない。そんなの小学生でもわかることだと思うけど？」

　怒っているというよりかは、冷めているという印象に近い、抑揚のない声で彼女は言った。

「学食のメニューがなくならないうちにと思ってつい……」

「関係ない。ルールは守って。ほかの生徒にも迷惑だから」

「ですよね」

「あなた、六組の葉は山やま一いつ樹きくん？」

「え？　あ、うん」

　彼女は目を細めた。頭からつま先まで舐なめるように見られる。

「あの……？」

　彼女はふんっと鼻を鳴らした。「ああ、あなたが、あの」というニュアンスを感じた。

「校内では走らない。今後は守って」

　それだけ言うと、彼女はこちらに背を向けて立ち去っていく。

　なんだったんだ、とおれが呟つぶやくと、洋よう平へいが言った。

「今の生徒会長殿だよ。八組の美み鈴すず菫すみれ子こ。一部で《氷の女王》って呼ばれてる。踏んでください、って希望する男子があとを絶たない」

「なんだそれ」

「《女王》を組み敷くなんて、やるな、おまえ」

「不可抗力だし。ってか、なんでおれの名前知ってたんだろ」

「それは、おまえが転入生だからだろ」

　なるほど、それもそうか。

　その後、おれたちは学食に急いだが、もうかけそばしか残っていなかった。無念なり。



　で、放課後。

「文化祭の説明会があってちょっと遅れるから、英語科室にカギとりにいっといて」

　七なな瀬せはそう言い、荷物を抱えて教室をでていった。眠気はとれたのだろうか？

「おれは、なんの了承もしていないんだけどな……」

　というかおれの参加は完全に義務づけられていた。まあ、これでおれが帰ってしまったら、事情を知らない嬉うれし野のさんが困るかもしれないから、はなはだ不本意ではあるのだけれどカギをとりにいこう。おれって律儀でいいやつだな。

　文化祭は夏休みあけの九月末におこなわれる。らしい。七なな瀬せは一応、軽音楽部の代表なので参加を考えているのならば説明会に参加しなくてはならない。もっとも、九月まで軽音楽部が存続しているのかどうか疑問だけど。

　特別教室のカギは担当教諭が管理している。第二視聴覚室のカギは英語科室にある小こ波なみ先生の机にある。もちろん、合カギもあって、それは職員室に保管されている。ただ、そっちを生徒が使用することはめったにない。

　教室をでて廊下を進み階段をおりる。と、ちょうどいいところで嬉野さんを見つけた。はじめはホッケーマスクに度肝を抜かれたりもしたけれど、慣れてくると目印になっていいような気もする。嬉野さんはケータイを耳に当てていたけれど、これまたいいタイミングで通話を終えたようだった。

「嬉野さん」

　声をかけて一段階段をおりた、そのときだ。

　うしろから「あ、ごめん」と、誰だれかにぶつかられた。おかげで踏みだした一歩が自分で思っていたよりも大きな一歩になってしまった。がくん、とからだのバランスが崩れた。

「やばっ」

　とっさに手すりに左手を伸ばした。が、届かず。

　その瞬間、今まで眠っていた驚異の能力に目覚め――たりすることは残念ながらなく、ただ重力に従っておれは落下した。つまりは、嬉野さんめがけてダイブしたようなものだった。昼休みには美み鈴すず会長と衝突したし、今日は厄日なのか？　いや、最近めっきりついていない。

　人間の脳の不思議というか、嬉野さんと衝突するこの一秒ほどの短い時間を、おれはひどくゆっくりと認識していた。そのくせ、空中ではいかなる回避行動もとれなかった。

「きゃあ」

　嬉野さんはかわいらしい悲鳴をあげた。

　おれに認識できたのはそこまでだ。

「ぐはっ」

　背中に激痛が走った。おれは嬉野さんによって投げ飛ばされていた。

「……ご、ごめんなさい、いきなりだったから、反射的に」

　ごほごほと咳せきこみつつ、おれは嬉野さんを見あげる。

「い、いや……こっち、こそ…………あ」

「え？　ひゃ！」

　嬉うれし野のさんは慌ててスカートを押さえた。おれが床に倒れたままで見あげたから勘違いしたのだ。いやまあ、一瞬、水色のリボンが見えたけれども。しかし、おれの「あ」はそれを見たから発せられたのではない。おれは自分の顔を指さした。

「えっと、嬉野さん……マスク、はずれてる」

　ホッケーマスクがはずれていた。たぶん、今の一連の動作の途中でぶつかってしまったのだろう。

　ジェイソンは幼いころから顔が変形していたという、かわいそうな過去を持つ。そのせいでジェイソンはいじめられていたわけだ。おれは嬉野さんのホッケーマスクについてはあまり深いことを訊たずねないようにしていた。もしかしたらジェイソン的なナイーブな事情があるかもしれなかったからだ。

　が、しかし。

　今、おれの目の前に立っている嬉野南な雲ぐもは――。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　嬉野さんは顔を真っ赤にして、ずぼんと白いベストを頭までひっぱりあげて顔を隠すと、わき目もふらずに、実際、ほとんど視界はきかなかったに違いないのだけど、ばたばたと走り去っていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　おれはその場にとり残された。床に座りこんだまま動くことができない。一連のやりとりを目撃した連中は、でも、少しすると平静をとり戻し、その場からはなれていく。

「あれ、葉は山やまくん、そんなところでなにしてるの？」

　吉よし川かわさんがとおりかかって、おれに言った。

「世界平和のために自分はなにができるんだろうって考えてたんだ。あと、夕飯はお好み焼きが食べたいなとか。お好み焼きは地球温暖化にどう影響を及ぼすのかとか」

「葉山くん、その、大丈夫？　頭打ったりしてない？」

「たぶん」

　小さな顔に、こぼれそうな大きな瞳ひとみ。はっきりした輪郭の小さな唇と、形のいい鼻。ホッケーマスクをはずした嬉うれし野のさんは直球どまんなか、おれの好みの美少女だった。



　　　　　◆◇◆◇◆



「ちょっと、どういうことよ？」

　七なな瀬せはたいそう立腹している。ぎりぎりとおれの胸倉をねじりあげた。

「いや、おれのせいではないと思うんだけど……」

　結局、嬉野さんはどこかへいったきり第二聴覚室へはやってこなかった。おれは七瀬が文化祭の説明を終えてここにくるまで一人でぽつーんと座って待っていたのだ。何度帰ろうと思ったことか。ただ、のちの報復が怖くて待ちつづけていた。

　七瀬は嬉野さんのケータイに電話をしたが、電源を切っているのか、電波が届かないところにいるのか、応答がないらしい。

「きみが悪い」

　気味が悪い、って聞こえた。七瀬はおれの胸倉から手をはなす。

「投げ飛ばされたのはおれのほうなんだけど」

　まだ腰と背中に鈍い痛みが残っている。

「ありえない。人前で素顔をさらすことになった仮面ライダーの気持ちがきみにわかる？」

「もはやただのライダーだな」

「もういい」

　七瀬はスタンドに立てかけていたギターを布で拭ふいて、ケースの中にしまった。

「帰るの？」

　七瀬は胸の前で腕を組み、すっと目を細めておれを見る。

「きみ、ちょっとつきあいなさいよ」



　駐輪場にいって、七瀬は自転車のカギをはずした。

「昨日は乗せてあげたんだから、今回はきみの運転ね」

「ん」

　七なな瀬せの自転車にまたがる。サドルが一番低い状態にあわせられていて、足を地面につけると膝ひざがあまってしまった。こうしてみると、七瀬はスタイルがよくて足も長いのだけれど、それでもおれよりは小さいのだな、と思った。まあ、許容範囲の高さだ。

　わしっと七瀬に肩を掴つかまれる。それからぐいっと体重をかけられた。七瀬の手に触れられているところが熱を帯びる。こいつ、ほんと男子に触ることをためらわないよな。いや、それともおれだからなのか？　それはよい意味でなのか？　それともただ意識する対象としておれが一定条件を満たしてないから、どうでもいいと思ってるのか？　ああ、もうさっぱりわからない。

「へいっ・ほー・れっつごー」

　背後で七瀬が言う。

「……イエス・マム」

　よっこいせ、と、おれはペダルをこぐ。が、すぐにとまってしまった。

「なに、どうしたのよ？」

「いや、予想以上におも……」

　あぶなかった。禁句を言うところだった。

「おも、おも、面かじいっぱーい」

　頬ほおをつねられた。

「なんて言おうとした？」

「なんれもないれふなんでもないです」

「そうよ、重いなんて。まったく失敬だわ。いい？　仮にパイの実を一箱食べたとしてもそれはあくまでも七十三グラムでしかないのよ？」

「はあ、そスか」

　なにかが微妙に間違っていると思ったけど、なにも言わないでおいた。

　再度ペダルをこぐ。ぎこぎこ。一度走りだせば、あとは大丈夫だ。

「えっと、どっち？」

「右」

　頭の上から指示がふってくる。それに従って校門をでてすぐを右に曲がる。前方から気持ちのいい風が吹いてきた。うしろで立ってる七瀬はスカートとか平気なんだろうかとおれは考えた。「黒ばらパン」の前をとおりすぎる。

「なあ、嬉うれし野のさんって、なんであんなホッケーマスクかぶってるんだ？」

「南な雲ぐもちゃんには南雲ちゃんの事情があるのよ」

「なんだ、七瀬も知らないのか」

「男子に見られたくないからっていうのは聞いたわ」

「それはおれも聞いた」

「なんでもいいじゃない。あのマスクは南な雲ぐもちゃんの個性なんだから。《キャラメルアンデッド》のトレードマークみたいなものよ」

　それはどうだろう。

「パンクな感じがしていいわ」

「べつにいいには、いいんだけどさ」

　でも、素顔を見せたほうがもっといいのにと思った。かわいかったし。

　にしても、ほんとにおれのせいで練習にこなかったのだとしたら……それはちょっとへこむな。嫌われたかもしれない。

「あ、そこのとおりをまた右に」

「りょーかい」

　車はとおることのできない細い平へい坦たんな道をしばらくいく。ここ最近、体育以外に運動らしい運動をしていなかったので、自転車で走るのはなかなか気持ちがよかった。心地よく心臓がはねてからだの隅々まで血液がいきわたる感じ。太陽の光が、木々の形を切りとって地面に影を落としている。スーパーマーケットが見えてきた。

「そこをまた右」

　二車線道路にでた。ちょうどバス停からバスが発車したところだった。緩やかな下り坂となる。左右には小型の商店が並んでいる。坂をおりると駅前にでた。信号を渡って、「このままますーぐ」という七なな瀬せの言葉どおりに商店街を危ういハンドルさばきで通過する。

「あ、やば、ポリ公だ」

　七瀬の言うように、前方に警察官のうしろ姿が見えた。二人乗りを見つかったら怒られるだろう。

「ほら、きみ、左に曲がってやりすごしたまえよ」

　左の耳をぎゅ、ぎゅ、とひっぱられた。

「やめれ」

「ドブ板通り」という変な名前の通りを抜けて、やがて見えてきたのは、映画の『ゾンビ』に登場したようなショッピングモールだった。少し違うのは、うしろが海になっているところで、もし人ならざるモノに襲われたら、ここに立たて籠こもって背水の陣で戦おうとおれは思った。隣は公園になっているらしく、そこから海を眺めると戦艦が見えるそうだ。ショッピングモールの向こうにアメリカ軍の基地があるんだとか。

「このへんきたことない？」

「ああ、まだぜんぜん」

　引っ越してから約二カ月。そういえばあんまり家からでていない。近くのコンビニとレンタルＤＶＤの店と学校周辺、あとは由ゆ亜あの家の近所くらいしか知らなかった。

　自転車をとめて中に入る。適度に空調がきいていた。平日とはいえそれなりに混雑している。学校帰りの学生も多い。エスカレーターで上の階にのぼり、到着したのは楽器店だった。店の前にはキーボードがずらりと並び、奥にはギターがつりさげられていた。

「こういうとこはじめてきた。なんか買うの？」

「ギターの弦、そろそろ張りかえようと思って」

「へえ、ギターの弦って張りかえるものなのか」

「消耗品だからね。スチールの弦はずっとつけっぱなしだと錆さびちゃうし」

　七なな瀬せのあとにくっついていくと、弦のコーナーに辿たどりついた。きれいにパッケージされている。そこで七瀬は前ふりもなく口を開いた。

「ぶっちゃけ、きみ、どうなのさ？」

「どうって？」

「軽音楽部。つづける気にならないの？」

　七瀬は弦を一つ手にとった。おれも一つ手にとってみる。もちろん、品質のよしあしなどさっぱりわからない。

「……だからさ、名前は貸してやるって。それで由亜を呼び戻せよ」

「そんなふうにしなきゃ存続できないなら潰つぶすわよ」

　ちらりと七瀬のほうを見やると、七瀬は頬ほおをこんもりと膨らませていた。指でつついてみたくなるが、やったら怒りそうなので自粛する。

「現在も若干一名、脅迫されながら活動してるんだけどな。それはありなのかよ」

　そこで七瀬はばっとおれを見た。その目は、強い光をたたえていた。驚いて、手に持っていた弦の袋を落としてしまった。慌てて拾いあげる。

「な、なんだよ？」

　訊たずねると、少し間を置いてから七瀬は言った。

「本当にぜんぜん楽しくない？」

　問いかけた七瀬の声はどこか切実だった。

「嫌々やってるだけ？　ちっとも楽しくない？」

　瞳ひとみの力が強くて、おれは目をそらしてしまった。

「それは……」

　ふざけてごまかせる感じではなかった。そうできないわけでもないけれど、そうしてしまうことに抵抗が生まれた。この数日間のことが思いだされた。

「――おれは」

　でも、なにかを答える前に、それを遮るようにべつの声が投げかけられた。

「こんなところで、なにしてるんですか、葉は山やま先輩？」

　声のしたほうに視線を向けると、ジト目をした由ゆ亜あが立っていた。カバンを肩にかけ、ドクロのカーディガンの袖そでがびろーんと伸びている。

「甘あまるり先輩と二人でなにしてるんですか？」

　由亜は七なな瀬せにも視線をやる。つんと鼻を上に向けて、心なしか見下すように。もちろん、由亜のほうが身長は低いのだけど。

「まさかデートですか？」

「ちょっと勘違いしないでよ、誰だれがこんな消しゴムのかすみたいなへろへろなやつとデートなんてするのよ。ライフゲージがへっちゃうでしょ」

「ふん、甘るり先輩と葉は山やま先輩、あ、いえ、小学校の遠足で自分が写っていないにもかかわらず好きな女の子が写っている写真の焼き増しを注文しちゃうかわいそうな葉山先輩はお似合いだと思いますけど」

「二人とも、さりげなくおれをけなすのはやめてほしい」

　そして、由亜、そんな真実っぽいうそを語るのもやめてくれ。

　まぜるな危険と書かれた洗剤と漂白剤をまぜてしまったみたいな一触即発な雰囲気に、「なんだ、あれ、修羅場か？」と近くにいた客までもが視線を送ってくる。

「甘るり先輩、このへっぽこ葉山先輩を《キャラメルアンデッド》のボーカルにしたらしいですね。こんな使用済みのあぶらとり紙くらい使えないやつ」

「なによ、あんたもしかして戻ってきたいわけ？　悪いけど、もう無理だから。それに葉山くんはゴキブリホイホイくらい使い道のある人だわ」

「ぷぷっ、笑っちゃいます。こんな湿し気けった蚊とり線香みたいな人、使えるわけないじゃないですか。甘るり先輩の人望のなさがうかがえますね」

　なんかおれの心の傷が増えていってるのは気のせいかな。

「もう一度言ってみなさいよ」

「なんですか、ほんとのこと言われて怒ったんですか？　事実じゃないですか。甘るり先輩がぎゃあぎゃあわめくからみんな辞めちゃったんですよ」

「みんながちゃんと練習しないのがいけないのよ」

「由亜はちゃんとやってました」

「どこがよ。自分の好きなことしかやらないんじゃ、練習にならないでしょ」

「由亜は基本、天才なのでこまごましたことは練習しなくてもできるんです」

「ぷぷぷっ、天才とかウケる」

　あざ笑うかのように七瀬がそう言うと、由亜は顔を赤くした。耳まで真っ赤だ。

「ふぬっ…………粗大ゴミみたいなオンボロギター使ってるくせに」

「な、なんですって？」

　やばい。ギターをバカにされた七瀬の顔色も変わった。

　二人は今にも「きいっ」とか言って掴つかみかかりそうな感じだったので慌てて間に入る。

「と、とりあえず、二人とも落ちついてくれ。ここは店先だ。みんな見てるから」

「「うっさい、黙ってろ」」

　きれいなユニゾンで怒鳴られた。二人とも、息ぴったりじゃないか。

「あのお、すいません、ほかのお客さんの迷惑になるんでえ」

　案の定、店員さんがやってきた。助かった。さすがの二人も、不服そうな顔をしてはいたけれど、それで言いあいをやめてくれた。

　突然、由ゆ亜あがおれのほうを見た。

「この裏切り者！」

　そう言って、その場で飛びあがり、おれの腹部をキックする。びらっとスカートがめくれ、まるっこい靴がみぞおちにめりこんだ。

「うぬがっ!?」

　由亜の靴は妙に硬くて、おれはその場にうずくまる。

「明日から上履きの中に糸こんにゃくが入っていないか、十分に気をつけるんですね！」

　捨てゼリフを残して、走り去っていった。

「もうなんなんだよ……」



　　　　　◆◇◆◇◆



「むぅ――かぁ――つぅ――くぅ――っ！」

　ひいきのチームが負けて暴動を起こす寸前のフーリガンみたいな顔をして呟つぶやいた七なな瀬せにつき従って、モール内のフルーツパーラーに入った。安くて量が多いと女子に人気の店らしい。

　由亜が言ったように、デートに見えなくもないなと今さら思ったけれど、残念ながら楽しくはなかった。なにかが間違っている……。

　七瀬は仏頂面というか、ブッチャー面というか、とにかく不機嫌オーラまるだしで、運ばれてきたパフェをもしゃもしゃと頬ほお張ばっている。

「おれのクレープも食べていいよ？」

「当然よ」

　どういうこと？

「おれ、ちょっと、手洗いに……」

　そう断って、そっと席を立つ。洗面台で顔を洗った。ああ、しくしくと胃が痛む。

「……おれ、なにしてんだろ？」

　情けない顔をしたおれが鏡に映っている。水が滴ってタイルに落ちた。

　それにしても、七なな瀬せと由ゆ亜あがここまで険悪な仲だったなんて知らなかった。こりゃ、由亜を軽音楽部に戻して、おれだけ消えるというのは現実的ではないかもしれない。

　そういや、さっきはおれがどうするつもりなのかを七瀬に伝えそびれてしまったな。七瀬も真面目まじめな顔をしていたし、きちんと言うチャンスだったのに……。

　なんだかいろいろなことがうまくいかない。どっからこの負の連鎖ははじまったのかなと思いかえすと、それはやっぱり、あれだなと思った。

「新生活はもっと穏やかなものになるはずだったのに……」

　前髪を持ちあげて、額に残っている抜糸のあとを鏡に映す。瞬間的に血液が沸騰し鼻息が荒くなりこぶしを握りしめなにかを思い切り殴りつけたくなって、でも、すぐに平常に戻る。なににも動じない男になりたいなと思い、ため息をついて、トイレをでた。

「あれ？」

　嬉うれし野のさんが座っているのが目に飛びこんできた。ホッケーマスクをかぶっているから、間違いない。しかも――。

「誰だれだ、あの男？」

　嬉野さんの正面には妙に軽薄そうな男が座っていた。おれの位置からだと斜めうしろの姿しか見えないけれど、それでも流は行やりのファッションに身を包み、髪を明るく染めているその男はいかにも軽薄であった。

　驚いた。けっこうな衝撃だ。ネズミを追い払うためだけに、ドラえもんが「地球はかいばくだん」をとりだしたときののび太くんはこんな気持ちだったかもしれない。

　嬉野さんはおれには気づいていない様子だった。声はこちらまで聞こえてこないが、うつむきがちに、時折、小さく頷うなずいている。

　おれはそっと七瀬のところまで戻った。

「なあ、七瀬」

　七瀬はパフェもおれのクレープも食べ終えていた。だるそうに右のほっぺたをテーブルに押しつけている。

「……大丈夫か？」

　なんだかひどく疲れている様子だった。すっかり忘れていたけれど、朝も昼も「眠い眠い」と言っていたっけ。顔色もあまりよくない。そう見えるのは照明のせいなのか。

　むくりと七瀬は起きあがる。頬ほおに赤いあとが残っていた。

「ん、平気。それより、なによ？」

「あっちに嬉野さんがいた」

　あっち、とトイレのほうをおれは指さす。

「え？　どこ？」

「おれの目が節穴でなければ男と二人でいた」

「きみの目が節穴である可能性は否定できないから案内しなさい」

　おれと七なな瀬せは隠れつつ移動し、仕切りの陰に身をひそめて嬉うれし野のさんを確認する。正面に座っている男の顔も確認した。その顔には軽薄な笑みがはりついていて、白い歯が覗のぞいている。ただ、どことなく沸点が低そうな印象もあって、キレたらやばいタイプかもしれない。話しかけているのはもっぱら男のほうで、嬉野さんはそれに対して頷うなずきかえすということをくりかえしていた。

「あれ、誰だれだろう？」

　嬉野さんは学校の制服のままだったけれど、男は私服姿だった。高校生ではないのかもしれない。ナンパとは考えがたかった。ホッケーマスクをかぶっている女子高生に声をかけるというのはちょっと想像しがたい。

「きみが南な雲ぐもちゃんを見かけたとき電話してたのよね？」

「ああ、うん」

「それ、待ちあわせの電話とかだったのかも」

「なるほど。相手があの男か」

　そういう理由なら、嬉野さんが部活にこなかったのは、おれのせいではなくなる。

「デート、かなあ」

　そう呟つぶやきつつ、でも、嬉野さんは男子が苦手なのではなかったっけ、と思った。

「うーん、こっからだと会話が聞こえないわ」

「でもこれ以上近づいたらバレるだろ」

　というか、おれが七瀬に知らせたわけだけれど、ここはそっとしておいて、おれたちは帰るべきではないだろうか。もしほんとにデートなら邪魔しては悪い。

「あの、お客さま。どうかされましたか？」

　と、ウェイトレスさんがやってきた。不審者を見る目でおれたちを眺めている。

　しっ、と七瀬は自分の人差し指を唇に当てる。

「ちょうどいいところにきてくれたわ」

　そう言って、おれに右手を差しだした。お手かと思ってぺたんと左手をのせたらぺいっとふり落とされた。なんだよ。

「ちょっときみのケータイ貸して」

「なんに使うの？」

「いいから」

　おれは仕方なしに七瀬に自分のケータイを渡す。七瀬はおれのケータイをぱちぽちいじって自分のケータイと通話状態にした。

「ウェイトレスさん、お願いがあります。これをポケットに入れて、あの二人のそばまでいってくれませんか。ほら、近くのカップルにコーヒーのおかわりとか持って」

「おまえ、なに言ってるんだ？　どういうつもりだよ」

「盗聴よ、盗聴」

　七なな瀬せは当然でしょという口調でのたまう。

「盗聴は犯罪だ。そんなことにウェイトレスさんを」

　巻きこむなよ、と言おうとしたところで、

「おもしろそうですね、それ。そういうの一度やってみたかったんです」

　ウェイトレスさんは目を輝かせる。

「こんな日がいつかくるんじゃないかとは思っていたんです」

「お願いします」

「任せてください」

　なんだ、この展開は……。

　ウェイトレスさん（名札によると柳やなぎ田ださん）は、おれのケータイを通話状態のままポケットに入れて、コーヒーのおかわりを手に嬉うれし野のさんたちの席のそばへ移動する。おれたちはソファに隠れつつ、七瀬のケータイに耳をすませた。どうでもいいけど、通話料金はおれ持ちだな。

『コーヒーのおかわりはいかがですか？』

　という柳田さんの声のむこうから、嬉野さんと向かいあう男の声が聞こえてきた。

『いつまで、そんな□かぶってる□だよ？』

　微妙に聞きとりづらいが、まったく聞こえないわけでもない。

『……そ、それは』

　嬉野さんの声はもっと聞こえにくい。が、こちらもなんとか届く範囲だ。

『おま□さあ、この先ずっと、そのま□のつも□なのか？』

『……そ、そ□じゃ、ない、けど』

『ためし□、はずして□ろって。ちょっ□だけ、ほら』

　男が手を伸ばして嬉野さんのホッケーマスクに触れた。

『……は、はずか□い、し』

　嬉野さんはわずかに身をひいた。男の笑みが曇る。

『その、けい□□がく部のやつは見た□□ろ？』

　柳田さんはうまいこと周囲を循環して会話を拾いつづけていた。

『……じ、こ、だよ』

『なんで、そいつ□よくて、おれはダメ□んだよ？』

　おれと七瀬は顔を見あわせた。「そいつ」というのは、もしかしておれのことか？

『……そ□じゃない、けど』

『おれは、こんなに南な雲ぐものこと□□にしてるのに』

　男は舌打ちをして、次に大きなため息をついた。嬉うれし野のさんが縮こまるように肩をすぼめたのが見えた。

「あいつ、南な雲ぐもちゃんのなんなの？」

　七なな瀬せの口調は不機嫌だった。あの男に対していい印象を持っていないのはあきらかだ。

「さあ？」

　いい印象を持っていないという点ではおれもそうだった。

　二人はどういう仲なのだろうか？　それなりに近しい関係なのだろうとは察せられた。ただし、うまくいっているようには見えない。

　男は嬉野さんから視線をはずし、横を向いた。嬉野さんは申しわけなさそうにうなだれている。なんだかその肩がひどく悲しげだった。

　ホッケーマスクはやっぱりいかついけれど、でも、嬉野さんは高校二年生の女の子なわけだ。意外に力も強くて、ドラムさばきもすごいけど、でも、舌打ちをされて目の前で大きなため息をつかれたら、それはやはり傷つくだろうと思う。

　そして。

　男が嬉野さんのマスクに手をかけた。それはまったく突然のことで、嬉野さんは慌てて顔を押さえている。

『や、やめてっ』

　次の瞬間、七瀬は立ちあがった。

「やめろ、この豚野郎！　汚い手で南雲ちゃんに触んな！　生しよう姜が焼きにするぞ！」

　おれも立ちあがっていた。男がこちらを見てぎょっとしていたのがわかった。ほかの客たちも何事かとこちらを見ている。が、そんなことはどうでもいい。おれは無我夢中で飛びだしていた。

「……あ、甘あまるりちゃんっ、葉は山やまくん？」

　嬉野さんは目をまるくして、いたかどうかはわからないが驚いたように言う。

「こっちだ」

　おれは嬉野さんの手首を握って無理やり立たせる。

「あ、お会計」

　ウェイトレスの柳やなぎ田ださんがぽつりとこぼした。すいません。

　二人がどういう関係なのかは知らないけど、あきらかに嬉野さんは嫌がっていた。なのに、人前で強引にマスクをはがそうなんて、どう考えてもおかしい。嬉野さんを助けなくてはと、おれも七瀬も考えたのだ。

　おれは出口のほうへ嬉野さんをひっぱろうとして――。

「え？」

　床に叩たたきつけられていた。

　どすこーい。

　受け身をとる間もなく背中をしこたま打つ。本日二度目の激痛が走った。

「な、なんでやねん」

　思わず関西弁が飛びだすほどの衝撃。

「……あ、う、ご、ごめんなさい……わたし……」

　嬉うれし野のさんはそう言うと、この場から逃げだした。

「なんでやねん」



　　　　　◆◇◆◇◆



「お、お兄さん？」

　思わずおれの声は裏がえってしまった。

　もとどおりの平静をとりもどしたフルーツパーラーの中で、おれは嬉野さんのお兄さんと向かいあうようにして座っている。

「嬉野八や雲くもです、よろしく」

　嬉野さんのお兄さんはそう名乗った。おれは真ま綾あやと二人で外食するのが恥ずかしかったりするので思い浮かばなかったのだけれど、なるほど家族という選択肢もあったわけだ。兄弟のいない七なな瀬せも同様に頭に浮かばなかったらしい。ケアレスミスだ。

「大学が休講で、こっちに用もあったから、ついでに待ちあわせをしていたんだよ」

　やはり電話の相手は八雲さんだったということだ。部活にこなかったのは、お兄さんと会う約束をしていたからにほかならない。

　八雲さんはとくに気分を害した様子もなく笑っている。人間の印象なんていい加減なもので、さっきまで軽薄そうに見えていたのが、今は普通に優しい男の人という感じだった。

「ほんとすいませんでした」

　おれは深く頭をさげる。

「いやいや、さっきのはおれがいけなかったんだよ」

　八雲さんは苦笑いを浮かべる。明るい色の髪をくしゃりと撫なであげた。

「怒った南な雲ぐもに関節技をかけられるのがたまらなくてね。おれの悪い癖だ」

　特殊な趣味の人だった。

「というのは冗談だけど。南雲はおれと父さんの前では家でもあのホッケーマスクをはずしたがらないんだ」

　家でもそのまんまなのか。

「ただ、葉は山やまくんに素顔を見られたなんて言うから、つい嫉しつ妬としてしまった」

　おれは女子トイレのほうを見やった。

　嬉うれし野のさんはおれを投げ飛ばすと、いたたまれなくなったのか走りだし、そのまま女子トイレの中にこもってしまった。おれも八や雲くもさんも男子である以上、女子トイレには原則入ることができない。従って七なな瀬せがそばでなだめている。

「あの」

　八雲さんのほうへ視線を戻し、一応は遠慮しつつ、でも訊たずねてみる。

「なんで嬉野さんはホッケーマスクなんてしてるんですか？」

　八雲さんは苦笑いのまま、「んー」と呟つぶやいて耳たぶを触る。

「根っこのところは、よくわからないんだ。南な雲ぐもが話したがらなくて。なにかが原因で男子が、もっと言えば人づきあいそのものが苦手になってしまった。でも、ホッケーマスクをしている間だけ、かろうじて人と接することができる。そういうルールが南雲の中ではできあがってしまっていて、だから、あれをはずそうとするのはなかなか難しい」

　八雲さんが細く息を吐きだす。

「ただ、マスクに限って言えば、おれの責任もあるのかもしれない」

　八雲さんの目は優しげで、嬉野さんのことをちゃんと気にかけている顔だった。おれも七瀬もとんだ勘違いをしたものだ。

「お兄さんの責任、ですか？」

　と、ちょうどそのとき、七瀬がトイレからでてきた。きょろきょろあたりを見回し、すぐにこちらに気づいて近づいてくる。

「どうだった？」

　おれが訊ねると七瀬は首を横にふった。下唇をやんわりと噛かむ。

「ごめんって謝ってた。二回も投げちゃってごめん、だって。申しわけないやら恥ずかしいやらで、今は、きみとは顔をあわせづらいみたい」

「べつに気にしてないけどなあ」

「まあ、きみの顔見てると無性に酢こんぶが食べたくなるからね。会いたくないという南雲ちゃんの気持ちもわからないではないわ」

「それは、おれにはさっぱりわからないけどね」

　おもしろいなきみらは、と八雲さんは小さく笑った。

「南雲は人と向かいあって話すのが苦手なんだ。それでいて危機に瀕ひんした、とからだが勘違いすると、すぐ攻撃にでてしまう。うちは父方の祖父が柔道家でさ、おれも南雲も小さいころから道場にかよってたんだ。おれは早々にリタイアしたけど、南雲はけっこうつづけてたな。ただ、ほら、あのマスクのせいで正式な試合にはでられないんだけど」

　それはまあそうだろう、と思った。

「でも、護身術とか柔道とか、そういうレベルを超えてあいつ、強いんだよな」

　実際、技をかけられまくっているおれは八雲さんの言葉に大きく頷うなずく。

　八や雲くもさんは両手をあわせた。

「悪いね。今日のところはそっとしておいてあげてくれないか？　今は穴があったら入りたいくらいの気持ちなんだろう。おれは、もうちょいここで待つよ。二人は遅くならないうちに帰ったほうがいい。あとで、南な雲ぐもに連絡させるよ」

　なんとなく、すっきりしないまま、おれと七なな瀬せはフルーツパーラーをあとにした。

　別れ際に、八雲さんは言った。

「南雲にいい友達がいてよかった。軽音部、潰れないといいね」

　最後のひと言は、おれにはちょっと複雑だった。



　正面の扉から外へでると、太陽は沈んでいて、痩やせっぽちの月がかかっていた。

「嬉うれし野のさん、大丈夫かな？」

　おれの言葉に、七瀬は遅れて返事をした。ぼんやりしていたらしい。

「……え、なに？」

「嬉野さん、大丈夫かな、って言ったんだよ」

「お兄さんに任せるしかないわよ」

　それはそのとおりなのだけど、なんとなくおれのせいな気がしてならないのだよ。嬉野さんには悪いことをしてしまった。明日、ちゃんと謝ろう。

　駐輪場はオレンジ色の光でライトアップされている。とめられている自転車の台数はここを訪れたときにくらべてずいぶんへっていた。

「えっと、さっき案内で見たんだけど、駅ってあっちのほうだよな？」

　おれは七瀬に訊たずねてみた。七瀬はよいしょ、とギターのケースを背負い直している。

「おれ、電車で帰ろうかと思ってるんだけど、七瀬はどうする？」

　早く家に帰ってだらだらまんがでも読んでいたい気分だった。

「もう暗いし、七瀬も自転車は残しといて電車で帰れば？」

　自転車もチェーンでつないでおけば盗まれたりはしないだろう。たぶん。

「明日の朝、学校いくときに困るじゃない」

「一日くらい、べつにいいじゃないか」

　七瀬は少し迷ったようだけれど、「やっぱ自転車で帰る」と言った。おれは一度、駅のあるほうを見て、それから七瀬に向き直る。

「そっか、じゃあ、途中までおれがこぐよ。うしろ乗ってけ」

「きみは電車で帰ればいいじゃない」

「いや、暗いし送ってくって。一応、心配だしさ」

　おれは七瀬の自転車に強引に腰をおろした。

「そんなのいいわよ」

「まあ、おれの好きにさせろよ。なんだかんだで、七なな瀬せとしゃべるのは楽しいし」

　軽音楽部に入るかどうかは別問題だけど。

　七瀬はじっとりした目で、おれを見つめてくる。心なしか頬ほおが赤いけど、それはたぶん、ライトの加減でそう見えるだけだろう。

「なんだよ？」

「べ、べつに。江え口ぐちくんにしては、なかなかよい心がけね」

「そりゃどーも。ほれ、いくぞ」



　くるときが下り坂だったので、帰りは上り坂となる。さすがに七瀬を乗せたままは進めなかったので、二人で並んで歩いた。自転車はおれが押す。等間隔で街灯が並んでいて、それで道が照らされていた。夜になるとまだ少し冷える。

「今日はなんかいろいろあったな」

　ジャック・バウアーほどでないにしても大変な一日だった。嬉うれし野のさんに投げられたり、由ゆ亜あと七瀬がケンカしたり、それでまた嬉野さんに投げられたり。

「なあ、七瀬」

　そう呼びかけ、右隣を歩いていた七瀬のほうに視線をやる。

　と、それはまったくの不意打ちだった。

「うなっ？」

　こつんっ、と、おれの右肩に七瀬が頭をのせてきたのだ。

「な、な、な、七瀬、さんっ？」

　おれはその瞬間に影を縫いつけられたみたいに動けなくなってしまった。七瀬はそのままおれにからだを預けてくる。

「ちょ、ちょちょちょ！　ど、ど、ど、どうしたんだよ、いきなり」

　バッキンガム宮殿を守る衛兵のようにおれは直立不動で七瀬に訊たずねた。まったくなんの予告もなかったし、脈絡もない、はずだ。まさか、色仕掛けで軽音楽部に残らせる作戦を思いついて、それを発動させたとかそういうことか？　いや、まさか。

「ん」

　甘い吐息がおれの首筋をくすぐった。鳥肌が立つ。からだが密着して、七瀬の体温がはっきりと伝わってきた。いったいどういうつもりなんだ？　はっ、ひょっとして、これがツンデレでいうところのデレってやつなのか？　七瀬っておれのことが……。

「な、七瀬ぇ？」

　返事はない。おれは、おそるおそる右方向にふりかえる。

　けれど、それは失敗だったとあとでひどく後悔することとなった。

　七瀬の膝ひざがかくんと折れた。

「あ」

　それまでおれのほうへ預けていた七なな瀬せのからだが、反対側へと傾かしぐ。とっさに、掴つかんでいた自転車のハンドルを手ばなして、七瀬の左手首を握りしめた。自転車ががしゃんと大きな音を立てて倒れた。いや、そんなことはおれの認識の外にあった。

　おれは七瀬の手首を掴みとってはいたけれど、きちんと支え切ることはできていなかった。七瀬のからだはなかば車道に飛びだしていた。

　ヘッドライトの光。おれの視界に、白のミニバンが飛びこんでくる。

「おい！」

　ばきん。

　不吉な音がして、次いでミニバンが急ブレーキをかけた。タイヤの焦げたにおいが鼻につく。七瀬はぐったりしている。

「おい、七瀬！　おい！」

　ミニバンからドライバーがおりてきた。ケータイを耳にあて救急車を呼んでいる。

「おい、七瀬っ！」

　七瀬は返事をしない。おれの頭の中は真っ白だ。

　すぐに救急車のサイレンが聞こえてきた。



    

  
    
      

５章　「おまえは戦力外だ」



　外来の診察時間が終了した病院の待合室は半分ほどに照明が落とされていた。とても静かで、人の足音がよく響いた。だから、誰だれかがおれのそばにくるのもすぐにわかった。最初は病院の看護師さんかな、と思った。その人は白衣のような格好をしていたからだ。

　でも、そうではなかった。彼女はあじさいの家という老人ホームの受付にいたあの女の人だった。確か、舞まい子こさんと七瀬は呼んでいたか。仕事着のまま、ここまで駆けつけたようだ。

「びっくりしたわ、甘あまるりちゃんが車に轢ひかれたなんて電話かかってくるから」

　あいさつもそこそこに舞子さんは言った。おれの隣にとすんと座る。

「あ、あの……」

「今、先生にお話聞いてきたけど、大丈夫みたい。寝不足と貧血で倒れただけ。頭も打ってないし。今は疲れて眠ってるけど、入院の必要はないって」

「そうですか、よかった」

　ほっとした一方で、この人と七瀬はどういう関係なんだろうかと疑問に思った。七瀬の家族、お姉さんか？　でも、七瀬は一人っ子だと言っていたはずだけど。

「きみが救急車呼んでくれたんだって？」

「いえ、それはドライバーの人で、おれはパニクってただけです」

　われながら情けないくらいとりみだしてしまった。

「いきなり、あいつ倒れて、死ぬんじゃないかと思って……でも、安心しました。そういえば、七なな瀬せ、朝も昼も眠い眠い言ってました。なんだ、寝不足か……」

　なぜ気づかなかったのだろう。そうだ、七瀬はずっと体調が悪そうだったじゃないか。駐輪所で七瀬の頬ほおが赤く見えたのは、ライトのせいではなくて、熱でもあったのかもしれない。

「甘あまるりちゃん、放課後はバイトしてたから。無理がたたったのね」

「バイト？」

「あら、知らなかった？」

「知りませんでした」

「バイトが終わって家に帰ったら、遅くまで勉強してて。それなのに毎朝きっちり早起きするのよね」

「部活終わって、バイトいって、さらに勉強、ですか？」

「あの子、負けず嫌いなのよね。こう、まんがだと天才キャラって勉強なんかしなくてもテストで満点とっちゃうし、スポーツも万能で、ギターもじゃかじゃか弾ひけるんだろうけど、残念ながら甘るりちゃんは努力家タイプなのよね」

　それは、でも、そうなのかもしれないと思った。

「ここ最近はとくにはりきってたみたいだし。ただ、がんばってるところをひとには見せようとしないの。負けず嫌いの上に見み栄えっ張ぱりなのよ。そこがかわいいんだけどね。きみもそう思わない？」

　舞まい子こさんが顔をにゅっと寄せてくる。

「は、はあ……あの、すいません、あなたは七瀬とはどういう……？」

　ご関係ですか？

「あら、あの子なにも話してないの？　これじゃあ、わたし、ただの謎なぞの美女よね」

　この人、自分で美女って言った。

「わたし、甘るりちゃんのお母さんです」

「えっ!?」

　舞子さんはどう見ても二十代なかばというくらいだ。女性は見た目では年齢がわかりにくいから、もう少し歳としを足しても三十くらい。七瀬はおれと同じ高校二年生でおれを拉ら致ちしたときにおうし座と言っていたからもう十七歳だとして……計算があわないだろ。

「うふふ、あなたの考えてることは手にとるようにわかるわ。当然よね」

「えっと……」

「美しいわたしに欲情してしまったのね」

　いやいやいや。そんなこと考えてないよ。

「でも、ダメよ。わたしはまだ貴たか也やさんを忘れられないもの。ああ、でも、どうしましょう。ギラギラした若い性がわたしを舐なめるように見ているわ。舞まい子こ、誘惑に負けそう。ちょっとくらいなら、着物の帯をくるくる回すよいではないかよいではないか、あーれープレイに興じてもよろしくてよ？」

「大丈夫です。しませんから」

　ちっ、のりの悪いガキだな、と舞子さんは言った。

「貴也さん、つまり甘あまるりちゃんの父親なんだけど、もう亡くなってるのは知ってる？」

　おれは舞子さんに頷うなずいて見せた。

　ずいぶん前のことのようだけど、その話を聞いたのは今朝のことだった。交通事故で亡くなったのだと七なな瀬せは話していた。ああ、そうか。もう少しで七瀬は父親と同じように交通事故で命を落とすところだったのか。思うと、腹の底が冷えてくる。

「貴也さんはトラックの前に飛びだして『ぼくは死にません』って言ったんだけど、トラックの急ブレーキが間にあわなくてそのまま帰らぬ人となってしまったの」

　七瀬の説明とは微妙に違ったが、まあいい。

「いつもわたしや甘るりちゃんを笑わせようとしていて、楽しい人だったわ。交通事故だって、『なんちゃって』って言って笑わせてくれるんだと思ったのに」

　舞子さんは懐かしそうに目を細める。

「わたしはね、貴也さんの再婚相手なわけ」

「それって……」

「そ、わたしと甘るりちゃんは実の親子ではないってこと。あ、勘違いしないでね。わたしたちマブダチなんだから」

　マブダチはちょっと古い表現だな、と思った。舞子さんはその場でぐっと足を伸ばす。

「わたしって、麦茶にお砂糖入れて飲むタイプなの」

　突然、舞子さんはそんなことを言った。なんの話だろう、とおれは首を傾かしげる。

「甘るりちゃんが、まだこれくらい小さかったころのことなんだけど」

　舞子さんは人差し指と親指で、これくらい、を表現する。数センチしかなくて、それはさすがに小さすぎだろと思った。

「そのころはまだ、わたしたち、ぎこちなくてね。わたしもまだ若かったし、距離を測りかねてて、よそよそしくしてしまったり、逆に意識しすぎてべたべたしてた時期。話しかければ返事はしてくれたけど、甘るりちゃんから話しかけてはくれなかった」

　おれは黙って舞子さんの話を聞いていた。そばを白衣姿の男の人がとおりすぎていく。

「なかなか仲良くなるきっかけとかなくて、でも、ある日、わたしが麦茶にお砂糖入れるの見て、甘あまるりちゃんがね、『おんなじだ』って言ったの」

「おんなじ？」

「甘るりちゃん、麦茶にお砂糖入れて飲むの。お母さんが、甘るりちゃんの産みの母親ってことね、その人の田舎だとそうやって飲むって甘るりちゃんは小さいときに聞いて、それで真ま似ねして飲んでたらしいの。甘るりちゃんはずっと小さいころにお母さんとわかれていて、でも、それを聞いて少しでも母親とつながろうとしたのね、きっと」

　舞まい子こさんは柔らかく微笑ほほえむ。

「わたしたち、ほんとの親子じゃないけど、でもおんなじだね、おかしいねって、それで仲良くなれた。貴たか也やさんは砂糖入りの麦茶が嫌いだったけどね」

　舞子さんは、そこで少し笑みを弱める。

「あの子、わたしにおねだりしたことないのよね。わがままなんて言ったことない。楽器揃そろえるときも、ＣＤを買うときも、ぜんぶ自分でためたお金でしか買わないの。迷惑かけたくないって言って」

　迷惑なんかじゃないのにね、と舞子さんは呟つぶやいた。

　薄暗い待合室が一瞬、静かになる。

　おれは、わがままを言わない七なな瀬せというのを想像してみた。それはおれの知っている七瀬とは別人のようだった。

「あの、七瀬のギターって……」

「貴也さんが弾ひいてたやつね。貴也さんは甘るりちゃんのことが一番大切で、二番目がわたしで、三番目がギターだった。自分の命より、ギターのほうが上だったみたい」

　おれは自分の手の平を眺めた。七瀬を掴つかんだとき、ギターまでは気が回らなかった。ばきん、と響いたあの音、あれはギターが轢ひかれる音だった。あのときちゃんと七瀬を支えていればギターは壊れなかった。ギターが壊れてしまったのはおれのせいかもしれない。

「あれって直せるものなんですか？」

「どうだろ、買うほうが安いんじゃないかな。仮に直せても、もう今までとは同じ音にはならないでしょうね」

　由ゆ亜あにギターをボロボロだとけなされ、怒った七瀬を思いだす。

「大丈夫、でしょうか？」

　七瀬は父親のギターが壊れたと知っても大丈夫だろうか？　平静でいられるだろうか？

　少ししてから舞子さんは言った。

「ザ・フーってバンドにピート・タウンゼントっていうギタリストがいるの。その人は、演奏中にギターを壊した最初のロックミュージシャンって言われてる。ピート・タウンゼントは譜面どおりに弾くだけじゃ物足りなくて、音楽と自分の間にある溝をどうにか埋めようとしてギターを壊したんだって」

　舞まい子こさんはギターをふりおろす仕草をして見せた。おれはそれを見ている。舞子さんは困ったように笑った。

「大切なギターを壊すなんてパンクだと思わない？」

　そこへ、小こ波なみ先生がやってきた。知らせを受けて慌てて駆けつけたらしい。形のいいおでこには玉の汗が浮かんでいた。七なな瀬せは無事だと知って力が抜けたようにふにゃふにゃとベンチに倒れこんだ。

「バビったぜ」と、小波先生は言った。

　七瀬は休んでいたので、そのまま帰ることにした。寝顔を見にいくというのは、七瀬からすると嫌かもしれないなと思ったからだ。

　小波先生が車で家まで送ってくれることになった。車の中でおれは嬉うれし野のさんにメールを送り、それから少し考えて由ゆ亜あにも同じものを送信した。嬉野さんからはすぐに返信があった。嬉野さんはちゃんとトイレからでたようだ。ほっとする。七瀬のことをすごく心配している様子だった。由亜からはなんの連絡もなかった。



　　　　　◆◇◆◇◆



　気持ちのいい朝だった。暖かくて、風はさらりと軽い。路上に駐車されていた車のボンネットにずんぐりした猫が乗っかっていて、「なに見てやがる」という目をしておれを睨にらんできた。駅からとぼとぼ歩いて昇降口に辿たどりついたところで、声をかけられた。

「葉は山やま先輩」

「ああ、由亜か。おはよ」

　由亜はぽこぽこ靴を鳴らしながら近づいてきた。右側のニーソックスがしゅるしゅるとさがっていって、足首のあたりでくしゅくしゅになる。

「葉山先輩、あ、いえ、電車で吊つり革かわにつかまる女子生徒のわきを凝視するすこぶるいやらしい葉山先輩」

「もういいよ、なんとでも呼んでくれ」

「許可がおりましたので、今後はもっと過激にします。由亜の言葉が小説のセリフだとしたら、ぜんぶ伏字になっちゃうような過激な言葉で葉山先輩を形容して差しあげます」

「で、なんだよ？」

　てきとうに無視して問いかけると、由亜はくしゃみをする寸前みたいな顔をした。

「………………甘あまるり先輩、昨日、どうしたんですか？　病院に運ばれたって」

「メールにも書いたけど大したことなかった。寝不足と貧血でふらっと倒れただけ……って、なんだ、おまえ返信寄よ越こさなかったけど、心配してたんじゃないか」

「べ、べつに心配なんてしてないＤＥＡＴＨデス」

「素直じゃないな。心配してたからここでおれのこと待ち伏せてたんじゃないのかよ？」

　だったら、すぐにおれにメールかえせばいいのに。

「違うって言ってるじゃないですか」

　ぽかすかと由ゆ亜あはおれのことを殴った。そんなには痛くない。

「おまえ、何時からここにいる？　七なな瀬せ、もう学校きてる？」

「……知んないです」

　憮ぶ然ぜんとした顔で由亜は言った。

「どうして、葉は山やま先輩は由亜にあんなメール送ったんですか？　由亜は甘あまるり先輩嫌いって言ってるのに」

「いや、なんとなく。教えなかったらあとで怒られそうな気がしたし、おまえ七瀬のこと気にしてるんじゃないかと思って」

「はあ？　由亜が甘るり先輩のことなんて気にするわけないじゃないですか。葉山先輩の頭がい骨の中身はイカの塩辛かなにかですか？」

「おまえさ、七瀬に謝っておけよ」

　昨日、舞まい子こさんに聞いたいろいろな話をおれは思いだしていた。

「なんでですか？」

「七瀬のギター、汚いって言ったろ？」

「甘るり先輩のギターはボロボロです。チューニングもすぐ狂うし、あんなの使ってる人の気が知れません」

「あれ、七瀬には大事なもんなんだよ」

　もう壊れてしまって、もとには戻らないけれど。

「おまえだって大切なものバカにされたら嫌だろ？　だから、謝っておけよ。それで軽音楽部に戻ればいい」

　由亜は腰に手を当て、つんと鼻を上向きにした。

「それについて話があるから葉山先輩を待っていたんです」

「うそつけ、七瀬の容体が知りたかっただけだろ？　今日は普通に学校これるってさ」

「ちぃ――がぁ――うっ！」

　ばこばこ、と由亜は地団太を踏んだ。それからびしっと、おれを指さす。

「由亜は新軽音楽部を設立します」

「しんけいおんがくぶう？」

「です」

「なんの話だ？」

「甘るり先輩の独裁的な軽音楽部は今月で廃部となります。ですから、由亜が新しい軽音楽部を立ちあげます」

「そんなめんどいことしないで七なな瀬せと一緒にやればいいだろうに」

　由ゆ亜あはおれの言葉をまるっと無視してつづけた。

「新軽音楽部が発足したあかつきには、葉は山やま先輩を迎え入れてあげてもいいですよ？」

「なぜそうなる？」

「葉山先輩だって甘あまるり先輩の恐怖政治には嫌気が差していたはずです。その点、由亜はキュートでおしとやかな大和撫子なでしこをアクリル絵の具で描いたような美少女ですから、葉山先輩も由亜と一緒にやりたくなるはずです。そのへんを考慮しました」

「いや、おまえと七瀬はどことなく似ていると思うけどな。おれに対して当たりが強いところもそっくりだけどな」

「南な雲ぐも先輩もヘッドハンティングしようと思っています。あとはまあ、ミニライブでも開いて演奏を見せれば数人は入部希望者が現れるでしょう。初心者大歓迎で、わいわい楽しく練習する部活にすればいいんです」

「あのなあ、由亜」

　と、おれが言いかけると、由亜はおもむろにケータイをとりだした。そしてぐいとおれにディスプレイを向ける。

「ぐ、こ、これは……」

　そこに映っているものを見て、おれは言葉を失った。それは嬉うれし野のさんのスカートの中に頭をつっこんでいる（ように見える）おれの写真だった。首４の字固めのときのあれだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「この写真、出回ったりしたら困ったことになりませんか？」

「お、おまえ、こんなの撮ってたのか？　ってか脅す気か？」

　どことなく似てるどころか、目的のためには手段を選ばないあたり、七なな瀬せと同じ思考回路じゃないか。

「脅すなんて人聞きの悪い。由ゆ亜あは葉は山やま先輩のためを思って言っているのです。甘あまるり先輩と一緒にいたって百害あって一利なし」

「いや……」

「ちっ、煮え切らねえやつですね。フランベしますよ」

　フランベは香りづけが目的であって、煮ることとはほぼ無関係だ。

「とにかく、葉山先輩は由亜の新軽音楽部に入るんです！　これは決定事項なんです！」

「勝手に決定すんな」

　と、そのとき、由亜が突然、「あ」と声をあげた。なんだと思って、由亜の視線の先を追うようにおれもふりかえってみる。

　そこに七瀬が立っていた。ブレザーの袖そでからパーカーの袖をひっぱりだして手の甲を隠すみたいにしている。目に見える怪け我がなんかは一切ないけれど、当然のようにギターは背負っていなかった。

「七瀬、おはよう、もう平気か？　自転車は回収したのかよ？」

　なぜか七瀬は反応しなかった。無表情というほどでもないけど、感情が読みとりにくい顔をしている。どうかしたのかと思うと、七瀬はべつのことを口にした。

「新軽音楽部って、なに、それ？」

　いや、違う違う。由亜が勝手にほざいてるだけだ。そう言おうとしたけれど、由亜は俊敏な動きでおれの前に回った。それから七瀬を睨にらみ据すえるような格好で、こう宣言した。

「由亜は、甘るり先輩に邪魔されない新しい軽音楽部をつくります。葉山先輩は由亜の軍門にくだりました。これから由亜が面倒見てあげますから、どうぞご心配なく」

　七瀬がおれを見る。長い髪が風で揺れた。

「どういう、こと？」

「いや――」

　おれが口を開きかけると、またも由亜がしゃしゃりでてくる。

「葉山先輩も甘るり先輩の横暴なやり方にはついていけないってことですよ。楽しいのは甘るり先輩一人で、あとはみんな嫌々なんですよ。それくらい空気読んでください」

　おれは由亜の後頭部にチョップをふりおろした。

「おまえ、ちょっと黙ってろ」

「なにするんですかっ！」

　おれはもう一度、おそるおそる七なな瀬せのほうに顔をやる。七瀬がマシンガンの発射速度で由ゆ亜あと口ゲンカをはじめるのではないかと危き惧ぐした。ゴジラ対メカゴジラみたいなもんだ。こんなことでは由亜を今の軽音楽部に引き入れるのがまた難しくなるじゃないか。

「なあ、七瀬」

　おれはそっと呼びかけた。七瀬は変わらず無表情に近い顔をしていた。ただ、唇を軽く噛かみしめているのがわかった。無言のまま、つ、とおれから目をそらす。そして、おれのすぐ横をとおりすぎていった。

「え、あ、おい、七瀬」

　呼びかけても返事はない。七瀬のうしろ姿が遠ざかる。

「本当のことを指摘されてかえす言葉もなかったんですよ」

　おれは横でくくっている由亜の髪の毛をびょんびょんとひっぱる。

「はぅあ、なにするんですかっ！」

「おまえ、ほんとに友達なくすぞ」

　おれは唇をとんがらせている由亜をその場に残して、急いで七瀬のあとを追った。

　小走りで追いかけるとすぐに追いついた。七瀬の前に回ってから声をかける。

「なあ、ちょっと待てって。どうしたんだよ？　さっきの由亜が言ってた新軽音楽部のことなら、あれは由亜が勝手に言ってるだけなんだ」

　七瀬は足をとめた。おれもとめる。そばをほかのクラスの生徒がとおりすぎていった。

「軽音楽部、つづける気ある？」

　七瀬はそっと口を開いた。おれを見ずに自分の上履きの先を見ている。

　おれはとっさに返事ができなかった。

「それは……」

　七瀬が顔をあげ、おれを見み据すえた。

「今ここではっきり言って。お願い。軽音楽部、つづける気ある？」

　たっぷり間を置いてから、おれははっきりと本心を伝えた。

「……悪い。その気はないんだ」

　七瀬はまたうつむき、けれど、すぐに顔をあげる。

「そう。わかった」

　七瀬は再び歩きだす。おれは少しの間七瀬の背中を見ていたけれど、なんだかすっきりしなくて、また七瀬を追った。

「あのさ、もっかい、由亜に話してみるからさ。あいつ、新軽音楽部つくるなんてバカ言ってるけど、でもそれってつまりは、音楽は好きってことだろ？　だから――」

　悪いことというのはつづく。例の嫌いや味み連中がたむろしているのが見えた。おれが言葉をつづける前にそいつらはこちらに気づき、くすくすと笑いはじめた。感じの悪い笑い方だった。

「真面目まじめにやんなさいよねえ」

　男子の一人が七なな瀬せの声真ま似ねをして言った。とり巻きがひひひと笑う。

「男連れこんで部室で真面目になにしてんだか」

　そんな声まで聞こえた。また笑い声。

　七瀬がブチキレて廊下に血の雨がふり注そそぐのではないかと思った。けれど、七瀬はこの前みたいに反論するでもなく、それどころかなんの反応も見せることなく、静かにそこをとおりすぎて、教室に入っていった。連中も拍子抜けしている。七瀬は自分のイスに座ると、パーカーのフードをひっぱって、すっぽりと頭を覆おおった。カバンの中から音楽プレーヤーをとりだしてイヤフォンを耳にはめ、机につっぷす。音がしゃかしゃかもれていて、それは完全なる拒絶で、おれはそれ以上声をかけることができなくなった。



　昼休みになると七瀬は教室で弁当を食べはじめた。おれは弁当を持参していなかったので学食にいくことにする。その途中で第二視聴覚室に向かうらしい嬉うれし野のさんとばったりでくわした。嬉野さんはおれを見かけたとたん、びくんっ、となった。どうも昨日のことをひきずっているらしい。

「……あ、あの、昨日は……」

　うつむきながら嬉野さんはぽそぽそと言った。

「気にしなくていいからさ」

　それよりも、今は七瀬だ。おれは七瀬のことを嬉野さんに話した。朝の一件をできるかぎり正確に伝える。おれには七瀬がいったいなにに対して怒っているのか、へこんでいるのか、悲しんでいるのかわからない。おれよりもつきあいの長い嬉野さんなら、七瀬のことがわかるんじゃないかと思った。

「……昨日、葉は山やまくんからメールもらって、そのあと、わたし、甘あまるりちゃんに電話してみたの。心配だったから」

「なんて言ってた？」

「……甘るりちゃん、電話にでなかった。疲れて眠ってるんだと思ったから、メールしておいたんだけど、朝もそういえば返事なかった」

「昨日からおかしいってこと？」

「……わ、わからない。でも、ギター壊れたのは、けっこう重いのかも」

　その言葉はおれにとっても重い。ギターを壊したのはおれみたいなものだから。

「でも……言っちゃなんだけど、それだけで？」

　ギターが壊れただけでそんなに落ちこむか？　でも、父親の形見のギターだ。胸が引き裂かれるほどに辛つらいかもしれない。

　少しして嬉うれし野のさんは、

「……それは、ドミノ倒しの、最初の一枚なのかも」

　そんなふうに言った。

「……少しずつ、悪いことが重なってる気がする」

　嬉野さんはおれを見あげたり、足もとに視線を落としたり、また見あげたりをくりかえし「……ちょっときて」とおれのシャツをひっぱった。そのまま人ごみからはずれる。

「……あのね、日下部くさかべくんたちのことなんだけど」

「日下部？　どこかで聞いた名前だけど誰だれだっけ？」

「……えっと、元軽音楽部の人」

「ああ、あのモブキャラどもか」

　連中の顔を思いだす。そのうちのどれが日下部なのかはわからない。

「……日下部くんって、甘あまるりちゃんのこと、好きだったみたいなの」

　ふーん、とおれは頷うなずいた。

「……けっこうあからさまにアピールしてたんだけど、甘るりちゃん、ぜんぜん興味ないみたいで無視してた」

「うん」

「……日下部くんはギター、じょうずで、中学からやってたみたいで、それで、あんまり練習しない人だったの。そういうの甘るりちゃん、嫌いだったみたい」

　七なな瀬せはたぶんそういうやつだ。

「……去年の夏で三年生が引退しちゃうと、そのときの二年生は一人しかいなくて、その人もだんだんこなくなっちゃって、実質的には甘るりちゃんが部長やってた」

　嬉野さんはたどたどしく言って、少し言葉をとめた。整理してまた話しはじめる。

「……先輩がいなくなって、日下部くんは前にも増して練習しなくなって、甘るりちゃんをデートに誘ったりとか、そんなのばっかりだった。だんだん、ほかの人もやる気なくなってきてて……その、甘るりちゃん、けっこう言葉きついから、みんなの反感も買ってて」

「目に浮かぶ」

「……あるとき、日下部くんのほっぺた、ひっぱたいちゃって。みんなの前で」

「目に浮かぶ」

「……それが引ひき鉄がねみたいになって、だんだん、みんな辞めていっちゃった。日下部くんはそのことすごく根に持ってるみたいで、ときどき嫌がらせしてきたりするんだ」

「プライド守るためにせこい嫌がらせって、日下部ってやつは器が小さいな」

「……みんなもけっこうストレスたまってたみたいで……甘るりちゃんのギター、お父さんの形見だって知ってる？」

「聞いた」

「……ボロボロ、でしょ？」

「年代ものだよね」

「……甘あまるりちゃんの家、特別裕福ってわけじゃないし、お母さんも、その」

「それも聞いた」

「……だから、元軽音楽部の人は甘るりちゃんのこと、陰でこう呼んでるの」

　嬉うれし野のさんは小さな声である言葉を口にした。それは心ない差別の言葉で、おれは悲しい気持ちになった。おれはそういうのぜんぜん知らなかった。



　七なな瀬せに話しかけるタイミングを失ったまま時間だけがすぎていった。

　授業中も、嬉野さんが言ったドミノ倒しの最初の一枚という言葉をずっと考えていた。一つ倒れると次も倒れる。ぱたん、ぱたん、と心が倒れていくさまを想像する。

　帰りのホームルームが終わった。同時に七瀬が小こ波なみ先生のところへ駆け寄っていった。

「先生」

　七瀬はそう呼びかけた。「美み奈な子こちゃん」ではなくて。七瀬は小波先生になにか紙を提出した。それを受けとった小波先生は「うへ？」と目を見開いた。

「ちょ、これ、どういうこと？」

「そのまんまです。それじゃ、あの、まだ体調がすぐれないので」

　七瀬は強引に話を打ち切って帰ろうとした。おれは慌てて立ちあがり、教室をでていく七瀬を追いかけていた。腐っても元陸上部なので、すぐに追いついた。

「ちょっと待て」

　七瀬の腕をひっぱってひきとめる。

「痛いっ」

　七瀬が顔をしかめてふりむいた。

「あ、悪い」

　そっと手をはなす。そうしたら七瀬は逃げるかなと一瞬頭をよぎったけれど、七瀬は逃げださなかった。

「今のなに？　小波先生になにを渡した？」

「べつになんでもいいじゃない」

　七瀬の言葉はそっけなかった。長い髪を指先でもてあそぶ仕草をする。

「……あれ、もしかして退部届か？」

　実はちらりと見えていた。だから小波先生だけじゃなくて、おれも驚いていた。

「おまえ、軽音楽部辞めるのか？」

　ほかのクラスも次々にホームルームが終わり、廊下は部活にいく生徒や帰りの生徒で溢あふれかえる。おれと七瀬は集団の中に飲みこまれた。

「こっちきて」

　七なな瀬せは階段をのぼりはじめた。おれもすぐうしろからついていく。辿たどりついたのは、七瀬をはじめて見かけた、屋上につづく粗大ゴミ置き場だった。ガラクタばかりが並んでいるあの場所。

「昨日はありがと。恥ずかしいとこ見られちゃった」

「そんなのはべつにいいし。はぐらかすなよ。さっきのあれはなんなんだ？」

　すると一変して、七瀬はおれを強い、冷ややかな目で見た。

「きみには関係ないじゃない。だって、きみ、軽音楽部つづける気ないんでしょ？」

「それは……」

　そのとおりであり、おれは言葉につまる。軽音楽部をつづける気のないおれには、七瀬になにかを言う資格などない。七瀬は唇だけで小さく笑う。

「バイトに専念しようと思って。べつに音楽は辞めないけど。でも、レス・ポール買いかえるにはお金がかかるし」

　ギターを買いかえるのにお金がかかるというのはそのとおりなのだろう。それもまたおれに口だしできる問題ではなかった。

「買いかえたら、そしたら、今度は一人でやるよ」

　七瀬は自じ嘲ちよう気味に言った。

「誰だれにも迷惑かけないようにやるから」

「なんだよ、それ」

「朝、由ゆ亜あちゃんが言ってたのはそのとおりなのかもしれないって思ったの」

「由亜の……なにが？」

「あたしがみんなを楽しくなくさせてる。音楽って、楽しくやるもののはずなのにね」

　なぜそんなものがあるのか知らないけれど、ガラクタの中から七瀬はテレビかなにかのリモコンを発見した。おれに向け「早送り」と言った。

「早送りしすぎて、じじいにさせる気か」

　そう言うと七瀬はまたちょっと笑う。でも、すぐに笑みをひっこめる。

「お父さんがはじめてギターを教えてくれたとき、あたしの手はまだ小さくて、ぜんぜん思いどおりにコードを押さえられなかった。握力も弱かったし」

　七瀬はリモコンをガラクタの山の中に戻す。おれの前に立ち、おれの手をとった。きみの手、大きいねと言って、自分の手とおれの手を重ねた。

「だから、きちんとメジャーコードが押さえられるようになったとき、はじめて一曲弾ひけるようになったとき、あたしはすごく嬉うれしかった。じょうずになるのって楽しかった」

「そういうのは、わからないでもない」

　陸上部時代、試合で自己ベストがでるたびに、おれは自分が誇らしかった。しんどい練習をしたかいがあったと実感した。あの達成感は本気でやったやつにしかわからない。

「あたしは部員にも同じように感じてほしくて、だからスキルの向上を義務づけたけど、そんなのは、あたしの独りよがりの押しつけでしかなかったのかもしれない。あたしってほら、空気読めないから」

「おれのこと無理やり拉ら致ちしといて、なにを今さら……」

　ふざけて言ってみたけど、七なな瀬せは笑わなかった。

「お父さんのギター……折れちゃった」

　ぽつりと七瀬は呟つぶやいた。まるで迷子の子供みたいに心細そうな顔をしている。その表情に胸が締めつけられる。

「大事にしてたのにな」

　七瀬は息を吸いこみ、吐きだす。

「なんかどうでもよくなっちゃった。あたしがしてたことなんて、バカみたいよね。ロックバンドなんて今どき流は行やらないし。一生懸命練習するなんて、カッコ悪いし」

　七瀬は重ねていた手をはなした。

「由ゆ亜あちゃんのつくる軽音楽部はきっと楽しいよ。きみもそっち入りなよ。きみ、そんなに音痴じゃないよ？　これはうそでもなんでもなくて、きみ、けっこういい声してる」

「おれは……おれは、どの部にも入る気はないんだ。最初から」

「そっか、それは残念」

　七瀬はおれから一歩はなれた。たった一歩なのに、すごく遠ざかったみたいだった。

「ごめんね。無理やり仮入部させたりなんかして。きみがぽんぽん言葉をかえしてくれるから、なんか嬉うれしくなっちゃって」

「お、おまえ、何者だ？　さては七瀬の偽者だな？　七瀬がおれに謝ったりするものか。うしろにファスナーついてんのか？　中に入ってんのは誰だれだ？」

「なによ、それ」

　七瀬は小さく笑う。笑っているのに、まるで泣いてるみたいな顔だった。七瀬はブレザーのポケットからケータイをとりだす。ぽちぽちと操作して、おれにあの写真を見せる。おれを脅迫することに使っていた薄い布のやつを持っているおれの写真だ。

　削除しますか？

『はい／いいえ』

　七瀬は「はい」を選んだ。

「これでもう、きみは自由。じゃあね」

　七瀬はおれの横をすり抜けて階段をおりていく。七瀬の背中を追う資格は、おれにはもうない。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　　　◆◇◆◇◆



　さて、解放されたおれはというと、とくになにもすることはなかった。

　これはこれで仕方がなかったと思う。おれはいずれにせよ、バンドをつづける気はなかった。仮におれが軽音楽部の正部員になったとしても、結局は三人。今月中に最低人数四人に到達しない以上、廃部は免れなかったわけだ。あと一週間もない。だからこれは避けようがなかった結末なのだ。

　校門をでて、駅につづく道を一人で歩いた。

　ぽっかり時間ができたので、駅前の本屋で立ち読みでもしようかなと思ったところ、不意にＣＤショップが目に入った。

　おれは自分でＣＤを買うということがほとんどなくて、ＣＤショップが学校の近くにあることもぜんぜん意識していなかった。どうせ暇なのだしと思って中を覗のぞいてみることにした。

　店内には流は行やりのポップスが流れている。何十人もいるアイドルグループの歌だった。不思議なことにあんなに人数がいるのに、彼女たちはハモるということをしない。みんな同じメロディでうたうのだ、ということなど今までなら気づきもしなかっただろうけど、なぜか急に気がついた。

　洋楽のコーナーにいき、アルファベット順に並ぶＣＤの棚をぼんやり眺める。Ｇの一角にはグリーン・デイもあった。一枚を手にとってみる。人々の頭に爆弾が落とされているまんが絵が描いてあり、ポップな字体で「GREEN DAY」と書かれている。

　ふーん、と思っていると、ちょん、と袖そでをひっぱられた。

　万引きじゃねえよ、と思ってふりかえると、ホッケーマスクが目に飛びこんできた。

「嬉うれし野のさん？　どうしてこんなところに？」

「……は、葉は山やまくん」

　嬉野さんは切実そうな声でおれの名前を呼んだ。

「……甘あまるりちゃん、部活辞めるって、その、メールきて」

「知ってる」

　おれは短く答えた。嬉野さんはどこか不安そうにおれを見つめてくる。嬉野さんはおれのことをさがして、ここまできたのかなと、頭の片隅で考えた。

「……葉山くんも、部活、こないの？」

「まあ、そう」

「……ど、どうして？」

「仮入部の期間はもう終わりだってさ。解放された。なら、いく必要はないわけで」

　おれはただ脅されていただけなのだから。

「……その……部活、楽しくなかった？」

　うつむきながら嬉野さんは言う。

「おれはどこの部活にも所属する気はないんだ。期待させてたみたいで悪いけど。そもそも、おれは楽器も弾ひけないし音痴だし。軽音楽部なんて一番遠いところだよ」

「……そういうこと、訊きいたんじゃ、ないんだけど」

　おれはグリーン・デイのＣＤを棚に戻した。

「おれが入ろうが入るまいが、軽音楽部は廃部だよ。そんなことわかってたでしょ？　ああ、でも由ゆ亜あが新しく軽音楽部立ちあげるわけだから、バンドつづけたいなら――」

「だ、だからそういうこと言ってるんじゃないしっ！」

　驚いた。こんなふうに嬉野さんが声をあげるなんて。近くにいた客が何事かとこちらに視線をやり、嬉野さんのホッケーマスクに気づいて怪け訝げんそうな顔になる。

「嬉野さん、その、ここは店の中だから、もうちょい静かめに」

「……か、か、関係ないし！」

　いや、大いに関係あるだろう。変なスイッチを押してしまったらしい。困ったな。

「……は、葉山くんだって楽しそうだったのに。わたしも、楽しくて、これからもっと楽しくなりそうだったのに」

　わしっとスカートを握りしめる。

「……甘あまるりちゃん、辞めちゃうし」

「…………」

「……ぬ、ぬか喜びさせんな！」

「いや、おれは無理やり入れられたんだけど……」

　嬉うれし野のさんはほんの一瞬、口をつぐんだ。でも、すぐに言った。

「……も、もういい。葉は山やまくんには頼まない。葉山くん、楽しそうに見えたけど、それ、わたしの勘違いみたいで、ほんとは嫌々だったみたいだから、もういい。家に帰って、一人で紙粘土でもこねてればいいよ」

　そんなことはしないけど。

　嬉野さんはおれに背を向け、出口に向かおうとする。ここでわかれるのはあまりにも後味が悪いのでおれは思わず嬉野さんの肩に手をかけていた。

　が、次の瞬間、腕をとられ、反対側にねじりあげられる。

「痛い痛い痛い」

「……痛くしてるんだもん」

　そう言い、でもすぐにおれを解放した。

「……あ、その、ご、ごめんなさい。からだが反応してしまって」

　おれは嬉野さんに向き直る。嬉野さんはしゅんとうつむいていた。一瞬かっとなったけれど、冷静になって自分の行動を思いかえし、べこりとへこんでいるらしかった。

「……わたし、なにしてるんだろ。ほんと、ごめんなさい。わたし、あんまり友達いなくて、その、感情のふり幅とか調節できなくて」

　嬉野さんの声は今にも泣きだしてしまいそうだった。うわあ、と頭を抱える。

「……あの、肩大丈夫？」

「あ、うん。まあ、たぶん……」

　おれも嬉野さんもそこで言葉が途切れてしまう。互いに沈黙した。

「……ご、ごめんね、あの、じゃあ、わたし戻るね。もう葉山くんに迷惑かけないから」

　もう一度、ごめんなさい、じゃあね、と言って嬉野さんはおれに背を向けた。少し進んで、けれどそこでとまって、嬉野さんはおれのほうをふりかえった。

「……あ、あのね」

　そう口を開いたけれど、ためらうみたいにして口を閉ざしてしまう。それでも、嬉野さんはゆっくりと、積み木を重ねるみたいに言葉を連ねた。

「……小学校のとき、わたし、とても辛つらいことがあって、そのころは学校にいくのがすごくイヤだったの。人に、男の子に見られるのがとても怖かった。だから、いつも家に一人でいる子だった」

　おれは口を挟まずに嬉野さんの言葉を聞いている。嬉野さんはスカートを握りながら、絞りだすようにしてつづけた。

「……それで、夏休みのとき、お兄ちゃんがそんなのつまんないからって、お祭りにつれていってくれて。景品でお面を当てて、おまえいるかって、わたしに訊きいて、わたしはためしにかぶってみたの。小さい子は、お面をかぶってても変じゃなくて、それで、そしたら、急にらくになって、人の目が気にならなくなった。顔をあげて歩けた」

　ああ、とおれは思った。

「……酸素マスクみたいだった。呼吸がすごくらくになったよ。それからいろんなお面をためして、ホッケーマスクが一番しっくりくるなと思った。でも、相変わらず誰だれとも話せなくて、わたしはいつも一人のまんまだった」

　嬉うれし野のさんはスカートから手をはなした。うつむきがちだった顔をあげておれを見る。マスクの向こうから嬉野さんのきれいな瞳ひとみが覗のぞく。

「……ちゃんとわかってるよ。ホッケーマスクかぶってるなんて、そんなの変だってわかってる。でも、甘あまるりちゃんはそういうの気にしないで、カッコいいねって言ってくれた。ホッケーマスク、パンクだねって。それ、すごく嬉うれしかった」

「嬉野さんは七なな瀬せに誘われて軽音楽部に入ったの？」

「……うん。音楽なんてやったことなかったから不安だったけど、でも、楽しかった。わたしはこんなだから、今まで誰かに選ばれたことなんてなかった。でも、甘るりちゃんが一緒にやらないかって言ってくれた。このままのわたしでもできる楽しいことを教えてくれた。音楽って楽しいよ。ドラム叩たたくと気持ちいい。葉は山やまくんがきてくれて、もっと楽しくなった。甘るりちゃんもすごくはりきってた」

「おれがきて……」

「……あ、甘るりちゃんは、葉山くんが辞めちゃうんだって思って、それが一番ショックだったんだよ。どうしてわからないの？」

　それだけ言って、嬉野さんはおれの前から去っていった。



　家に帰っても、嬉野さんの言葉が頭からはなれない。お面が嬉野さんを守り、七瀬と音楽が嬉野さんを救った。嬉野さんがどんな目に遭ったのか、おれは知らない。でも、学校にいくのがイヤになって、誰とも会いたくない気持ちはよくわかる。

　七瀬はどうだったのだろう？　父親が亡くなったときの悲しみ、どうやってそれを乗り越えたんだろう？　音楽はそのことにどんな役割を果たし、父親の形見のギターは七瀬が立ち直るのにどれだけ貢献したのだろうか？

　おれは軽音楽部を辞める。べつに由ゆ亜あの新軽音楽部に入る気なんておれにはなかった。でも、今の軽音楽部をつづける気も同じくらいなかった。

　それが七瀬にはショックだった……？

　おれはただ、無難に高校生活を送りたかっただけなのに。

　おれは真ま綾あやのＣＤポータブルをひきよせ、イヤフォンを耳にした。再生ボタンを押す。グリーン・デイの「マイノリティ」がはじまった。

　おれはまぶたを閉じる。



　中学生のとき。陸上部には部員がかなりの数いて、中でも短距離走は長距離の選手よりも多くて、それでもおれはいつもリレーのメンバーに選ばれていた。足は速かった。スポーツ全般が得意なわけじゃなくて、むかしから得意なのは走ることだけだった。サッカーはボールを蹴けりすぎてしまってドリブルにならないし、バスケもバレーもつき指をしてしまう。

　ただ走ることだけ。自信はあった。

　でも、二年生のとき、一度だけリレーのメンバーからはずされたことがあった。怪け我がをしていたわけでもなく、単純にタイムに伸び悩んでいて、おれは補欠にされた。市内だけの大会でその先につながる試合ではなかった。朝一番に予選がおこなわれ、うちの学校は三位の成績で決勝に進んだ。決勝戦は午後におこなわれる。おれは補欠だったけれど、メンバーとウォーミングアップをしたり、マッサージにつきあったりした。本番の時間がやってきた。いつもならおれが立っているはずのところにべつのやつが立っていた。おれはスタンドでほかの部員と一緒に手を叩たたいて声を張りあげ応援をした。そうしながら内心ではずっと、負けてしまえと願っていた。

　おれの願いが届いたのか知らないけれど、うちの学校は僅きん差さで敗れて二位だった。おれは悔しがる仲間たちを眺めながら、おれ自身悔しがるふりをしながら、とてもとても、ほっとしていたのだ。

　どうしてこんなことを思いだしたのだろう。よくわからない。

「おれってヤなやつ」

　涙をながしながらギターを弾ひいていた七なな瀬せのうしろ姿が頭をよぎる。

　長かったようで短かったようで、やっぱり長かったかな、というこの一週間のことを思いかえしてみる。「この一週間は楽しかったか？」と問われれば、それは――。

「なにやってんだ、おれは」

　呟つぶやいて立ちあがり、ケータイを握りしめ、嬉うれし野のさんに電話をした。



　週末を挟んで月曜日。おれはかなり早い時間に家をでた。駅前で嬉野さんと待ちあわせをしていたからだ。おれは予定より一本早い電車に乗ったのだけれど、嬉野さんはすでに到着していた。並んで学校に向かう。まだ早い時刻で道を歩く生徒の姿は少ない。

「……あの、葉は山やまくん、ありがと」

　遠慮がちに嬉うれし野のさんは言った。

「入部するって決めたわけじゃないから、感謝されると心苦しいんだけど」

「……うん、でも、ありがと」

「このままだともやもやするから……その、おれの勝手な都合みたいなもので」

　そう、これはおれの自分勝手だ。おれは軽音楽部に入る気はない。でも、七なな瀬せには辞めてほしくない。どういう理屈だよ、と訊きかれたとしてもそんなの答えようがない。ただ、ギター弾ひきながらうたっていた七瀬はなかなかカッコよかった。と思う。辞めたら、もったいない。でも、軽音楽部は廃部だろ？　そのとおり。七瀬が戻ったところですぐにおしまいだ。だから、おれは自分でもなにがしたいのかよくわかってないのだ。実のところ。でも、なにかしないと気が済まない。

「七瀬に辞めないでくれとだけは伝えよう」

　おれと嬉野さんは昇降口で七瀬を待つことにした。靴箱には七瀬の上履きが入っていたので、まだ登校してきていない。十分ほどぼんやりしていると、自転車に乗って七瀬がやってきた。おれと嬉野さんが並んでいるのを見て「あ」という顔をした。駐輪場に自転車をとめ、気まずそうにこちらに歩いてくる。

「……お、おはよ」

　嬉野さんが声をかけた。

「うん」と七瀬は頷うなずき、でも、それだけでとおりすぎようとする。

「待ってくれ。なあ、ちょっと話さないか？」

　おれが言うと、こっちを見ないようにして七瀬は答えた。

「べつに話すことないし」

「なに小学生みたいなこと言ってんだよ」

「南な雲ぐもちゃんがあたしのこと待ってたってだけで、なにを話したいのかくらいわかるわよ。きみがいるのはちょっと意外だけど。どうせ部活辞めないでって話でしょ」

「ん、まあ、そのとおりだけど」

「悪いけど、もう決めたから。それにきみには関係ない」

「変な意地をはるなよ」

「はってないわよっ！」

　大きな声をあげて、おれをつきとばすようにした。おれはよろけ、七瀬はその隙すきに昇降口を抜けて廊下を走っていってしまった。おれと嬉野さんは顔を見あわせた。

　少し時間を置いてから教室にいる七瀬のところへ話をしにいったけれど、七瀬はもうこっちの声に耳を貸そうとはしてくれなかった。



　短い休憩時間のたびに声をかけるのは、ますます嫌がられそうだと思って、昼休みまで話しかけるのはがまんすることにした。ただ、これだけ伝えておいた。

「七なな瀬せ、なあ、昼休みになったら、ちょっとだけ第二視聴覚室にきてくれないか？」

　で、昼休みだ。おれと嬉うれし野のさんはそこで待ちぼうけを食らった。今年度アカデミー賞最有力候補ってくらいの見事な待ちぼうけだった。おれたちのぽかーんぶりに全世界が涙することだろうよ。

「昼休み、なんでこなかったんだ？」

　授業が終わってから教室で訊たずねると、

「いくなんて言ってないし」

　と、答えやがった。それだけじゃない。

「なに、そんな真剣になってるのよ？　たかが部活じゃない」

　そんなことまで言ったのだ。頭に血がのぼってくる。

「ふざけろよ、この野郎。おれはとにかく、嬉野さんがかわいそうだろ」

　七瀬はひるむこともなく言いかえしてくる。

「じゃあ、きみが入ってあげたら？」

「それは……」

　痛いところをつかれた。七瀬は鼻で笑うような仕草をする。癇かんに障る仕草だった。

「そもそもおまえが無理やりおれをひっぱりこんだんじゃないか。なに自分だけ一抜けしてんだよ」

「だから、それはごめんって言ったじゃない」

「謝って許されるなら警察はいらない」

「なに、小学生みたいなこと言ってるのよ」

　朝のおれの言葉を真ま似ねるような言い方をした。それがまたむかつく。なんだか話がズレてきた。わかっているのにやめられない。こんなはずじゃなかった。おれはなにしゃべってるんだ。でも、口は知らないうちに動いている。

「自分勝手すぎるだろうが」

「だから辞めるの。あたしがいるとみんな迷惑する。あたしは自分勝手だから、これからは誰だれの邪魔もしないように一人でやる」

「そんなこと言ってるわけじゃないんだよ」

「もう帰っていい？　こんなバカバカしいことに時間割いてられないの。新しくシフト入れちゃったから」

「バカバカしいって、なんだよ、それ？　おれは真剣に、」

　と、そこへ。

「……ちょ、ちょっと待って」

　嬉野さんだった。六組の教室までやってきたところ、七瀬とおれが妙な言いあいをしていることに気づいて、間に入ろうとしたらしい。でも、七なな瀬せはやめない。

「バカバカしいからバカバカしいって言ったの。事実よ。きみの行動、意味わかんない。きみは軽音楽部をつづける気はない。でも、あたしには戻ってほしい。それっておかしくない？　ちゃんとわかってる？　あたしが戻っても戻らなくても、どうせ軽音楽部は廃部なんだから……あ、もしかして、ふーん」

　七瀬は芝居がかったふうに目を細めた。

「なんだよ？」

「きみ、南な雲ぐもちゃんに惚ほれちゃったわけ？」

「……え？」

　嬉うれし野のさんが驚いたみたいにおれを見た。それからすぐに七瀬のほうを見やり、もう一度おれを見る。

「マスクとった南雲ちゃんかわいかったんでしょ？　いいとこ見せたいわけだ。だったらなおさらきみが入ってあげればいいじゃない。南雲ちゃんにいろいろ教えてもらってさ」

「……あ、甘あまるりちゃん」

　嬉野さんはおろおろしている。七瀬はバカにした口調でつづける。

「お邪魔虫のあたしはいないほうがいいわけよ。あとは二人で――」

「おまえ、ふざけろよ」

　おれは七瀬の言葉を遮って言った。自分でも思ってなかったほど低い冷たい声だった。

「なによ？」

　七瀬がおれを睨にらむ。でも、そんなのちっとも怖くない。おれも七瀬を睨みかえす。

「もういい」

　嬉野さんが不安そうにおれを見ている。かまわずにおれは七瀬に告げる。

「おまえは戦力外だ。軽音楽部にはいらない。家に帰って畳の目でも数えていろ」

　おれは七瀬がなにかを言う前に嬉野さんの手をとった。嬉野さんはびくんっとなったけれど、今日はおれを投げ飛ばしたりはしなかった。

「いこう、嬉野さん」

　ずんずんと廊下を進む。

「……は、葉は山やまくん？」

　七瀬はついてこない。おれもふりかえらなかった。だから七瀬がどんな顔をしているのか知らない。嬉野さんは七瀬のほうを何度かふりかえっていたけど、おれと一緒に歩きつづけた。

「……ど、どうしたの？」

　おれの頭の中に廊下で笑っていた嫌いや味み連中や、あいつらの顔がなぜだか浮かんでいた。笑い声。たくさんの目。不意に言葉が溢あふれた。

「おれは、自分では歩くリスクをおかさないくせに、転んだやつを笑ってるだけみたいな連中が大嫌いなんだ。そういうやつらにバカにされるのはがまんできない」

「……葉は山やま、くん？」

　唾つばを飲みこみ、おれは言った。

「前の学校にいたとき、おれの友達、いじめられてたんだ」

　話しながらも、ずんずん歩く。速度はむしろ速まる。

「そいつ、同じ陸上部だった。べつに普通のやつだった。まんがが好きで、おれはそいつに『聖セイント☆おにいさん』を借りたことがある」

　嬉うれし野のさんもおれの手をふり払わずについてくる。

「なんでそうなったのか、おれはよく知らない。夏休みがあけたらそうなってた。最初はクラスで、いつの間にか部活でも。パシリにされたりして、廊下ではよく蹴けられてた。まんが借りパクされてブックオフで売られたりもしてた」

　階段をおりる。学校にはたくさんの生徒がいる。最初はこんなのドッキリだろと思うくらい和気あいあいとした学校に思えたけど、でも、みんなが仲いいわけじゃ、やっぱりないのだろうと思う。

「おれはなにも手を打たなかった。先生に報告もしなかった。でも、せめてそいつに話しかけてあげようとは思った。そいつ、いつの間にか一人ぼっちだったから。朝のあいさつとか、帰りに『じゃあな、またな』くらいは言おうと思ってた。それがなにかいいほうに向けばいいと思ったけど」

　なんでこんな話をしているのだろう？　今まで誰だれにも話したくなかったのに。嬉野さんが自分のことを話してくれたからかもしれない。いや、それだけじゃなくて。おれは、本当は誰かにこのことを聞いてもらいたかったのかもしれない。

「なにも変わらなかった。おれなりにけっこう悩んで、それであるとき、そいつが廊下でばかばか蹴られてるところで、とめに入ったんだ。最初はやんわり入ったんだけど、向こうがブチキレやがって、ボコボコにされた」

　嬉野さんのからだがこわばったのがわかった。手から伝ってくる。

「おれも無我夢中だったから、近くにあった消火器抱きかかえて、それで殴りつけてやった。一人が右腕を骨折した。そいつテニス部で、けっこういい選手だったらしいんだけど、それで試合でれなくなった。その一件で教師どもがようやく介入してきて、おれはまあ、なんとか停学は免れたんだけど、見事にハブにされた。悪質な嫌がらせも受けた」

　今でもときどき悪夢にうなされるような、そういうやつ。

「……そ、その、友達は？　助けて、くれなかったの？」

　あいつの顔が一瞬思い浮かび、でも、すぐに消える。

「助けてくれなかった。あいつはなんとかみんなのほうに復帰してたよ。今はどうしてるか知らないけど」

　ちっぽけな沈黙があって、それから嬉うれし野のさんがおれに訊たずねる。

「……裏切られたと思った？」

「そこまで期待はしてなかった。こんなもんかって思った。まさかいじめられてるとは家族には恥ずかしくて言えなかったんだけど、なんか目ざとく見つけられて、で、こっちの学校に移ることになった。暇だったから勉強して、編入試験も楽勝だったよ」

　唇を舐なめて、もう少しつづける。

「ただ一度、引っ越し前にそいつから手紙がきた。わざわざ手書きのやつが」

「……なんて、書いてあったの？」

「読まずに捨てたから知らない」

　真っ二つに破いてゴミ箱にほうってやった。

「あのときは頭にきてたからそうしたけど、ほんと言うと、今は少し後悔してる。読めばよかったと思ってる」

「……そういうことあったから、部活やりたくないの？　みんなと一緒にいたくない？」

「よくわからん」

　でも、と思った。

「でも、おれも基本的には負けず嫌いなんだ。リレーのメンバーはずされたら、チームメイトを呪のろうくらいに」

　そこで、ずっと嬉野さんの手を握ったままだったことに気づいた。

「あ、悪い」

「……ううん」

　嬉野さんはさっきまでおれが握っていた自分の左手を反対の手で包む。

「……葉は山やまくんのそういうところ、その、わたし、カッコいいと思う」

　恥ずかしそうに顔を下にやり、でも、すぐにあげた。そして、嬉野さんはゆっくりとおれの手をとった。その手は少し震えていた。やっぱり男子に触れるのは怖いのだろう。嬉野さんの手は女の子らしく柔らかくて、それでいてドラムスティックを握るためか硬いところもあった。温かい。

「……こないだ、わたしのこと助けようとしてくれたでしょ。嬉うれしかった。葉山くんもこのままのわたしを受け入れてくれてるみたいで、すごく嬉しかったよ……ありがと」

　照れくさくて、おれは反対の手で頭をかく。

「おれはなにもしてないよ。無様に投げ飛ばされただけだし」

「……あ、う……い、いじわる」

　ふて腐れたような声で言って、嬉野さんは小さく笑った。かわいい笑い声だった。でも、すぐにその笑い声もひっこめ、おれの手も解放した。ちょっとの間、迷うようにしてから、嬉うれし野のさんは言った。

「……わたし、その、葉は山やまくんの前なら、マスクとれるかもしれない」

「え？」

「……うまく言えないけど。えと、えと、葉山くんの前でなら、いろいろ、がんばれる気がして、わたし、その」

　嬉野さんはぎゅっとこぶしをつくって、それからゆっくりとホッケーマスクに手をかけた。かぽっとマスクをずらすと嬉野さんの小さな唇が見えた。それだけでおれはドキリとする。

　嬉野さんはそっと、そっと、マスクをずらしていって――。

「なにしてんですか？」

「うわっ」

　おれのすぐ横に由ゆ亜あが立っていた。腰に手を当て、不満げに下唇をつきだしている。はうっ、と嬉野さんは悲鳴をあげ、再びマスクで顔を隠してしまった。

　おれと嬉野さんは、一年の教室の前に立っていたのだった。

「び、びっくりさせるなよ」

　由亜はおれを見て嬉野さんを見て、もう一度おれを見た。

「公衆の面前でなにしてんですか？　イチャイチャしたいならほかでやってください」

「違う。おまえに用があってきたんだ」

　おれは由亜に向き直った。

「由亜の新設する軽音楽部に入部希望かなにかですか？」

「ぜんぜん違う」

　由亜はむすっとした顔のままだ。

「じゃあ、なにしにきたんですか？　甘あまるり先輩はいないんですか？」

「七なな瀬せのことが気になるのか？」

「はあ？　葉山先輩は、あ、いえ、牛乳を拭ふいた雑ぞう巾きんみたいなにおいのする葉山先輩はほんと、お門違いもはなはだしいですね。Ｔシャツうしろ前で着て、恥ずかしい思いをすればいいのに」

「おまえは相変わらずだな。七瀬が軽音楽部辞めた」

　おれが言うと、由亜は「ふえ」と間抜けな声をだした。

「そ、そうですか。ま、どうせ余命いくばくもない軽音楽部ですからね。あ、もしかして甘るり先輩がいなくなったから軽音楽部に戻ってこいとかそういう話ですか？」

「違う」

「じゃ、じゃあ、なんですか？」

　由亜がおれを見あげながら言う。嬉野さんもそっとおれのほうを窺うかがっている。

　おれはその場でがばっと由ゆ亜あに頭をさげた。

「おれにギターを教えてくれ」

「はあっ？」

　由亜がすっとんきょうな（これは死語か）声をあげた。



　　　　　◆◇◆◇◆



　言ってみれば、おれたちは撃鉄のあがった拳けん銃じゆうみたいなものだ。ってのは、カッコつけすぎかもしれないけど。でも、たとえるなら、やっぱりそんな感じだ。

　拳銃そのものに弾を発射する能力はない。でも、いつ弾丸を吐きだしてもおかしくはない。そんな状態にある。おれたちは誰だれかに引ひき鉄がねを引かれるのを待っている。いや、待ってるとは限らなくても、誰かが力をくわえれば、拒否することはできず、弾丸を発射する。はなたれた弾丸は的を大きくはずすこともあれば、誰かを深く傷つけることもあるし、最悪命を奪うことだってある。おれたちはそういう存在だ。

　あるいは、おれたちはドミノ倒しのドミノとも似ている。押されれば倒れるしかない。

　でも、ドミノ倒しには不測の事態がつきものだ。計算し尽くされて倒れることを余儀なくされたドミノの中に、ときどきなんでだか倒れない間抜けなドミノがいる。

　そいつのせいで、せっかくのドミノが台無しになる。

　いいじゃないか、それ。

　そのドミノの心意気を買おう。

　七なな瀬せの言葉を借りれば、それってめちゃくちゃパンクだから。



「《精神と時の部屋》があればよかったのに」

「なに、アホなこと言ってるんですか」

　おれのぼやきに由亜があきれている。

　昼休み。自分から言いだしたことではあったけれど、おれは第二視聴覚室で憂ゆう鬱うつな思いを抱えてうなだれていた。寝不足だし。

「……だ、大丈夫だよ。葉は山やまくん、うまくなったよ」

　嬉うれし野のさんが胸の前で手をあわせ励ましてくれる。

「いえ、葉山先輩のギターはひどいもんです。チェーンソーみたいな音がします。歌もへたっぴです。公害レベルです」

「そこまで言わなくてもよくないか？」

「事実です。いいですか、葉山先輩」

「なに？」

「葉は山やま先輩は恥ずかしい」

　由ゆ亜あはちっこい手をピストル形にしておれを指さす。

「おまえ、おれを泣かす気か」

「元気づけようとしてるのに」

「とてもそうは聞こえなかった。おれを傷つけようとしているとしか思えなかった」

「ま、葉山先輩をいじめるのは由亜の趣味ですからそこんとこは譲れないですけど」

「おまえはそういうやつだよ」

「大丈夫です」

　由亜はくにっと笑う。

「葉山先輩は顔を隠し名前を偽って残りの人生を送ったほうがいいほど恥ずかしい存在ですが、これ以上、評価がさがることはありません。だから大丈夫です！」

「どうもありがとう」

「礼には及びません」

「皮肉も通じんとは」



　七なな瀬せとは会話をしていない。おれから話しかけることもなかったし、七瀬から話しかけてもこなかった。

　そして――放課後になった。

　小こ波なみ先生がホームルームの終了を宣言すると同時に、おれは教室を飛びだした。第二視聴覚室まで駆けつけると、すでに嬉うれし野のさんと由亜がスタンバっていた。おれたちは大急ぎでばらされたドラムセットやアンプやギターを担いで、教室をでた。校門の前にぜんぶ運びだし、大急ぎで組みたてる。延長コードを使って電源を確保する。通りかかる生徒たちは何事だ、という顔でこちらを見ている。

「あれ、葉山くん、なにしてるの？」

　吉よし川かわさんだ。ちょんとメガネを押しあげる。

「いや、まあ、ちょっと」

　ライブやるから見ててよ、とか自信満々に言えない。

「吉川さんはもう帰り？」

「うん、今日は生徒会の集まりもないし、テストも近いから図書館で勉強でもしようかなって」

　生徒会という言葉で、おれが押し倒してしまった美み鈴すず会長の顔がぽっかりと頭に浮かんだ。かえすがえすも悪いことをした。嫌われたかもしれない。

　それはまあ、それとして、

「中間テストとか、つらい現実は、まだ忘れさせていてほしかった」

「それ、腕、なに書いてあるの？」

「カンニング」

　などと話していると、

「ちょっとなに女子と話してんですか、このすかぽんたん！」

　由ゆ亜あがやってきて、おれのワイシャツをわしっと掴つかんだ。吉よし川かわさんは首を傾かしげるみたいな仕草をした。

　そんなこんなで準備が完了した。

　おれはギターを肩からかけて、マイクスタンドの前に立つ。

　おれの腕には嬉うれし野のさんが油性マジックで書いてくれた歌詞がびっしりと書きこまれている。ので、袖そではかなり上までまくりあげられている。

　一度うしろをふりかえり、嬉野さんと由亜を交互に見た。嬉野さんはこくんと頷うなずき、由亜は不機嫌そうな顔をして、あごをしゃくった。早くしろという意味だろう。

　正面に向き直る。吉川さんはまだそこにいる。心拍数がはねあがった。

「えっと……《キャラメルアンデッド》です」

　おれはそう名乗った。何人かが足をとめてくれる。が、こちらを見つつもそのまま校門をとおりすぎる生徒がほとんどだ。

「あー、えっと、軽音楽部の、バンドです。いきなりでびっくりさせて、すいません」

　顔が熱くなってくる。腹のあたりもずっしり重たい。

「えっと、現在、軽音楽部は廃部の危機にあります。今日、明日くらいに人数が確保されていないと、ぶっちゃけおしまいです」

　おれは唾つばを飲んだ。口の中がやけにかわく。息を吸い、吐きだす。

「なので、今からライブをします。ちょっとよかったな、と思ったり、興味わいた人は、ぜひ、遊びにきてください。素人大歓迎です。おれも、へたくそだし」

　こちらを見ている生徒からはとくにリアクションもない。

　不安になり、おれはまたうしろをふりかえった。情けない顔すんな、という表情で由亜が睨にらんでくる。



　おれにギターを教えてくれ、そう由亜に言ったとき、由亜は理由を訊きいた。やる気なんてなかったくせに突然どうしたのか、と。

「軽音楽部を潰つぶさせないためだ」

「はあ？」

「みんなの前でライブをする。由亜が言ったようにそれで興味を持った人が軽音楽部に入ってくるかもしれないだろ？　おまえは戻ってこなくてもいい。そのかわり、一回だけ手を貸してくれ」

　そう頼んだ。由ゆ亜あは当然のごとく渋った。そこをなんとか、とおれは頼みつづけた。

「なんで由亜が？」

「おまえ、楽器弾ひけるだろ」

「葉は山やま先輩に協力すると、由亜にどんなメリットがあるんですか？」

「『黒ばらパン』のエンゼルを一週間分、でどうだろう？」

「それだけですか？」

「う……じゃあ、ポッキー三箱もつける」

「それだけ？」

　人の足もと見やがって。

「わかった。ハーゲンダッツのクリスピーサンド、なんでも好きな味を選ばせてやる」

「引き受けましょう」

　ギターは由亜から借りた。七なな瀬せのレス・ポールというギターとはちょっと形が違った。ストラトキャスターというらしい。強そうな魔法使いみたいな名前だ。



　由亜が前にでてきた。ぐっと背伸びし、おれに耳打ちする。

「葉山先輩、もっと落ちついてください。声、震えまくりじゃないですか。ほら、ゆっくり深呼吸です。息を吸ってください」

　由亜はさすが元吹奏楽部員だけあって人前での演奏に動じていない。とても頼りになる。アドバイスのとおり、おれはゆっくり息を吸いこんだ。

「吸って、吸って、吸って、とめてください。とめてください。とめつづけてください」

　ぶはっと息を吐きだす。

「死なす気か！」

　由亜はすました顔で「落ちつきましたか？」と言った。

「むしろ心拍数があがったわ」

　でも、ほんの少しだけど、らくになった。

「ほら、とっととみんなの前に無様な姿をさらしてください」

　げしっとお尻しりを蹴けられる。

　ポケットからピックをとりだし、おれは再びマイクの前に立つ。アンプの設定もギターのチューニングもおれにはさっぱりわからなくて、それはぜんぶ由亜にやってもらった。アンプからざびーというノイズが聞こえる。

　ギターを構える。一発勝負だ。やり直しはきかない。心臓が熱い。とりだして冷蔵庫で冷やしたい。はじめて陸上の試合にでたときもこんなだったろうか？　蹴られてるあいつを助けにいったときもこんなだったろうか？　よく思いだせない。

　一度目を閉じた。

　まぶたの裏に浮かぶのはあの日、屋上の前でたたずむ七なな瀬せのうしろ姿だった。

　それはおれに、どんなに空腹でもぜったいに尻尾しつぽをふらない生意気な犬を思い起こさせた。誰だれにも飼いならされない。

　あのとき七瀬がそうしたように、おれはギターのネックに触れる。



「グリーン・デイの『マイノリティ』ですかあ？」

　由ゆ亜あは当然のように難色を示した。

「……難しい曲でもないと、思うけど、でも、やっぱり初心者には厳しいかも」

　嬉うれし野のさんも言った。

「……『ウィー・ウィル・ロック・ユー』のほうがいいんじゃないかな」

「あれはベースパートないじゃないですか」

　すかさず由亜が口を挟んだ。

「ギターパートもラストのソロまでないですよ？」

　そう言って口をとがらせる。

「……でも知名度は高いと思う。みんなどこかで聞いたことがあるはず」

「それは確かに」

「いや、この歌をやる。やりたいんだ」

　おれはそう言って譲らなかった。ほかの曲をやるのでは意味がなかった。少なくともおれにとってはそうなのだ。

「まあ、いいですけど」

　渋々、由亜は了承した。

　練習をはじめたものの、でだしからつまずいた。イントロが弾ひけなかった。由亜がチェーンソーのようだと言ったのは、まさにそのとおりで雑音以外のなにものでもなかった。由亜が見本で弾いてくれたが、それはもう魔法のようだった。

「くそ、どんな裏技使ってやがる」

　由亜の手はおれよりもずっとちっこいくせに、器用にコードを押さえ、ピックできれいに弦を弾いた。押さえたコードをまとめて弾くのではなく、一音ずつ分散させて鳴らす、アルペジオという奏法らしい。

「ちょっとおまえ手見せてみろ」

　由亜の手はおれより一回りは小さい。ふにふに、すべすべしている。

「こんなにちんまいのに、どうなってんだ。ふにふに、ふにふに」

「くすぐったいデストロイ」

　顔を赤くした由亜に、ごすりと顔面を殴られた。

　結局、イントロは飛ばして演奏することとなった。それでもまだひどかった。というのはギターを弾ひきながらうたえなかった。ギターのコードに集中すれば歌を忘れ、歌に集中すると手がとまる。まあ、初心者なのだから仕方がないと言えば仕方がない。だろ？

　夢でうなされるくらい練習したおかげで、まあ、十回に一回くらいは聴けるていどには弾けるようになった。と思ったのだけど、嬉うれし野のさんも由ゆ亜あもなにも返事をしてくれなかったのはどういうことなのだろう。気掛かりではある。



　校舎の窓を見あげると、そこからおれたちを見下ろしているやつらもいる。というか、あの嫌いや味み連中だった。にやにやしながらおれを見ている。どいつが日下部くさかべだ？

　べつの窓からは小こ波なみ先生も顔をだしていた。笑いながらぶんぶんと手をふっている。

　見も知らない生徒たちがおれたちを眺めている。と言っても、せいぜい七、八人くらいだ。大した数ではないけれど、でもおれには十分威圧的だ。気持ち悪い汗が垂れてくる。

　嬉野さんのカウントが入った。

　おれは息を吸いこんだ。アルペジオはなし。大きな声で、太陽をひきずりおろす気持ちでうたう。

　コードを押さえる手が汗ばんだ。爽そう快かいな歌だ。明るく、反逆的で、孤独であることを誇っている、そういう歌だ。ポップなのに攻撃的。痛快なロックナンバー。

　七なな瀬せはどっかにいるのだろうか？

　あいつはおれの歌を聴いてるだろうか？

　いや、余計なことは考えるな。七瀬なんて関係ない。

　窓を見あげる余裕はない。日下部たちはどうせにやにや笑っているんだろう。ぶっ飛ばすような気持ちで声を絞りだす。ギターをかき鳴らす。

　左腕に書かれた歌詞は、汗でにじみはじめていた。もう、よく読めない。

　由亜のベースの音。

　嬉野さんのドラムの音。

　うたいだしは悪くなかった。

　はずだ。

　なのに。

　あれ、おかしいな。

　二人のリズムからおれのギターがずれだした。

　何度も練習して夢でうなされたくらいだからわかった。

　音の調和がとれていない。そうと気づくと、左手がこわばった。

　ばきん。

　変なところを押さえてしまい、余計な音がでた。

　声がつまる。歌詞がぶっ飛んだ。今、どこだ？

　ふりかえって由ゆ亜あや嬉うれし野のさんの顔を確認する余裕なんてない。

　二人は演奏を中断していない。

　なら、おれもやめられない。鼻歌でごまかす。

　けれど、どんどんリズムとずれていく。

　ギターの音がひどく歪ゆがむ。テンポがとり戻せない。

　音がバラバラになる。

　せっかく完成したジグソーパズルが端っこから欠けていくみたいに。

　やばい。どうやって立て直せばいいのかわからない。

　なにせ、おれはまったくの素人だから。

　どうすりゃいい？　頭が真っ白だ。

　そして。

　おれの指は。

　もうどうしようもなくなってしまって。

　とまった。

　声がでない。

　やっぱだめか、と諦あきらめの気持ちがおれの頭を支配した。

　唐突に襲いくる惨めさ。恥ずかしさで死にたくなる。

　みんなが見ている。憐あわれみの目。嘲ちよう笑しよう。顔が熱い。

　おれ、なにしてんだろう？

　そのとき。

「やめんな」

　声がした。すぐ耳元で。

　七なな瀬せだった。

　七瀬甘あまるりだった。

　いつかみたいに、ギターのコードを押さえてくれる。

「つづけて」

　おれは慌てて、右手をふりおろす。

　ぞっとするほど正確な音がでた。腕に足に背中に鳥肌が立つ。

　七瀬がぐっと前に乗りだしてくる。からだが密着した。

「うたって」

　また七瀬が囁ささやく。長い髪が風で揺れて、おれのからだにぶつかる。

「一緒に」

　おれと七瀬は一つのマイクを使ってうたった。

　七瀬の伸びやかな声に支えられて、おれの声ももうブレない。由亜のベースの音、嬉野さんのドラムの音、ギターと歌、すべてが調和をとり戻す。

　七なな瀬せがコードを押さえてくれる。おれは弦をはじく。練習では成功しなかったアルペジオ。そうして曲はきれいに締めくくられた。

　ただギターの音がどこまでも空に伸びていく。

　やがてそれも、ぷつりと途切れた。

　たった一曲だけだったのに、おれはぜえぜえ肩で息をしていた。足がまだ震えている。

　おれたちを見ていた生徒たちは、一瞬の沈黙ののち、歓声をあげて、大きく拍手を送ってくれた。などということはさっぱりなかった。吉よし川かわさんだけだ。あとはまばらにぱちぱちと聞こえるくらい。あの嫌いや味み連中は気づいたらいなくなっていた。

　でも、そんなのはどうでもいいことだった。

　七瀬は憮ぶ然ぜんとした顔でおれからそっとはなれた。うつむいている。

「へ、へたな歌とギターが聞こえて……」

　言いわけするように七瀬は口にした。

「なんか見てられなくて、つい……。きみ、へたなんだもん。いたたまれなくて……」

「そういう作戦だった。七瀬甘あまるりおびきだし作戦だ」

「うそつき」

「うそじゃない。そういう作戦だった。狙ねらいどおりだ」

　うそだった。口からでまかせを言ってみただけだ。

「あ、あんなへたくそな演奏でよく人前にでられたわね。歌もめちゃくちゃだったし」

「おれも、まさか自分がここまでへただとは思わなくて、びっくりしている」

「なによ、それ」

　七瀬は少しだけ顔をあげ、困ったみたいに笑った。おれは自分の左胸を撫なでる。

「心臓ばくばくだったけど、けっこう楽しかった、かも」

　腕に書きこんだ歌詞はもう汗でほとんど見えなくなってしまった。

　なあ、と七瀬に呼びかける。

「やっぱり辞めんなよ」

　そう告げると、七瀬は笑みをひっこめて唇をきゅっと結んだ。また風が吹いて七瀬の長い髪をさらっていく。七瀬はそれを手で押さえた。

「辞めないほうがいいって。おまえの歌、勇気でるよ。演奏してるとこカッコいいし」

　七瀬はなにも言わなかった。

「一生懸命やるのダサいとか言うなよ。ほら、きのこの山みたいな頭した四人組」

「……ラモーンズ？」

「そう。ラモーンズはダサくてもカッコいいだろ？　一生懸命やるのはカッコいいよ。上達したら、それは楽しいよ。そんなの当たり前だよ。辞めてったやつらは根性なしの水虫野郎だったんだよ。おまえまで辞めることはない」

　七なな瀬せは下を向く。おれは前に進んで七瀬の手をとった。

「あっ」

　七瀬は逃げようとする。でも、おれは七瀬の手をはなさない。

「おまえはすごいと思うよ。普通はもっと手を抜くもんだ。練習もそうだし、人間関係だって手を抜いたほうがらくだ。でも、おまえはそうしない。それ、すごいと思う。相手に嫌われるかもしれないのに、きちんとぶつかれるなんて、それはほんとすごいことだよ」

「はなしてよ」

　七瀬は顔を赤くして怒ったみたいに言う。おれはかまわずつづける。

「ギター壊すなんてめちゃくちゃロックだろ。落ちこむとこじゃない。ほら、あれだ。ピーターなんちゃら。最初に楽器を壊したギタリスト。そういうやつがいるんだろ？　つまり、おまえは女子高生版ピーターなんちゃらみたいなもんだ」

「ピ、ピート・タウンゼントだし……手、はなしてってば」

「七瀬が戻ってくれるまではなさない」

「そ、そんな勝手な、こと……」

　七瀬は赤い顔のままおろおろしはじめる。

　おれはいっそう強く七瀬の手を握ってこちらにひき寄せる。



    

  
    
      



    

  
    
      「一生懸命うたっている七なな瀬せが、おれ好きなんだ！」

　七瀬の頭からぼんっと湯気があがった。今にも泣きそうな顔になる。

「え、あの、え、それ……」

　と、そこで。

「ラブコメ禁止っ！」

　おれが握っていた七瀬の手を、由ゆ亜あが手刀でずばしゅっと切りはなした。

「痛い。なにすんだよ」

　由亜はおれを睨にらみ、くわっと口を開いた。

「公衆の面前でなに告白とかしてんですか、このエロイムエッサイムが！」

「告白？　え？　ち、違う。おれの言った好きは、そういう意味じゃない」

　尊敬してるとか、そういう感情に近いやつだ。なのに、ふと見れば吉よし川かわさんまで顔を赤くしてこちらを見ていた。メガネがくもっている。

「違うんだって。おれが言いたかったのはだ、つまり、その……」

　しどろもどろのおれを無視して、由亜は七瀬を睨んだ。

「部外者が勝手にステージにあがんないでください！」

　七瀬は手をさすりながら、まだ赤い顔で、そっと由亜に目をやった。

「……な、なんで、あんたが《キャラメルアンデッド》にいるわけ？」

「助力をこわれたからです。それに甘あまるり先輩が辞めたとも聞きましたし」

　七瀬は由亜の言葉でまた下を向く。

「は、はは……やっぱ、あたしがいないほうがうまくいくんだ」

「……あ、甘るりちゃん」

　そこへ嬉うれし野のさんがやってきた。ドラムスティックを束ねて、握りしめている。

「……そんなことないよ。わたし、甘るりちゃんに戻ってきてほしいよ」

「で、でも、あたし、辞めるって決めたし、退部届だしちゃったし……」

　七瀬は肩をすぼめて小さな女の子みたいなか細い声で呟つぶやいた。おれの知ってる七瀬とは別人みたいだ。守ってやらなくては、って気にもなるけど、こんなの七瀬じゃない。

「なに、ネガティブスパイラルに陥ってるんだよ。らしくないだろ」

「だって……」

「だってじゃない」

「でも……」

「でもじゃない」

　いいか七瀬、と、おれは七瀬を指さす。

「おまえのいない軽音楽部なんて牛肉の入っていない牛ぎゆう丼どんみたいなものなんだよ」

　七瀬はわけがわからないという顔をした。それは由亜も嬉野さんも吉川さんもそうだ。

「な、なによ、それ？」

　七なな瀬せは眉まゆをたれさげたままおれを見つめている。

「つまりだ」

　おれは一度、由ゆ亜あを見る。ちょっと頬ほおを膨らませていて不機嫌そうな顔を装っている。

　それから嬉うれし野のさんを見る。ホッケーマスクの向こうからつぶらな瞳ひとみが覗のぞいている。

　最後に七瀬を見た。七瀬は下唇を噛かんでいる。丸みをおびた頬がまだ赤い。

「つまり、おまえがいないなんて、そんなのつまんないだろ、ってことだよ」

　風が吹いた。

　七瀬の長い髪が揺れて――。



　　　　　◆◇◆◇◆



「おまえ、昨日のあれはなんだったんだよ？」

　翌朝、洋よう平へいはげらげら笑いながらおれに言った。

「思いださせないでくれ。トラウマになりかけてるんだから」

「にしても軽音楽部のメンツってすげえな。七瀬さんと一組の嬉野さんだろ？」

「嬉野さんのこと知ってるわけ？」

「あのホッケーマスクは有名だよ」

　言われてみればそうか。あれは目立つ。素顔を知ってるのはおれくらいだろうけど。

「しかも一年の鳳ほう仙せん花か由亜までいるんだな」

「由亜のことも知ってるのか？」

「一年の超絶美少女と言えば有名だぞ？」

　それも、まあ、そうなのかもしれない。あいつは軽音楽部の部員ではないけど。

「あの三人に囲まれてるとか、すげえな。顧問は美み奈な子こちゃんだろ？　羨うらやましいよ」

「なら洋平も軽音楽部に入ればいいよ」

「それはまた別問題」



　あのあとは実にひどい展開が待っていた。きちんと許可を得たわけでもないのに勝手にでかい音をだしていたために、二年の学年主任である出で口ぐち先生が凄すさまじい形相で「おまえらなにやってんだ！」と怒鳴りこんできたのだ。

　なにがどうひどいって、七瀬も由亜も嬉野さんも、出口先生の登場とほぼ同時に逃げだしていた。おれだけが逃げ遅れ、出口先生に捕まり、きつく説教されたのだ。窓から見ていたはずの小こ波なみ先生もおれの救出にはやってこず、吉よし川かわさんさえも消えていた。あんまりにもあんまりだ。

「ちゃんと聞いてるのか！」

「はい、申しわけありませんでした」

　平謝り。



「薄情者どもめ」

　放課後の第二視聴覚室、おれはイスにもたれながら、七なな瀬せをじっとりした目で睨にらむ。

「逃げ遅れた自分が悪いんじゃない」

　七瀬は悪びれもせずに答えた。あの気弱な七瀬甘あまるりはどこへ消えたんだ？

　開けはなした窓から柔らかい風が入ってきて、カーテンを揺らしている。

　昨日のゲリラライブで、入部希望者が現れたかと言うと、今のところはまだ現れていない。残念ながら現実はそんなものなのだろう。

　ただ、まったくの無意味だったわけでもない。

　そう、七瀬が戻ってきた。

　それだってスゴロクで言えば「スタートに戻る」みたいなものなんだけど。

「嬉うれし野のさんは？」

　現在、第二視聴覚室には七瀬とおれしかいない。入部希望者もやってこない。

「ホームルームが長びいてるんじゃない？」

「そっか。一応、あいさつくらいしとこうと思ったんだけどな、まあいいや」

　言って、おれはイスから立ちあがる。

「あいさつって、なにそれ？」

　七瀬が訝いぶかしげな顔でおれを見あげた。

「部外者は退散するってこと。七瀬も戻ったし、もうおれはいらないだろ」

　昨日、人前でギター弾ひいたり、うたったりしてみて、おれにはやっぱり向いていないとわかった。七瀬が戻った以上、おれが在籍しつづける理由はない。それに、どうこう言ったところで、軽音楽部は廃部だろう。それはもう、どうしようもないのだ。

「今だから白状するけど、この一週間くらいはさ、けっこう楽しかったよ。あと二人、入部希望者が現れるといいな。じゃ」

　ごちゃごちゃやりとりをするのも無粋だし、ひらひら手をふって、おれは早々に立ち去ることにする。と、そこで七瀬は言った。

「なに言ってるのよ。きみの入部届はあたしのと一緒に美み奈な子こちゃんに提出済みよ」

　おれはふりかえって七瀬を見つめる。

「今、なんて？」

「なによ、聞こえなかったの？　きみの入部届はあたしが親切で提出してあげたわ」

「おれは入部届なんて書いてない」

「代筆しといたから。最初からそうすればよかったのね」

「入部届にはハンコも必要だろ？　それはどうしたんだよ？　買ってきたのか？」

「消しゴムに彫ってつくったから大丈夫。あたし器用なの。まあ、葉は山やまの『葉』はなかなかに手ごわかったけど。そうだ、これからはやっぱり江え口ぐちにしなさいよ。簡単そうだし」

「バカな」

「このゴム印って様々な可能性を秘めていると思わない？　今ならきみを連帯保証人にもできそうな気がする」

「バカな」

「あとはもう一人、確保すればいいだけ。入部届と消しゴムの準備はできてる」

「おれは今から退部届をだしてくる」

　再び七なな瀬せに背を向け、扉へ一歩踏みだす。と、そこでぎゅっと腕を掴つかまれた。

「きみに勝手な真ま似ねをされると困るのだよ」

「悪役みたいなことを。はなせ」

「これを見てもまだそんなことが言えるかしら」

　七瀬はおもむろにケータイをとりだした。嫌な予感がする。

「ま、まさか……」

　ふひひ、と七瀬は笑った。そしてディスプレイをおれに向ける。そこに表示されていたのは削除されたはずのあの写真であった。

「消したんじゃないのかよ？」

　七瀬はずずいとおれに顔を寄せる。

「バックアップは万全よ。この写真をばらまかれたくなくば、おとなしく軽音楽部に入部しなさい」

　ずずい。ずずい。ずい。

「きみ、なかなか見所があるわ。きみを選んで正解。あたしの目に狂いはなかった」

「いや、自販機にきたやつをてきとうに捕まえただけだって言ってたじゃないか」

「あたし、星座占いって全面的に半分信じてるの」

「半分しか信じてないんじゃないか！」

「ちなみに今日のおうし座のラッキーアイテムは緑のもの」

　そう言ったわりに、七瀬は緑色のものを身につけているようには見えない。

「きみの名前よ」

「おれの名前？」

「『葉』、『山』、『樹』、すべて緑っぽいものだわ」

「こじつけにもほどがある」

「きみってあたしのラッキーアイテムなのかも」

　さらにずずいと顔を寄せてくる。甘い香りが鼻をくすぐった。

「か、顔、近いって」

　おれは七なな瀬せから距離をとろうとして――足をもつれさせた。

「「あ」」

　からだがうしろへ傾かしぐ。七瀬もバランスを崩しておれにもたれかかっている。

　はじめて七瀬と出会ったときのことが頭をよぎった。あのときは七瀬が転びそうになって、それを助けようとしたところでおれも巻きこまれて、二人揃そろって倒れて額をぶつけあったんだっけ。

　あの日の再現みたいに、おれと七瀬は転んだ。

　おれが下で、七瀬が上で。

　おれは腰を打ちつけた。それがまるで運命でもあったかのように、磁石のＮ極とＳ極がくっつきあうかのように、そのとき、おれと七瀬の唇はゆっくりと触れあった。なんてラブコメまんがみたいなことは起こらなかった。

　いや、起こった。七瀬の柔らかな唇がおれの口と重なった。

「ぎゃっ!?」

　七瀬は慌てて顔をひきはがした。頬ほおが真っ赤になっている。たぶん、それはおれもだ。心臓がばくばく鳴っている。

「い、いいっ、いっ、今のなしだからっ！」

　七瀬はごしごしと唇を拭ぬぐう。

「そ、そうだ。今のはなしだ。今のはオフサイドっぽかった。ノーカウントだ」

　おれも慌ててワイシャツの袖そでで口を拭ふいた。

「「えっと……」」

　声をハモらせつつ、それ以上は言葉にならない。お互い気まずく見つめあう。

　ところへ、がらっと扉が開いた。

「「うわっ!?」」

　七瀬もおれも飛びあがった。

「……ひゃっ、え、な、なに？」

　嬉うれし野のさんだ。おれたちの声に逆に驚いたみたいに身をすくませている。

「な、ななな、なんでもないわ。むしろ、なにもしてないし、されてないし」

　七瀬は立ちあがってスカートをぱんぱん払う。嬉野さんはくにっと首を傾かしげた。

「なんか二人、あやしいですね、あむあむ」

　ふと、嬉野さんのうしろから聞き覚えのある声がした。

　って言うか由ゆ亜あだった。ぺこぺこと上履きを鳴らして前にでる。

「あむあむ」

　由ゆ亜あはおれが買い与えたプリッツを食べている。これはポッキーではないのでカウントはしませんからと、今朝言われた。隣にあったのと間違って買ってしまったのだ。

「な、なにしにきたのよ？」

　七なな瀬せが警戒する目を由亜に向ける。顔はまだ赤い。

「……あ、あのね」

　嬉うれし野のさんがぽふっと柔らかく手を叩たたいた。

「……由亜ちゃん、軽音楽部に入部するって」

「え、おまえそうなのか？」

　驚いて訊たずねると、由亜はプリッツをあむあむ食べながら、こくりと頷うなずく。

「葉は山やま先輩が、あ、いえ、『この中に犯人がいるかもしれないのに、おまえらと一緒になんかいられるか』と叫んで一人部屋に閉じこもるようなタイプの葉山先輩がおいたをしないように監視するためです」

　ギラリと目を光らせて、七瀬とおれを交互に見た。

「それは完全に死亡フラグだな。二番目か三番目の犠牲者っぽい」

　言っておきますけど、と、由亜は七瀬を見あげる。

「小こ波なみ先生にちゃんと受理されたので甘あまるり先輩にごちゃごちゃ言われる筋あいはありませんから。あむあむ。まあ、寝首をかく気満々ですけど。あむあむ。そのときまで、せいぜいイソジンでのどを大切にするんですねっ！」

　七瀬はぽかんとした顔になる。

「え、それって……」

　そう呟つぶやき、七瀬は嬉野さんを見て、由亜を見て、そしておれを見る。

「軽音楽部は廃部にはならないってこと？」

　部活の存続には最低四人が必要だ。それが、今、ここに揃そろった。

　って、待て待て。おれの意志はどこにある？

　おれは部活に入る気なんてない。最初からずっとだ。そもそも新しい高校生活に期待なんてしてなかった。てきとうにやりすごせればよかった。うわべだけで、のらりくらりとやっていくはずだった。それなのに、これはどういうことだ？

「おい、七瀬」

　と、呼びかける。

　でも、おれの声なんかぜんぜん耳に入っていない七瀬の顔に、みるみる満面の笑みが広がっていく。

　おれは、そんな七瀬の顔に不覚にも見み惚とれてしまって。

　それ以上、なにも言えなくなってしまって。

　七瀬は「よっしゃー」と、おれにハイタッチを求めてきて――。



　　　　　◆◇◆◇◆



　と、そのときだった。

『二年六組、葉は山やま一いつ樹きくん。至急、生徒会室まできてください。くりかえします。二年六組、葉山一樹くん。至急、生徒会室まできてください』

　吉よし川かわさんの声で、おれを呼びだす校内放送が流れた。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　地球のみなさん、こんにちは。二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。

『あまとう！　七なな瀬せ甘あまるりに不合格祈願』をお手に取っていただき、ありがとうございます。ぼくにとっては一年半ぶりの新刊となります。

　さて『あまとう！』は、廃部寸前の軽音楽部に無理やり入部させられた葉は山やまくん（音痴）が、部長の七なな瀬せさんに服を脱ぐよう命じられ、ジェイソン・嬉うれし野のさんのふとももに挟まれて窒息し、デスメタルスキーの鳳ほう仙せん花かさんに感電させられる、なんちゃって学園コメディとなっております。そのはずです。でしたよね？　楽しんでいただけたなら幸いです。

　葉山くんが実は魔王の正統後継者であると判明し、封印されていた力に目覚め、バトルまんがみたいな展開になっていくまでがんばります。というのはうそです。

　最後に、イラストレーターの▽さんかく先生（読み方、「パ」ではじまる三文字のやつかと思ってました。この場を借りて深く謝罪いたします）をはじめ、本書の出版にかかわったみなさまに感謝いたします。

　読んでくれたあなたにも最大限の「ありがとう」を！

　ではでは。

二階堂紘嗣



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。

　　他著作に『D-breaker』。映画とロックが好き。

　　ボーカロイド勉強中。



　イラスト

　▽（さんかく）

　　さんかくと読む。新進気鋭のイラストレーター。



    

  
    
      あまとう！

七瀬甘るりに不合格祈願
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